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日本における統計学の発展

第 11 巻

話し手 青盛和雄

聞き手 内海健壽

1980年I1月11日（火），12日（水）

広島県社会福祉会鮎に’て

蛸ζo 24銚◎
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ま え が き

1）この速記録は、昭和55，56，57年度文部省科学研究費総合（A）

 によるもので、研究者は次の通りである。

  江見康一、丘本正、大屋祐雪、坂元慶行ζ鈴木雪夫、竹内情、

西平重喜＊（代表者）、野沢正徳、広田純ミ藤本煕、松下嘉米男、

松田芳郎ミ三潴信邦ミ森博美ミ山元周行（＊推進I W）

2）インタビューの聞き手としては、研究者以外の方々のご援助を

得た・その方々のお名前は、別巻を参照のこと。

3）この速記録の原本は、統計数理研究所図書室に登録保管される。

 そのほか、話し手と聞き手及び関係の協同研究者が保存する。

4）この速記録の利用に制限はつけないが、話し手、聞き手、研究

代表者または推進係と話し合った後にされるよう希望する。

5）速記録を個人的に研究するため、コピーを希望する方は、代表

者がコピーしやすい形で保管しているので、それを利用すること

 ができる。

以 上
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肴盛 「テーマありて 統計こな可 べが’仁めに 言葉

引さ三1ミす 間さ手も乃リて（果十）・

 あガこの手紙を骨．袷Fして話乏追わていったらよハろ
うし民・う、して’’可れ。

内寿 最ネ刀に先生・つ生い工巧ハようなこと五片聞きして

いいで’↑か・

肴盛ノ1η．趣旨σ、広高時べにどつような箪弦互ぐ・べた

つハ、当時乃亥島の．雰囲気．昭和≠年．＼学してカ・らの末祈

大学径希学科の状驚、光八最初にお話ししたらよかろう
し彫ってい圭可。

内脊巧工つと先一生、セの前に先Hぢ生圭1Uこなつ．た・
の1τ。

肴盛 明冶4／年η4月！巳。

～気こ巧らの方1衛力30日ド㌘って！lま可1よ。

肴登 々こ至ら話しず外ぼ一番よ＜わかろんでTれ。／9

0㌻卑半目！日の午前茅時ぐらいに生ま〆し7・らしいで↑れ。

穴玲年同のすが正しいんで1寸れ・
考一盛  それが正しい。 で’すが当・時縦牛星 ！ 日 生まれしし

て層1丁ると．／年ちく八で学旅へ行かドヤ↑らねい1う・

ことバるった．・イのためド．私は父が’萄て’’舟“8の晩年

のく香8の1手併で’乃ったから、．手く学才交へ矛予っ．て．ぽしい

わけ。々こて、．兄がイムと土0孟う。そつ間に姉バ3人おる．

ぐ奄且で’次男、男の手だかソ、早く学．衣へ行ってぽしい

わけ。 セの乃夏望丞こハて5目50日として4一局6日i＝．屈し丁
互’ ･しフニ。

 μフニ川二．平生圭ナしで／耳早く学液へ行った、だけ

ゼ体もノ1・φし1し．駆け足毛いつ毛ビり等1二なっ・て．乃た
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’はた、

穴寿先生、ゴ見わτ何く川〃しまη㌧
青登8八九秀。上’二尺，カ｝ろ．れてハ間”〈寸
だ’がられ。ユ0耳間男の子が㌃小った。

 だから、仏バ後に典生航訂亙打明丁ろい〔札4昌
生‡れの人1本をろべく3貝引日までF、屈ワ余ろのが’乃ブこ

‘はたであ札だから本当の珠訂という毛の1τい川こと
りドくいかと11うこと乏、身互もって施明可る二とにし
てぢろ。

 ハ後、私よりμ歳芳い十の人て“3目ユ1日空圭←しの人

べ601二なろころド、こうllう話Σした。々うしブこザ
光’の、人は十の／。で’外ザニめに．3月26日三久規の好充・て1’

4月1日生ま／い二層けアニわけ。そう可～ゴ後トい生るハ

けいう怒見で’、ノ乏うしたわけ。．に乃ぺ明タ糾／耳か

ら．イη’ユ年目の、人が’届リ．典て6年昼の／1・等オ交しいう二

ろ1二なると．盈李刈日と同！1ように、4月’巳か弓行く

んだソバら、 4目1日つ看モ平生ま外しして早う等オ史ヘイτI

か一士るのが’当瓶で’乃るとし、う二と五． 言午含公で’モ乗こ二した

／㌧バ’あっプヒとみたて、 4二月！巳三£ま〃しで’千、 平生まへF

繰り上ヅることになった．

 イのち・父さん床びっくりして、「そんなことあろハ」と

いう乃で’、 放一＝艮にど’㌃り込んだ。 と二ろ巾ぐrモうそうい

うβ・う rなり ま し た」  という η てザだハ 1こなっ たフ．ニハ F．

その子は学放へ行く制服もカバン市｛・い．圭まr／j・学旅へ

4τった。 こイ’しけ、 jし直なその人巧人差むが、 うそを・フいて

だめド㌃っ7二話として，老いた人がお・ろわけ。だから．

々・んなっ葉ら肌こといいなφんな。通う学旅行か々うい

う4毛片人さんの好奄だし、’ ≠､行か々ういうの老お尺
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くんグ用・恵だ’パ1、ゐりが’たいし肥・い㌃づいとい一・て乃

1ブ7二んだ’1けしビt、ハいう人n工・禾）気休～1カ・らん

「サビ1、胃．ら／にと互い・）ハハ・ど11・て不糺・諦ペナし

プニニとが’乃ろ。

 〉いしね1ら、私よりワ耳はビー上八八で’、牛刀1日史‡1し
て・Aこ“津川け∠1、浦和という人て・可バ、小学表へ平

生ま1しで打つしる八バ乃るわけ。 だ仰’ゲ 辛己が’多ヅ束杯

とか勢カバあるピいペザニ／、に！す平う／卜学代行外せ

ろ。貧しい象であった1ノ、ガ1）／〕↑追う行ったらようし

．いヒ！lう二い二tろんだけポしビむ、箱．引水、冒何の取り

扱！1州くの闇に史化したい1うことバ牛）’小ポ

内丸先生のち．父巌はビんなぢイ士号えしてお’らltたんて“

すサハ1

†盛うい穴1け治元年のユ月生圭ルで、老いいは．
た。ゴこ工：斤商したソ．痢衛してお一っポノしし1で了へ

昔でいうと高等・1・学．代出ただ’げで’ヤっしっγ：。 セして．一

笑中・つ 発進二し と。七 に。 ・土比㌣イ首＝宋乏速て て。 そ し て イ音・矢

つ収、＼で’†か騰舌してすてぢった。

 その私の父方の伯㍑，青産喜一坪と！l！lまして、八

正9年生て“の†何耳間、柔の中会議員互ヤっとったカカ

牢人で乃っ戸わヅ・そして・八正ヲ牛の国勢調査のと
さに、国勢調査つ因雇貫録の中ト域てあ’ろ八で’、・国・勢調査

の調査員バ来たのに対してrよく11いしヤいま！た」
と、札股、釈何羽戚はハまで’’、調査者三三宝η上1二載せ’

て調査戻1二虫したので、非常1二戚激φ～こい1う通話ぺ
     「大正9手の国勢調査回顧飲」ド裁って片ろわ1丁よ＝

 そレて、い1〈尼が’ち・るわザ（’レ㌻。

府舟 片木く）ん乃お’見書んで’す1ハ・
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千盛吾一一・郎の兄。跡取／だ’一アニんだハしビ毛、明冷！0

年二“ろ1ごぼうセうい1う、天声1壷ユ沸んで＼終バ高い一た

め1二頭にジ’ヤギ’が’で’ポー／して、熱1ケニ川二いニハく音

五の脊敬でなくなっ仁。し小しμ浅に芽“！lてはゐ／lバ’た

い人で乃つたわtト

 仏ハいいブニい！いし仙くポ雀八坪、々して私万人
も芹川坪，ハ間に舳“マいく五人おら八クニか1中

 そμぐ・なゼ骨「爪坪・1二なってぢろかということ互

いっとぢ話しし7二らいいと応うんて“γハ登、へ坪と
／くう、ぺ伽ポ、脊、当時つ紋兵球査nせ■ニクて11矢

辛1こけ．八いハ・バけ：ごろだ・．い」・！．束つ．稲純

人でゐろい’う条・舛バっ1ハズ、依二矢至日月冷8年［二嗣手て’＼

叶含／8年に騎父バ泰嗣子パ㍑に出しろこじがでポll・
でてが’．夫ケtバ天派：奉で’いわゆる廃嫡1ニサ：・アニブニ、つビニ、’

、本・匁の喜一坪い’う．い岬舵＼にいブニいTよ1！一（し
てノ（人はい一けバ低！1し非串1二賢／1一・ア・グこハに、

 「今川閤・ といわグしたよう㌃人てあっ7二け4しビも，青バ

仏いためド徴兵に比クしアニわけよ、

れ海木添副本冷ったわ1アでて1・ポ
青益 最初の童禾郎狛犬てん1↑冷フアニけヒジ’十ギ’バ残っ

て．軟バ盈弗でながった。 しかしぢ手斧り（本よくて．亨た

し、いまご’ろでいうど勿’好人いう人で’るつ7土・

 光ルな二どはいいけ外といも、誰σ明者汁年の国腎調査

η立浅バ国会で’で’δたどいういにと川／けよ・舳㍗ぐ

年の国労調査法バ成立した理由｛当時釆至・曾む芽ユエ
の内藤キ三しいう砂、条出身ノ）バ識士バ片った4バグ ノピっ

ぺ識士・バ識ス、立、法ヒして国勢調．N従．棄肴1二な一仁。ノ1

して、識、会側つ説明者として笑、又琳Q、いく枇明け．・ノた、
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わしが笑市Σも’寸3ぐ固練でカろ．イヘて“黒、孝に国勢調査

が’通一つた。

 国。勢吉岡、一昼しし、うものσ、 ／900年のアメリカ七／サス差、

脈府べ釈と。して釆又耳絡マんセタト国へ4↑って調べてきブこ・

す～力、ら． 国事ヂ調査左ヤろ悩算があるという二とも． 条タし

硲㍍バ説明した。々して議会で説明したと5’ e、「国勢

調査乏↑ろ～二はビ〈｛↑の糞榊“昇るか・といったラ．

「こケしだlT糞用バ卑る」 といっ一た㌧「々んな阜いモのすら

たいにヤろう」、「ただし、全Σ使わ～でろく㌘調査1手で

．きませんよ」 というこし亙．柔末聡・ぐんが’誇ってぢろ。

 当時つ航訂として1‡、 三越の石資、在と一か・ セういう／＼

が広考に書くごピ1言合瓦ハって書くことク～から、本当
の糸た訂し’’ヤぐレ1、 うそカぐ葦之っどろ、 だ’から才目当糞用血ぐ

にヤ1〕丁ませんよというハら、「たくぐん糞用バ車ろのが・

ヒいっフニら、ワんなに1す昇ら膿、「なら、ヤろう・い1

っこヒにな‘っブ’こ。

 なぜ議員工法けつ〔1し11うピ日清戦号つ後、異才
疾父不都意・て・、 こ七しから日露岸ズ争「イ蒲んでしっづハりヤらに

ヤなら狐じさには全が’払しにく11から，双府から七／サ

スヤ1まマしいうこと乏いいかねブニわけよ。だけピ議員

j＝〔斌で’ヤってく八ろ／；）ならヤろうかという隻い4谷制互と

ってし、たというこどバ、 条文耽・くんの伝書己仙ら・わ・ハろ。

 本家州Mた’）走れ争失乏知って卯から、八正
9年の国勢調査のしさド、明帝先帝のど専にでさた国勢
言周査茎い圭受一けろのけ、 主ニヒに尤朱で’マと。いうこし差

あいぐつして、三宝で下一寧に痕。した・二八乏、ぐ～6年

前の全国航計大会ηしさド、後藤正天さんどいう六分珠

卸争至して帥人が1話乏れした…τ’〈ぼ、そ月とさに
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4了小なハつだけ〃しビ、毛、 之グ）多・己鍔ζ記んで．’みてて・べっく‘）し

仁二い本・肴昼喜一坪じ！・うへ調各員モ、共ド紋舳ソ
ネし月艮で’虫た・というt3・う1こ宰艮竜一．すノしてぢりまてゼ． こノしは

盈います。八正g年巧国勢調査のとさ凪．モう私も矢口つ

じるけ札ビも、うちの兄貴カぐ調査則吋って、ちリそら＜
虜艮行員 じ し てク羊阪な’）テロ限で毛、 々 う いう 服装‘で行っ ブ‘：

わ1トだ’カリフ、．本家ハ自犬｛んという．人が’そういう礼儀

ヱしし、、人たつ7二カ、ら、 自体として紋付互看てぢっただげ

で’、  ぼかグ）！㌧ Fそ う レアニわ け て“・は な い と い う こ どφぐい え．

ろ。

 当時私ブニ弓ノド学生1丁加眼で亙学して、よはど’の特別の

式でもないと・ハカマはつけな小フアニ。紋付耳互摘み取

一で、そ㍑背中につ1丁、、／・たんに紋付も一たいないと

ポγして遊んだ・々つとガ↑、、己バ調．査員になっとった
イハら。

内海 お巳くんは、・旅行に行ってぢらへたんで’てか。

青藍ええ．呉銀行にれつた。

外海 お末くんは、こ（ころは柔・1こお住みでしたか．

青査たた、柔にポ約こ六夜族として住んで打った。
穴海  先生バあ’生まれドなつアニη汀……一一ζ

肴盛呉の元町じいう中心地で↑われ．その関イ采てパ条く

んの代言己乏記み，そ札ヂ・ら国勢調査どハ関イ糸にぢいて瓜

財祁先生レ緒に、鳥根県の刊純計講習会で’講師とし
て講義互し、島根果の循で蔵，談してδてぢザ

 これが俊に・ 条文納氏が’「クエ戸の文イし史一」 と・いう3・う

な意・味で・経済史の請文しして、烹秤入学で財却すんに

よって経芥学博士♂筏けら札れい1因縁にたつクニ。異

文納氏がなゼ東京で博士号乙孜ら†1こ京秤で博士れ双
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らKた力、とし1う因縁こにモなるわ一けよ。

穴寿 長文聡・ぐんと一いうη舌呉のご’貞身でマれ。

肴笠 次の分は広島県の航訂史ド書いて万4べ 肴ムの

鴨田で生まれら札，呉市り分身で’“・かっ7二わ1丁。だか

られしに話飛んで’よ1丁と〕ズ、面層！967年の／o日か、この

しさド戸島県て“茅／8回全国航I v人、会が’開が牝た。キれ

専ド．私が指導して、 手国花方つ純計先覚看三顧章ラ万る

しいう裕味て∴何人仙挙iブたわけ一よ。島根れして1寺、

西周と森鴎外が’先覚者でち’る、岡ム券としては、其作秘

坪タ孝田兵並と真作．麟祥と、れ）・ら疋斎左三郎という

純計局幸・ そκハら圭・斧表ヤ珂小の天野一恒穴の←〈。 広

島昇けという形で、広島昇ザ呑古い順からせ良穴r
呉末琳、々れから国勢調。企乏並しブ・内藤寄三、頑小雅男、

京都爪学の歓授乏してち’った戸田海中と111人が’ぢら外

ポこれが財邦ぐんが年行しておれハニ、校訂の蘇我
zレておケ八た八て“寸れ・ この、ぺヵぐ了メリカチ多民1こっい

ての縮れ考い7二ということの手紙三．仏ガ影石層中

吏ユ・五調べて舳じポつ調庸員の人力1けいて、れt
て棉氏ド灯下1見解バヒ1で乃一ブ11・・当馴経済抑

の先生として時季問題と11うものカ帰れろ唯一の人で乃

フて・解い人だ’ということで／㍍二の当氏舳て写弄
乏載七でそういう訪Σしたわ1丁。 内藤寄三の思・子・の昨蘇

誠充・という人べ私の中学放（放置て＾乃った、内1寮誠意・

の兵～バ．二八乏辮クした当時訪れてみえ7・二と衛
ろレ、 とにかくこのこどはr声烏弄っ航訂束五0年」 とい

う卸休に・付録としてけっ5り書いて舳わザ“↑。
内海 それぼ先生べ片書言ドなったんでlTナ㌧

肴盛は、仙書いである中に美文榊い伝紀ヤ何
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かFつし1て守詳しく述二べて乃りまで。 あの人一†．束末の

青＾隠’田で生ま八られた人／ブ～け上tピ毛、 生‡ヘトしさに

！t、 ぢ人マんが’ム田という壊方医列しころへ蚕手1こ行っ

てあ’ら｛た。 光の養子依がむくなって、 だ’から跡入りF

ラ孝山の一笑作夜の出戻：り列二艮十王形らわ八たわけ。 ム田貰

βと兵作家の狼しの席格に際して．れη姓で結婚寸る
よ／は新しい往け衆／だいとし1．う・怒昧で1浅野器の許一

再考得て、呉港の幼で月けいう理由茎毛って采貴石
と、系衆るしいうことヒ、幼’石工頴士といっアニ条文膝すん

が生‡八たのが’ほしんビ同時で’しブニピいうような二と一バ

葦小札てぢろ・ イう いうラ星由っ“け 工・しな・1アれは、 なせ“呉

市ド美文琳峠己念碑バでさ川ズならい・というご川・

孔明っかなかったわ一丁よ。わ）ぐ条文聡・すん（紀念碑が’

で了る しいういわ外1こつ㌃ダろ←プ↑で可。

 私は、 こういう古くσいことη詮索は余り好守で’はな

い1だ1丁ど’二ういう二い帯はう1こな・ったのは．私七

年寄り1こなった証拠か屯しら肌．⊂芙）

 うよっといってら’さ狂い二とは．・私のノ㌧穿くηイ白、父が’案；

林い・、々づいう毛のド灯して、老い詮索乏↑ろこは
遮けて、私（象勿祖先は「取り子、取り嫁」て｝マがら．

々ういう牝凧と関係乃‘）まセんしいう宣言乏しアニわけよ。

々うてろ二一しにぢい一で、．呉市の財界・柔多氏行乃頭取にな

るしカ、、後・で宏てくる市→良としての本公ヌト勝爪印どカ、オ〈野

甚汐印レかいうβ・うに、脈治的公二い二無守でること乏

姓’丁るように牟’つたのけ・明治汁年か弓木正9年まで｝市

会議員もヤつしつた人が．60ぐらいトなつブニか与政界カ・

ら足互ク先う、・その二しη7二めド、うちはイういう表才再ビ

寸乍い←いうこし乏いっフニわけしハんで・々｛八手併
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ヤ，阿か・バ言力で・v・ってレ1＜というようドtっ一ア三乃でほτ

かろう小ピ払は艮・・うわ1丁・れこいマ、後で財秤先生

（二と乏並べるときF看いし・す二いんア～1丁れと“も、そノ）ナ

に話互稀し‡「’づll・

内海 先史ノ1ぢ父σん（方σこつくらしリニしまして、丁）’

研ぐんの方はどうなんで’↑か・

肴盛 母乃方はい圭広島市に㌃って片づけ八む・そ．阜亥

守野苅の相身で’， ／8ぐ’らい巧と専、．に、八列じころへ＜象いで’

さた。ネ川ザこうほ．父巧方が’養手ド㌃るカ・列ごとく、’々

rろ乃方へ八りムんビっア＝け1・しビも、 後ドは仏工しア㍉

I々して私が．㌻商z終っ・アニ昭和4年のヲ月・1二、ポ1歳で亡く

なっクニ。

内寿ぢ母ぐんつれ永で・ぼ．ぢ乎㍍列ナのハマん
1↑ゼい・1士孝三してぢら介したわ1丁で’η1・

肴盛わ・〕比ザ画犀で’．粂末改之助ヒい・て、杓で・有

名て・七あるし、1子工兵糸れ二ろだ力・ら、信．／午iこそ．辱い人

て“あ っ ア：二。

 ビうち．束柄しカ・いうこ㍑！・うし、オ旦く’’方乃側とし

て斥非常Fいいけハピも、才旦バヘてみこし1このイらへと

ろ間にド八ンし券はれ仁いr僻め午忍・い乙可ろ・圭
た、’光んな粂図のこし乏いうのσ、 実は条文聡・マんが’、

τ子派ザニ川二・じいうハで’祖先の系図ηこと工．誇って

川へて、そして最後η青で言し1屋くこけし．て・親よ

り穴さいりっポな基Σつくってけいけな1リしか、r葬式

1す簡素Fするこヒ」 しがいうことバ、条文弥つんつ瓜月

中F残っておる．イヘ小弓呆文恥マんの生堆つ仁方しい
うもつゼ・ イ列葎乗4千rゐらわ1／してぢろ小弓、 条文於・

っん‘っ純計学ド関ずる弧．瓜い・書物以タトド、舳人η丑
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沌のイ土方というてつが’はっさり公でぢるわれ一

 二とに、呂索1」ヤ何カリニついて壱、 条文聡・くんヵぐ㌧に．后刺

                          η乏公して壱、 ．ぺ＿力くひと一一ノ古タ主8してくオしなし、、 し小し矢

、文琉・ぐんが’芙カ三一川て行くと．向二うη方グら「ゐあ、

矢文耳窓・マんで・1可か」’といrでく4しろようドなっブニムいう

ことガぐ忠てぢ6。

 もう1つ・・そういうこ㍑llうのは芹・研入I挙時ベド辰’

いニャいr↑れけケしピτ、 ついでFいいまマと、昭和ワ年

r予菜して八等院に入ったいに．7ぺ一親たつ仁
 失して． 7・1’／しだん日・・容糸た言下客。会、にいつ入っだカ・ヒいう

話左し主可ピ昭和／3年η4局3日1二・斯坪・タ7見巧言く
オ更ハ糸目・イドで． 京卸爪芽助手として、 田仰稼二とし・う／㌧ど…

緒に入ってち’ろ。セ1しソj・ら、秋祭末天、、久保田明尤、武

田長六即．七ういうβ1うr当時としてけ余り純計身門の
、べで一な・い／＼も、 皆す揚力して寿し計学／秦に入っておらでし仁と

いうこしが’わカ、ろ．

 だから当時の統計等会というもつは．統計学↑・ろ人に

つ㍗入可ろに終育学部の釈孜里中が皆応・伽邪で、入って

ぢられた・し江バって弟子七．．受訂享・専門以外つ、人も＼

・いク㍉こしに・程柱、1タも三坪しいう財政学のペ
ヒ対者〔んい丙・方の稚葛しいう形Fなる。私1・．昭如

7年に穴客晩ド．入って、昭和g卑η1ユ月19目F一緒掩・レた

わ1丁よ．

 最初の論文の「寿タ／千ヌ往氏苛・ぼ、昭和／0年の7月ド

出てぢろ・．続いて／／年の／～川’乃「来季の鏡・という

ハニ「移住し穴阪府人口」、ノ。〕いい1年バ「来住と穴阪

†一八口棒成・、1ユ年F「笠間部休日給・「チラ社乱打か云・

とし・う3・う1二年ってさておろ．
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穴冷昭和／ユ年1二3つ書が八〔つりて一可ね。

肴盛 1ユ年にぼ3つ書いてち・ろ．昭和は年というのは文
那一事更が包こってち・ろカ・㌧、「支那専楚と．㌧日間題・とい

う4Σ尺阪．侍の雑諭、F書いた。七ナ）いら等1回人．日間題

全国協議、外とし、う． 学．会・て・もない． いまからいえばわげ

わか｝1け’、上田臭次郎氏が一主宰レ’た、ベロ間題協議会

と。し、・うものが’るつフー土。 これにもカロわったりして、 キして

前後して、 栗束爪客の瑚散後だ一った循戸詞駿一でんがぢろ

r都市闇題ユ とし1う雑諭に・「都市、ベロ増カ川’鳶昧ユし’い

うnを書いた。 二へげ二4青闇ぐんと一の季た訂誉．会におけろっ

さ．・さし、じ いう 毛 （ か ら．  こ う い う 31う ド ㌃・って一5アニ．

 いまいいかけた二じ斥、なゼ、々ういう・．統計学考η．伝

記1こ、興一味互符ったか、関～’z与叱い1ヒいうと、仙当

時、．欠字に残っブこ速中し一統に純計の．研充．奏乞持いと

いう二とになって．最初に尺1土けI’ブ川バ杓盲二η祇の．

才ラ菜の「逢111紋計学と布浮紋計学とη批判ユという請文

が出ブニηで．そグ）統書．会互開い仁．

《．寄れい・こハ．η．采という八け・ビこF！lアニんで
てか・

青盛†〃れい1人ほηぎ二の硫でカ・1どい1理由から、

立命館互経営しとった西園寺公のあ’イ可うη僻い八で’、中

111小†郎という学知・理尋長しいた人のち戸バ川で：
立命館η助．欽痕に雇わκてきてお’・た．．頂望I㌃人て・カ・

て、一六いドヤろうとしレたバ．間毛なく支那率史に応・

召して死んでしまっア・．死んで’しまったわけだ’げヘビも．

㍑前1いξういう人州工命雄η紋狼に牢へ同F一）し
になゼ’ ｪ外灯のハということにモ↑ろ．
府海れ方の「瑳請航訂孝ユい1いう本が残っていま
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可ね。

青盛  あり圭可．

内海・ 文坪・事史で死んだ’んでてヵ、θ

青監 死んだ’わげよ。で．も，別に生時としては対抗馬が’

t〈㌃っブニカ・ら、いい気味だいτ思・わな・かっブニ．そナーじと’

二るし’ヤ本いわれ。

 呪に、私は年とって言良一に11う．と・、京都、欠享η卒菜弐．

のし51二、卒菜生代衣として．答辞Σ紀んだ．㌻・ビバヒい

うじ、当時ワ学苛あって、．象学部が’束代で卒菜生総）くで

．答辞互託むこしになっていアーブこまたまそ（年が当い

たのと、私螂在高時イベか弓．当，時ハ学2文判．度レしてぼア

、イウエオ順で“”順で毛，青藍1τいソγ〔・ろから、

ノ乏1しで成績が’よいわげじ’ヤな小つだけ1じと’モ、阿でも仏

バ総！ベドいてグμったく・じバついブニアニ舳二、末郡穴

学F八ってガ、広帥べ衣糸経済等外っぺ禾1こ乍って・

同好冬王切り回す、しいっちヤぢ小しい1丁オしビも、、ぺ限
へ見学に作ったり，条．良で同昏．冬、穴、条Σヤったりしたど

さF、司会したツし一いっ七口’cつ昏い党1り夜三すん毛、

伽ぐ奈良の八合乃しポこり川㍗な司会ヤつ7二もんだから・
々のしさプ三’｛丁私互ぽめてく〆し7二。し笑）

 並F依り逸7でいうと． なぜ’経芥学部盈んだがという
こしに乍るわれ。 ・そケしは，法学考ア盈バ（恥与束ノ㌧だし・

文学考Fへ行くハt分1伽）よし，佃し丁二らキ間つ経弁

学部狐外t二恥1㌧夫レて、ヤっしろ間に．当時はドソツ
詩の終奔学と．来誇、フラン入許い1う、3・うに分かへて

あ’’フたθ したが’つて、万↑完■Fいいこどもゐろし、 もう1

フはゼ’ミ1こ3つ乃ったわけ。1つ万七“ミは神戸正雄先生
の艮倣学のゼ’ミ。れしさに．r尋元が．〔でこ硝責税仙
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というドイツ緒（、・烹書が’乃ろわ・け・魂Fl・まも家1二《る

1↑㍑・一もれ．光れは、「専元バいいか、〔でこ硝責規小1ア

ろのが’よろしい小ユい・う甫・味で’，た1でこ．艮びタ画η税倉

が’ぐ～6剖であるということ、当時つ値段でどへだ’ケハ

という二しΣ充。明1二言回べてゼ’ミに幸艮告レブ．二・

 その当時乃話とレて、肴盛，君のよラ1二たばこ“ま粗

ヤつが’たゼ〔ゴこつ二どバわかるかという柊評が’乃った．

それないで’のんで’†ろラとし1う・気Hけ’弓な六・っ〔下へ
と・むれ。し笑）

穴埠 ↑’っとた1でこ1丁棚めヵ・シお’吸しリこならなヤ1っ7こわ

1丁で’引㍍

肴藍れ）1ら3㍑で〔ゴこはの圭↑かった．出てなっ
て戦争が’ブニ1丁な＼わ〔・って、Hズこバ配給にいアこころ

に1色分け〔でこ劇ま↑’rこ・京秤Fいたか・ら上碩氏
（石妊乃ところへ特フて．行㌻ま↑ピ 八グ子工阜く分1γ

てくれた一1μ・．ら春1て一環阜に川ましけ1・タケ
！コムヘ行ってタラ’ノコ三分1アてシらうハに7’こばこ皇乃

け’’ろ一と、 幾分タケノ1コ平入ク汀干が’たくσん壱らえる． だ’

んだん「月いっぼの家拠た1でこ差く八ろんゼヤから」と
1・うので．ψとつ亡乃リが’た味がない・（采）ありがた味

べ㌃・．なって壱庸わ舳ザ懇俺I1二しよ1蝸・㍑．だ
1ア札ど．ホヤの闇に．家族Σ疎開立して・私単碑で．ネ秤F

タ蒙ってお’った．

外洛 ゴ表族η方汀広島に…一・・。

肴監広島備州兵のすへ研舳し仁．そうしたい
びしいし、次ヘバら京師η現しい．人が「アニは二ぐらい列

みヤいい・って敢えてくれ仁ηて“、，病みついこいたげ

ビ．穴してつまなか？た。 だ灯ピ3・ハしたつ壱りで’もつ
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み維均 て、 3チハら62一～6’3ま で’の んア～わげよ． そ ‘・しで． 々

バ間・たばこη税倉が」ニバ’った1，いろいろ↑こして1’ヤ

バようと思・って毛ヤハシに㌃い・とうとうわ八らκ耳間
＜“らし1つんだ’．

穴冷  し、まは。 わ う 打つみドな・らかいんで’↑ね。

肴盈 たた。ヤめるしさバ傑作よ。

 私に折まで’ηまなくて・列と工仁年間ηんだ’から． 3チど．

ユ←年Σ引く とまだ’つま↑し1乙σがソ0ヰあると恐・っとった．

だけビ．よく考えてみると、ユ0歳まで巧まれのは当仁り
まえだ． だハら！ぐ草間つまで1：ユチ年間（んだ1んで1τ、差

し．引きぢま㍑肺ば真・黒！丁ピグ1わ1しろ。わしビ和斉

まれから， あと！0年ヤバましょうということにをった。

しかし， ヤめるイムは賢くて、 †ハ布い羊べは1ズ巾、ビ・ヤとい

う二しになりま↑と、位稲つ孝で着しむわけよ．ヤ（て

けめれで老いい、しだ’、しかし乃いO年は何だらよろ・
しかろうしいう3・うに、 こつ間． ；臭室しいう力・， 位才昼η

走を布・〈いニシ下っとヤバらへた。私ぼ、いと・さこう

し’う手段至しろわ1丁。

 4ムには、 こナしだ1丁の言宗タこバ’乃るヴ八七も、 空左し・うカ、

無ヒいっハ論文の千1こ・ヤつ1㍗り余り参三つ可狐ことダ

いいことじヤ’じ艮・うれ。

穴洛仙ころ先生乃ぜミナー1レ1♂・神戸正雄先生η財
疎掌と一…一・

肴盛れと、その次1こσ八八芳之助い1う泉末径奔客
の先生1二つ11て、表象経床つビミプー1レト八って、「農地

η個洛と農犯の収穫れη相関関係」という報考え左し
た・．泉地価．格し農地の反当アニつ収嬢高しη万昼関関係，そ

れが余も討っ稚関関係へ巧八門という二とドなろ。
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 1いしと同時r、奄い1、え三ザビミ1rも八つい仁わ1丁。

七ついFは．特定の根音にし㌃小ったげ八ビ七．当時
テソビスハ 「条昼タ奔税訂」 の訳、本主炎してぢっ仁関係上、

同㍑いビミの，んが，琵琶伽プランク／ン・と琵琶湖

のれ産の関係み戸い牟誘r文王書いて、一緒・に爪学院ト瓶

った（が’お・ったこしも陪・一し1出↑。

 当時のゼ’ミい1うもつ肌ユ年足び3年1二おいて1年
間入り｛丸了れば’よろしいので、IIいまのように」柊狽とか

何しカ・で’け不・カ1っ戸・七八かゲ論文舌ポるげ牝ど’ガ

し、わける辛菜論文というβ・うな叫神的か形式はとら㌃仙

つブニク1ら、↑二3くる自由だった。之ナしが穴学院時バ月間

題。

 セれと、 人0間題一研完一斤と、 そ4しカ・与却中間．題η関イ系

て’’．猪問磁イんじいうくを知った。

 人口間題一研交一刀タ首間φん。レし’うく一τ．栗庁、市政調．脊／冬F

ぢ与へた。二の方は、わしらの学長しいブニ森戸辰男の
イ麦、 糸た言†の2刃敢身受として．葬㌧六の．条蚤弁学音戸にあ’7て、 々木し

カ・ら航訂グ弓フη専門象として武た八で・市政間率調・査

会1こおら八たハで’， こうし、う．会に関係してお・った．

 そ外勾、ら二；家ででいってち’さ狂い二じn． こうやっ

て統計掌余F八れブニがら、次々に釈苓差炎したけへど毛．

れ以舳段階ドおいて1す・「床島昇、Σ†心’りる海タ1稀

住婦・亘孝いた1Tlげ舌、」 lイ主秤査．府県別η．婦’ ｮバど
うなってコつるカ、・ 7（尿中互中1げとして移しうj亡；湯ド片いて、

「浪華つ銃・という地方乃一統書†雑諭ド奇病し7こ。で↑べ

当時の寄箱という青の螂、寄稿マるヒ、商． ｹ屋石飲在の
くっ1Fτくセしるく“らいの’もので’’． プ（して“叉ノ＼Fは↑ら1亡

れわれ・侭八巧序・小らいえ1ゴ・「海タド移住民者」 三書．い7千

            15

統計数理研究所学術研究リポジトリRISM



ど寺1二．！ぺ一ジ’ユ門巧原病料で’あった．

（海末秤穴．孝て・可は．

青藍  たえ一、「系各界言分羨」。 ユ0双ぐらい書くつもりでお・フ

たところバ、／＼木舟之助という八バ綿集季夏長で片・て、

「イんな弟丘イバ’、八りたて早々に々んなド〃放も爪書翁文

書くな」 どい7てぢこら1し仁わlTよ，「々うで’Tが」 とい

う の で’、 † げく そ ド本 与れて“舌よク、っ 才二rフ’れと’舌．  なろ

べ’〈商阜にレてやろう ど艮・って、 ゼうし1う 困呆関、徐かど

いうので、イ神が文宰津く飾わたわワL老ザニハに、
循・々ど言表ξ翁レて し、く ど いう論法バで亨↑〈 ㌃って． なう

べく手チ豆ド議論しようというくセが1ついア＝．

 足れア～から、ザく1移住に片t↑け・島外力州立り・・

。全国r片一丁ろヒいうようなことに二なってくろど， いうい

ろレ書くしころに桝卑だ小㌻と。昆・って、「ネ幸の、鏡」乏利

用レて書寄婚ハブニ．々うし江ところが’、私の純計つ先革

しして菊田、尺れ11う径舛叱理’つ哨．け八が．黒正巌関

係で、こういう元生た弓も岡崎末規ドしても皆財秤未圭

の井手1こ州わけ。光ハ痢田川坪氏ク1出け．私1二注魯
していわく、「乃牟7二が大阪府η校訂雑誌一こ書いてお’ろ気

持巧が終枠であ。て．，雁稀科かせざで㍗いという二いτ
わヵ・ろ． レナ・し． ハ乃いう多色訪・とかソヤーすリス“Aド書・

〈ピ〈閥が元末めいてξて写しくτ・州ら・．ア干じえた
だ’て“あって七． ああし、う原・箱書く李」といわ4・しアニわ1プ

「あ乃、いい在高い州う」影・咋から．稀種舳こ青
いたわげぞσ分かった．

吟療最初の「海タ／移住民者」という．のほ，結局原箱用
条氏で何釈お書さド牟ったんで’可ヂ・一

首基尿桶困榊分1tよ＜免えて舳ね1ηし舳．
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朴孝一 圷そりしてイ叩千（で’可づハ・

青益 上段：し下段、話ハて書いて1ユベーう“で’しフー一よ。

（舟 1ぺ一ジ五円という（いズ戸ア制し仁いが’…一・！

肴盛印刷！“バ1ぺ一ジ土田だ’っアニ．木学けてか
ら魚絵副手しいう時へも乃った。 だ’けビ・．爪学公て5年

目F弄舌4察して、 そしてよう五う五年目F助手し二なっ仁わ

れ。

内一夕毎 最初助手に㌻って、 々κハら副手一・一…ア

肴盛 先床ビ’し1った昭和9年4‘ユ肩1r日1こ紬婚レた年テ～

二〔・、々川二前後して、ど｝う弛・うてもかっ二うが’つハ

ん七）れ．だ’／ハ与先王1こお・蔵いして「無椅で’εい！1でI一い・

与副手く’’らしリニレ・＜〈だマい」 といっプ‘二つで’、副手で’る

ってτ， ひしつもイ又ノ＼σ㌃い4ノれ。 だ’｛、ら、 2。門て“亡イ又

．v’一 ﾎっグこら阜β1’わけ。

｛、寺 先王、副手刈間πど’1ういう、3・うドして土乃Zくえ

て片ち八た、しで’↑カ1・

青盛そザかは、ういち’ヤじ’バエ兆三径官して舳ハ
ら．’ 髓ﾀ1つう号11亨⑰田川！・0円容’ザ†’つけ・うて

く八ろわれ・

内タ缶 そのころぼ肩Fれ円ヤ／00円て’1生堆で守ましたか。

青盛そ／ヤで’けったげ㍑・も、助手に公っ7二与7n
だ’つ7二か仁

昨舟 琳千ド㌃れば、 お全乏くへる／しぞ↑れ。

†盈州一・1丁ビ平年して助手リノめて、㍑の副手
ド氏’ったしさ咋片田かな’・ これは毎年1年↑つ…こうや

って更孝†万6わ1丁だ’り’づしし’’ちれ。 助手ヤっと・フた青ψぐ、無

紋レ’や困ろカ・らというカで、汁円という4バ↑’つと航い

しつブニわけ。
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内沌一 々の． 一ノ更貝刀手エヤっておらルして． そオしカ＼らまフー二

引手ド匁・らか1したというのはど’う・いうわけて’．↑か。

肴盛館肩京郡入学の経済掌却にぼ貝刃手の序バ・ダけ一

た。だ朴ら．瑚手が’済んだ’／りつけ適当1二κ衣の緯彦甲に八

牝てポパ講一師の一布が’ほじんゼなかった1ハら一方脈商

踊㌃リ乃あいうし二ろへたらに甲い1↑＾わ1ト だハら昭

和／ユ年1二わし互助手にしてく八ナ・ということけ、財却先

生が’唯一巧わ！1二椚ろ彫れllうか，実で乃ったわげ
よ。

内毎 い・なか瑚午Fて”吉川しエソ：・ったわ1クで’↑1ガ

†益わ川なIハ・小一だ、だ’けと・．いつまで㍑うい

う蜘手ヤ副手1：してち’るのは力・わいキうた’からと思・って．

考才艮高商っ孝（才乏しておる岡崎文声允すんと話互7る戚会バー

乃ったムさ1こ。 岡崎ブんか“、釣りが’4子育だか9．：依ヵぐ約ソ

の話至灯印すんにしておら八ろの互間いて．私ガつい「
琵琶判にぞ潮時が乃りまマガ・」みたいtこと左闇いだり，

そかし仏シサクラ タ’1、イ とAギ’7ラダ’。イ との 乙男リ三論ビ’た二

年バみる・サ7ラダ’。イビ11一て・枠つ咲くころつタ・イは
おいしいげ八ビt、ム牛．’一 tラダ。けいう、衰バ矢・て乗

わらが’で5うころηタイIは．味が’春ちて圭す’いどいうこ

し互いっ7二わけよ。こ巧二して“、岡崎文規ぐんがゴポ丁’

ん乏才員し’’たい1う二しが／っH・。（笑）

 ろう／つぼ、 眼和／3年ぐリフい小、助手Σ／・フ乃てかわい

そうだ小ら、ほ“つは・っ．黒、工廠ぐんが．．尺豚葎弁木寿つ挙

禾しどろヤ1弓，々二へ行かしてヤって｛’いいしいう忘・味

で’．黒王ぐんのと二刀へ訪れていワばいいといわKた水1
シ． 訪’れてし、った。

 々うしアニしころが’累、正巌という、人はなかな・かよくて．一合
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づ／っ川・．い～け1一しピτ、黒正表つ素手に’な一てい一で．

経済犯理乏講義しいハブニわけよ。イして．ハ講・義乃
布上ピノ）いづこと互！1わボニかというと．将け。）’で

亨たら赴し1切って姉4条したらいいんた’、遠＿奄↑ると一いう

ηはだ’パご．わレつよう1こ亙奄してわると 洋行中に．

皐奄してぢっμ二ろヵぐ，わしょ／ユ卓ほと、伽末郁爪

幻同好洲委員表にその兵つん乏キい・してしまっ7二。

プごか←芯・うし専にはマっすと房壱4察してしまうんだ’行、と．い

うこど互し1われたという乃が’巧ノ石公話で’7、

内寿  ゐあ養手へ行ったんで了ハ。

肴盈   ええ． 々 れで、 セ乃 、ぺがほかの、へ ど。稲4界し．7二・木カ

に、養子乃娘ゲ万，届㍍こ㍑しllパク．1ξ／し乏除籍し

ただけで’、累正マんは表へ戎った。だカ・ら ．分衰1す祇舅の

葦照カ1・セうい1、へ£嫁ぐ。い二〃しブこいア。ll・／間に圭

王／けこつが’五卵性双胎児とllうハ、．男っ子ユーい三’っブニ。

 々月当時、広生男ヰ別の佐別互間、題1こしと・・1ブニハら、

っし1、昏うこしけ歩ろわれ，「先王ηところは1卵佐双生む

ビヤ’な・くて一一丁…一というようなこりいっブこたハニ、「ま

た隼け二と互いう」け’こジけ二わワよ。れして“，ま
たそハ先生1二仁．ろこし形哨えて弟し外でし毛うたわけ。・

 イのうち1二鼓手ポ釈しく｛・うし、黒五丁んのお’らナした

ム科の／至敢のしこう1こ更琶湖η疎仁が流れてぐて・’おう。

れし州’’っし．伏舳承耳ηすへ丸木してくグつまり、

私のあ’ろゲろへ次れてくる・戸力・ら帰フて，鬼バ朱肉

に！・うこい・、財秤先生つ最初つ弄子は｛科て1’1っ’γt

ノ屋孜11位んでぢら1・しるけヘゼ青、．末っ子羊手の仏は疎べ

の ほ し リ て｛、 4合ハの 2たオーしと し ま いのタ礼〃一にど で’ばこ う ま で’

星う亡巧ハといつて話したことバ乃るんだ’、
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（寿貯却先土ぴ、ゼこ1こ住んで’おっブニ、して“でべ

青藍財郁φ／い丁き舳、11けにい秘1室ザけ・に．／生ん

で’ぢこノ戸tて．ソ～‘・つ券（にカリニ・）宋声ぐ乃っ7・二。 ノξ4し之モノう

うて帰ったことバ乃仁だかザカゾつ実ハ巳・う7っび
1二、財却先グっ！lバぐ’リ煎互肥・／1虫下。

内漆私σ黒正巌とllうい，マ・ソ7ス・ウヂバーの
翻訳で’知っていブごんで’可1丁ヘビτれ。 そういうこヒバ’ゐ

ったんでしHハ1乗いン㌘’ハっブこ。

希盛だ11ビ、黒五㍗と／・1へ111い1け八で’、ザ
1㍗り欠1二対．差む乃っアニ1いしビ七、黒玉、す、い／肝いりで1経

済史、研免戸けいゲザつ沃立至し・烹新一大学1・おける、本

、．庄，宋1含哀㍑ん一Σ初、ゲ寸づ経済、（ク’’iレ…プつ、ド1の旗

ヌ夏で’も ゐ っ 7ニハ ピ7 よ、

 財秤先王っ死後．私しτ高棚．啄忌マんと千1、に双之．榊と…、

う具↑改・つ先生．二つユ人サビ詰1こユ・っブニリして、＼学托

にもう一一i童＿．・＼ってみ、7ニリ、 ．条昏！斉、之茅丁；た所‘三手／入って人ブニ

／しアll、七の囚．紋で「、章冬至市之・手1、巷η「、（口尺

が兇域」とし・うど二ろ王書くどい・うこと一こ介一フアニ。 セ1つ

と㍍．一本、注ぐんハ関、係で．径希尺研完斤へちいど籍

互置11て．祈先汗っ方へ舌諭之書い7二り、 ノ（駅紹介書い

たりしたのが’イ列当碕ザも・／lムて．’不

内海先生は声、高のころ1二は、セういづ統計い・、ペロに

ついては何か…一・…。

肴盛 い↑、全、糾うい1ことバ・い。

内海先走、ぼ、文中で↑く、．文乙へぢ、＼りにつ’ったのは・

ビう／lう理由で了か・

肴盗 々．れば高等学衣万八掌試’鯖二つと5に一尺正／4・年と

            20

統計数理研究所学術研究リポジトリRISM



／8年のユ回ブiすユつの高尋着衣乏艮験て｝専ア・．’私の場合．

は． 、丈高し困ム六高と乏併廠した。 ど’ラ。フカリ か望． ユ

あ・壁とい う わ1プ  和・が’朗吟4・／耳圭ま 八で乃 ろ と いう 二 と

パノ、日落戦争の賊後で’、生けしろ人口が’ちいとσ・え
ブニ， けKと帆七、俵で並べるように．戦後の 「ベビー・フー’

ニム・という、！・うな悪・口は11われなかゲた。し小し、私

η尺規が、「和雄・い1う戸前重う1アて＜へ7これ、ハ
喬味て“‘丁戚謝しどろわユγよ。

昨海 平和という意・味なんで’マ省㌧

肴盛いヤ、イ1いう斎味いないわ。昭和パ前！”ヤか

ら。如し雄とのテ育の航一だれ。キうだけ1しビ毛、ハ1

弓マKバ 与Aつ上の姉がロシアつ象Σしって「落手」一と

し・う名前月・っている・μ戦争ち’済んだわけよ・々へ
と，・乃ろ荷味では戦一宇・五ビうヤって尼〆しろ仙ど11う13・う

け一ど一たわワよね・ゲかザゐろしころへ養子に行

く㌘り、禾男で乃ろという一5奄巨で未易でσないけ
れ＾．洲いつ7こよ．うに、一け5人．喜一即け登川

評←か宇爪祖けか・．λん以即バっいてぢるゲ丁・列11

長男だ小弓、行かれて済むしいうわ1すいヤないけへと“ポ

嫡子で乃れば行利・ハで芥んだわlTナ∴緯局・ 西．南戦争と

かいろいろな二とで’、七つと後になると臼靖、日露・戟手

一11か十しな！lよ11二、あ1素1味て“1しそ．う存戦．一的な人

間いやな・小っ7二わけだ’．

内海 ぢ八つんは戦争ド螂付和、れブ＝ことないて「ね・

肴盛 な、いれ。（明者／8年の徴兵猶予だ’つ7二か今．）

～毎画商戦専ド｛
一音盛えた。し菜ノれし用榛に、本家の易η吋、わし

の尼矛影局…一。だllビ．最後にかっかか一7二ηが私
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だった。 昭和17ヰつぐ耳／丘θF呉涛鼻へ一……，

内弟一 ラ年軍・へ行ハ’したんて“Tか，

脊盛 わしら爪種だ一仁け人ピち．民穆て・亡．へ一絡ビや。ハ

ら、甲種や乙襖は皆陸軍バレてし合うて一昌和／／年η

！月段措には．白1I ｸ種つ私ら・“与いし小徴集でけカ1
った・ 去れで柔巧ク毎軍ヘユ等共で八った． 倉・外ほ県・辛に

入って，そんカ＼＞空襲バあるからとレ1うので’地下室へ八

八ら札て！衣を也ゴしたわげよ。

 々うしブニら翌日1こいて一七う一度膚査してヤい・ら
と・し、って， r乎・び多しが’あった。 セして呼が’払して狙ラたど

ってみたら、一位牝グちょつと早うをフてし、ろといって．

「㍑た岬奉公ド艮灯・で、ユ日目に帰け7二わけ
工。

 そ川二1本理由がある・れ当時・、呉ザ毎早の司小禾宕

乏してち’っフニ野村直秤という～，終戦の舳二i‡海軍人屋

にむ㌃った、人て’’了が、 。そづくの共すんが’、 わしつ，本家η

次寸．し、ど二だ’った・だ’がザわしが一舟卒て｝八つとる

し、 野村長官の一興一マんのいしこ多バん殴るこしドな・ろわ

げ、 そ〆しぼξ乏フてモいし、んビ’ヤ1↑と｛、 こ〆しクぐヌ乙んだ’与尼

貫1こは子保がな／1し、月ヤじ’σ困るかけ粋フて、本家

のち’いこい一1て、本辰ηあ’し’’ち「々づビヤηう・llった

ヴナしビポ ゼうド右ならハわれ。々のううだ～か気’互享

かして、野村φんのいビニが八つとろつ左がん碇フて七

い‘ア＾グらというので、ユ日間で帰ぐポしたわけよ．

内海．キ八はよかったて．’↑は。

肴盛 くみ、 どうかれ。

1プい毎矢ち空襲バ’アニが’たびパ1ましブニザげそ．々こに

ぢ1／しポ局な・いて｝可仏
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 元生は呉て’’生ま十して中学才たも条で’↑ヵ、。

千盛 たた．

 小学旅早生まんて・行って、6卑生のどい二呉ハ宇学校
交1丁フー二わり’よ． キヲレァニシ当日手／00ソ㌧で乃って、 ラ、よφ

とよが’7たんだ。ろう担、 ／00、名刀中かケ外上しブニわ1丁よ．

々れで、ヤむ三得で高等ノド学校に／年斤って．次の一年に1

い・0一名の走夏バκ0ノ石に㌘ったので’侭・マどパスして、

自失／0脊が〃．番η間ドちつブ・。

 そう レたら． 牛耳η しずが弓高等挙フ文へ入っ7一二与よく

々うな・ものだと11う乃で．両方更けたけ外ビ君朱具くして、

木正！ぐ手ド、広高へ八っアニ。だカ・ら、小学．棟てリ年、 高等

学旅で、 こ〃〕丁碁第ピ’ヤ㌃レ〕↑κピもぐ年から入っと一る

から1年、 2一年お’＜外しろわげよ． 一2年ちく〃しどろから、

ビっ’ ﾎハしし・んげ年上のよう■二むっているσ↑’だ’け〃じと’

亡、ノド学生乃いから年バ弱いいリひけ目三一戚じ’てあ’

りま・寸カ・ら．一いまだにぽ巾・η〈ド灯してこわいわという

上うな預互↑るのれ。だから、こ〆しバ払が’茂分芳＜て生

さ航一↑Iる痩由だろうしやうんて｝↑

 フニだ箱俺ηど事‘二、私の衣内‘ガ 3歳半孟うんブ～1ア〆し

ビ、ヤっ｛いっと姉μ月ような威し一がったわけよ．

妹のようなヤぐしい人吉らいたいと彫っていアニので’、姉

ぐんのよう狂気がレてどうしよい・公縦・一ク三。・’

 見合い箱倫だ’っ一たけれビを、最初η見合11て“循券。レち

ヤち’於レし、し、 ど’うレようかと馬・つたげれピ’苗． 二’t小

17何回見合いして盈．促しても、また同じ’、人ド7・と’’．りつく

んビ’ヤいハろうかと赴っブニカ・ら、！発で’雑府しクニ．その

かわり、 派内ぼ4一・）←回見合し1してぢろシしい1ク4・しビ舌

れ。
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 4η二しぼ稚局，俵F丘べ’る箱推純計ガ）確・俗純計の

才比判Fい・い〔けも、いま二｝ろの、・い丁．枯婚乏見合い

と恥巣の柱に分力・つて．結＜昏！たいF見合い弄看俺で
乃ったしし1うど、離一格のじすぼまト聞＜わげよ。「乃ん7二

見合いで’↑力1．兆・桑て’’↑か」．だハら，見、合いのづI・が’一一た秤

・～場合Hズ見合いが昏いから離婚した。ん．じヤしいう
程．由ゲ1γ．こな・る。々れバ．一 ｩ合し1左・し乍バら沁唆し．忠・

桑互し㌃バ÷免合いつ形式乏しグこ／しは負由かわ1γて’’

し工う。区則い’い・年体の・ぐ一七1ンテージ之介1丁るん

だダられ。と“ろらバ’し・l1悪・いということないわけよ～

 こ1い1・川・先ほ川話，1東グ1ビ・財邦．竹パ
言式、験問題互出↑、しボニ，私の前のい1ニサ月’’「男け・

べ追行㍑↑る枇訂Σいて、ノこ乃怒唆関係互断定てm5
ろで’レよう水、」 しいう言式馬之間、是妻バ出るこしにタ大まっとっ

た．だから、男し十パ’連1して歩！1たって、芯・葵関。係1バハ

る場合壱↑い場合いろ。親子そ’’適ル麻ってし1ろ場合を

11ろし・ろ乃ろから．一税1こい・しませんよしllう、答えて’，

な1↑れ1でいけ㌃い。

 イういう答え三書こうし思・って参女験互更ヴたにろが：

私ηしさの問題は．疋詩体だ1ア〆しピ形．「木オ左九八しlt・

／㌧日航訂調査刀工で’， ど’のよう 1こ亙又ツ本足わ〆してし、Iまでカ＼

お伺いいたします・とい．う問題カぐ出た。

内埼・ こナリ間たけて“子力㌧

青笠光ういうこと。凡μいういが平均くでHハ、
禾れい1も“桶孝之並脱した形ηで乃ろ小い1－1こ
とよ。キ八で’一1・Tll・者11たタ．たしが復乏いった口七れ
が’モﾝつすド㍗’った。

 共体的Hて．姫川耗三バ外国がら戻って、・ぐツバ’1け
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っとザつで’．々刈魅力に引小1して．、孝晩に＼るし5に，

経外航訂学とlll．題dで．・いた。セうしアニラ、当添．つよ

うに． 財却散枚と逆ピ1荒三五人学院1つ焔年釈授1二命↑’と

な・っブニいアよ．あつい領芝む，こっちつ頒乏見て財邦

くんと姫川克三と1つ丙才Σ加えて2で書リった平均的牟勉

強乏しけ！川’’↑けい。セうした｛に、釧㍑が1
ある竜・味で’σ愛情差符って 「わし多世話叱・ん・で’いし・・ 財

考いんのムこうへ行げユい1、「対者け・いせ話Σしう・

い1い・づにいわ1した。絡川．荒三1つせ話乏寸ろくは前田

第ぺ郎という人が’専門11しいたいクよ。ノピつ八亡同．束

1二、更那．専更て’’戦死しア・・まポ三ういうよ1．な’意・味で・

経済改訂学工べ・ろ一ブハ、斯穴学の狙う．貯水諭三へ1’るかどい

うこしで’、ろっア…ノけ。

 当時ヒして1丁、．珂改学と統計れ1プ経希学部の．原論
し乏中心し可ろ3八柱で’乃っアニー．わしが’丸朱t二ち’いて1τ、

練訂享も貝畝学亡ぽとんビ絡希挙却の宇の天柱しいうハI
†‘）’っ弄斗目て＾な、いよう1二才足わ｛して’さてぢろとし’うことか’’

問題なわけよ・

 々’しナ、÷． 穴二学ア先時一．！、になってくると一先はピ’いフ7≡二

菊田大坪㍗三、谷丘唐どい一で、こ／｝財政ザけんだ’げ
／しとllさ．「、〈口靭想平行請ユ 手書し1プニソして・人口舵、汀に

非ザ・関1U’つあづ八て“乃って、先輩しレでうまく’常導し

てモいたし・率崎堅丘と11うんが東床市の紬訂、課ドち’

って、彼て’’京、．静力．尺学洗に八ってさて一紬に所た差した。

イのどさF 係はクリス子ヤンでゐろど同時に、石サ先。看
し レて戸稀1二本、も行さ だして書元んだろが．、I・ジエ丁スミレ

ヒの・〈口、更動1ごみ）ノ1している神つ秩．序・という清書
て＾ |て、々して．「バ’イ7・、川二∫つ’1丁ろ．ぺ口利更伽赫序・．
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人口純計にいて一番室阜な・こいて一ム生という壱つバ

乃って、イい1け茅住が’乃って、いろん・なこと左して最
後バ7乙亡ド終わるわげよ． ただ、「ヌ乙亡率バ炎生率Σ決定

’ずる」一という＼ような’、「／」口動ア亭喜手一孝デタ云冥り」とし’う二と・乏

いった三谷直層ヤ、いろんなこしllぐ毘・！1炎す／・して（ろ。

 々札て“．舜’崎マんどの関後rぢいて私が’い．rブニごとは、

／ぐイ7’’レの千1こ盛んに比倫が左1てくろわげよ。 比峨とい．

うもハ↑諭理のごまかしということ互私が’いっ7二二とが

ある・κ峨バ㌃叫ぼ’＝†っ1すリ1本当のことがハわせ

れなビいう荒・見も符っとっ仁。々ういう二とて’1別1こ共

回、研たはレなかフた11μ・’ε．、専一日めようド所．完室で’分

フブニりしていフーこ・

れ浄 そのころは／フの研．屯至1こユ八ぐらい工つ・ら1したん

で↑～
青盈いヤ、ぐ〈お・ってい・人いて亡寺実一込みの．ぺ
音再雇で’、一厳1・朱とったわげよ．そうだ1ハしと・も、多く

はレ・ろいろア1レハ’イドしし1いますが． セ〃しそ’4しつ．穴学で’

月月手三レてら’7たわワれ． そ万うちゼ／）ピん青こってし．1享

ましたがれ．散っていかれで白緑局戦予ザニ～・、対・召し

て1みんな’っバす〆してしまっブニわ1アれ・生う残1けいう

八はポ）ち’らねよラ有’状能、でゐつた。

穴奔 々う． こη孝崎ぐ／しう欠那へ行って幸二a。 ク商州で可

グ・

肴盛痛切・から熱河げへ行って．。釈．会関係4作等zし
てち’っクニ。 ところが’、 宇井が’巧（、幻て専ブニかして．彦定雀＞乏

雛れ・て＝一つちへ辰って‡た、・そうしブニと二ろバ列5五し

てまで’打って瓜かイ不が乏探レに行っクニう、柔乏づ4tてしま

った．兵ぐ／しが一嘆．llてぢ・㌧ハニす八ビ毛れ。

             26

統計数理研究所学術研究リポジトリRISM



 そ八と同し’’ようド．笛丈111通という．日本の医学吏三

書いアニ（巧長男亡．病ソ11のど二だ’カリニち・ら〆して、挿局ソ

盈1二～ハれて兄グし仁かれ。この矛の失郎いリ．看バ，

わ」し同期で’、先日会・し1ましたが’は、足φん（場合σ．

何ハゼ．の八万兵マんが’レ1っておら八ブーアヘビポ 乃つち

伺ワといた’で何年でも乃㌧ち伺いてぢるよう牢人だ’ρ’ら、

うまく巡1プ’てソ中る よう な・、ぺでなかっブニとし1って、． 興すん

ゲ嘆いてぢダし〔アれどもれ。

 戦争の話はそ乃くらいにしてお滅しよう。

内海先生グ財却先王1二川千・λ（（なった二ろぼ・財却先

生はち絞っぐらいで’したが一

号盛 昭和／ぐ年つ7局7aド亡くないしブこど5に40歳ぐ

らいだ’ったから、昭和7年カ・け年間よね・最初の二ろ
：↑緯義にけ↑’出てち・るし、ゼ’ミす一レの学生五常導す

八ろ．し寄に、私が’一．緒1こ虫で、先生が’稲専す軋る分乏手

伝ったりした・れしから、失詩の請文苑んだけ11うと
書ド・爪、学生にポ当たるし、わしに亡当たって、私もし

ピろそビうに弧し仁こどバ乃る。一

《奔 じ’ザ・そ‘のころ1‡μ歳べて“ハ｛・財布先生．

肴盛 ええ、60か今8引くグシμ〃烏歳れ．フゴから．4a

何1ボっし手ド臭マんだ＜してぢら外．るわれ。

内療紳先生、外国に行1w1いいっごラ乃・ん1・↑
φ、。

青盛 そ外ぼ亡くからナし7二対苛丁んつ年誇互私が令色考

いてヤっヒるか与Iこ1孔（「攻舛却敢後記念・争案・奄木「

弧助却放牧年譜」フ見1しばわバるわワンL 洋行σビういう

郵船促で行ったし札
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汽浄 舶で一可れ。

千盛 舟曾で1行ったブハ。 玲り4．帖バ’．同一札で乃るバヒいうこ

しまで’書いと一るで’’レよ。う。

内海明ク台44年（／9／／年／F・「系ポ声†孝研究・・為二滴3箇

年間偶逸．国、天国及ヒ州米国へ衝孝」で↑れ。

青盈一級困丸で打つだ。

内療 みの二ろ1丁雑で。

肴盛船よれ、こ㍑．生草て片ら｛た．んだ1〔t㍑、
高田保馬マんが滴60て“也彦すへると3にも、丞．官請、文采

のこういうもの互私が見て、 広島高彦甲時イくつ一歌立並巽永し

アニこし力ぐ’乃ろ。

 失ういう、3・う㌃こいボ ／ぐ年ドと＜なられブこ小ら、／6

年くど。いη「統計学・令訊・・η巻鎮1二、具兵・い鯖に勲一し

て、「財却先王巧くし々乃、若作」 というので書いて万ツま

↑
内海 本もブニくす’ん・書いてぢりますれ、

青盛 夫リやたくマん書いてぢいtろわい。
穴ラ条  「キンク。スり一と基積敢杜膚㌧主義」 まで州書いてあ1

り’ま守れ．

青盛 光れ七書いてあろし、々八か弓最初つ牛芙論文の

「珠貧諭・左守1）’にして書いてぢらルろ。

穴寿稲当幅、広い先生で’マれ。

肴盛一幅声・いわれ。

穴奔 「C・ん．6oo批」壱典てレ1ま↑れ．

す藍 私以上ド戸＜くんの谷互就んで’蓄積というか．ヤ

って舳ナした．高田保馬すい．財榊んのよう年一人け、

本1ズつか1）買って沈んでいろハ苔1積バタ〈て、ノ1へは
．ピ亥カ果互」二■ブ’1て介いようドいっし与〆したげ’tし“δ十よ、
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内タ毎・ 財却先生1手・ セういう’書籍4・んイハσ、 ゼうなφっ

たんて“7か・ 書籍しいうヂ1・本な・ん1ハたくすん待ってお

られ7二て．’可か孔

肴盛だ1・ザ主ザい財杯犀て州寄贈して・爪学1二
刀、るわれ・財却荻σ尺kて会もらっブニわ1↑レヤないけれ
ピ’も。乃る困依で，本年一刀瓜立入μゴ．

内春  「基督紋末朋η発展凧論J という乃毛ありまてよ．

肴盈々りヤ乃るよ。仏教ηニピ毛乃ろし，ま乃あん．な

人にし、乃xノ↑亡のが’ちヤ／ノ仁．〉＼ってお’ろ木フれ。

 これビP化〃6ε・5／κ・舳／・・τll〆分ε・1†

伽鮒π）七斯却先生η、糺二η本乏≦μ・・た。ち巾
んどさちょうめんな人だか弓、「／夕／3年7月／4目ミュンベ

ンドて・しか書いて乃孔この／3耳い11弁が、（ン七
ンの亡くなった翌々手だ’った阜川て∴こダし見たらもっと

早うわかろ。

 々、れか．ら 「支那及印度経済諭」 しか、「叩産経芥要請」

じか書いてぢら4tろ。

 千1ういう人・’そうろんポ’ンベイしか香港し小上浄しか

は五ってぢ与れろべ・冬那の卑兆ヤら・インド巧泉地へ

1度百行・いハ。だけゼ．いルし文献Σ調べて、予
れよく和つい八ろ．・しいう二い太・・払いぐいまこ…う

仏放の話乙間いた1↑ると、ある人ボニ1が．Iイ・ンド’乃

ち釈坦ぐ／し’η生家㍑二1．弛～しナニにろド行ってみド

ヤわか今れじし、．うヂ、ら、地’ヲ星・的ドは行ってみろこじが’で1

さる1丁κビポ なゼユ000年すかのぼることが’で言．琴↑か

しいうこし七万～々い・今二こに写真バあるとい・うこ

しはいいこしだけへど壱．パンセ．1・乃阜兵i太乍い1ノれ、

 これ（写真）が財杯ノ軍で．こllll’師といF研厄
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室1・残して乃／い1・1。

 「．之叩つ社会成層・、支那つこけ寸・ってハ札斥しさ

に、一春…一㍉いうのタ・方、財却先生η書互ぢ見せし
ます1ア’人ヒモ、 七二の多ξ家でFしてぢすま了。

 先生バむくなシ八る前、昭和／3年の二ろド、財却くん
バ本草の文献：五調べ’るため1二． 本亭万人の基が兵4口堂の

也くF乃ろ。々の基μ碑文互戸別1してほしいしいう
往又バあっクニ．私1エ．石刷／のこレ茎タリまセルから、菊

困木師氏に仏たたしニラバ・。石刷ゾ互でろ用一具・乏用育し

てこられ仁ので． 当時私で走書並習って片っただカに、

画仏紙の白1、の互符っどって、戸別1の末互パン・ぐソーと
写して， 々’tタ、ら下手だ1丁ビ手真Σ写・して差しよ一ブブニ．

1とうしブニら、石刷1、η重1．小紋の自いハが戒っ7二しさに、菊

田氏坪しいう人バ、「先王■1こお暇をいに一等書いてくだ’

マいしいって痕してηいい．々うη・じは尭生パ者い
てくだ’すいま↑巾・ら」じ！lう乃て’’．色い負イム紙芝ユ～3

．荻ク麦してぢし1ブニ．々うした弓、 しポらくして 「ぢ望みの

亡のパでう‡した」といって、書かれた若葉が「爪」二坪

．天シス師人’（穴上は穴乏師しし、次に人左師レ了）・とい

う言葉で乃・た。これば爪年春含巧言案で、水1二「次師

’書けに考え師い）丸いう書榊ぐ在賂㍑しとろいグ
これの粛味は㌘一ぜかしいうと．私が先年に土うい二たわ
1↑よ一・「先生．け邦雇にを7二くつん乃書物が乃るし．・せ界に

も考柳が多い・クニ＜すんの書物の千ヅら何z碁準ドして

よい本乏蓮、んで’，私らr．放たてくだマいまで巾1．、不思・謙

て“ ﾂ」。芹しんぼ1八〉セン至就ハしが、私乃研完が㌧伺

追まい・ら・舳しに勉鮎川たカ1二け・島細．彩民乏
ヤつ仁ザよタ・ううというこ㍑いわ火した7二々に・私か“移
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民研完互し1∴そ1・）・ゲ神イ主問愚からハンセンη書物

乏争召介ぐ八たづ〕いフ、「先史．たくφんある本の咋がらいい

．本㌧至適ρミ’のドぼ． ゼうしブ’二らし、し、／）で’てハ」 しいう二と

Σ闘いし7たから，ノそのこと乏頭ド産．いて書か〆したグ）ハ

ニ（書牟ん・で↑。

 六くて上等とし・うバ、最七いいゲ本尺乏師匠〔ろこ

しで’みる、次1二人互迎／しで’〈至彦τ匠し可ろこしで’．、木と

．火し、セつ．八列書物互師亙に可ることで“乃ろしいうこと

べ1～だ’小ら．天、弗、官然・け去則互師匠月川バ芽！義
て’’ Tって．セの次1二、〈至師月るしいう、考えか本．ノ穴宰

脊含の言葉だ1↑μ“t・乃る意味で’～先見烏衆人し、して、

画研南川い・、々う！lジ1・うな尺釈有，釈い1う法則性バ

い．たのし’ヤなかろう1ハレ肥・グ

内漆尻先島券乃貞身て’’子か．

†盈こ（、亭、ぼ純計η封泉について壱い丸るこして“、自

然現．灸と社会現象しの間に、い、ハなる区別バ万る小、斯

却、耗計学に片いて螂、天然現象ど自然現象けうまく純

一的1・理解リしいう床バ乃一アニ・｛・ら種端にいたば：
同 一 つ  舌．の の  自 然’自旬 匁・面  し、  々 〃し十ハ 今 ネ工会糸斗学 の 二二 面 性

バある．

 ．こI札1二対して違いいんη場合iザ矢菜看ヒいうような

税体ハら入るから・Iガん方バ非停Fンご’アにあ与々〆して

くる。

阿冷蛇いはんの場合〔て狂合的か面だ」丁て“しエう．

肴盛矢菜肴采団しいう．杜．余釣な面だ’lTでれ。光りい

う・二とに介ろピ払バ稀氏研欠ヤって、広島へ辰’って言’て、

婦民兵‘）伽こ・ツバノバ年・州程度声・島へ帰ってくる
力1。ツバノの朱団は社会規泉・げヤ牟いけ札ピ・壱、乃、爆つ
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後、ツベソバ、余り寄って来れ’いいびしいし・べ・↑11かと

いう工う♂ヌ至言脊にもなってくろ。

内均一．い圭介り・矛って来ないんで’†づハ．

肴笠家あ、戦前工11リ・分く年一ブ、は。

内命 来るには来るわ1アで了ナよ．

青盈積蹄と関係している、い三。

へ均一自然兇矢と．社、条規．象乏含むリらげで↑は．

肴吏参・むわけ。だ’ハこ’）言東で毛／ノカ・ろよう‘二、書

物を盈、1ぐ基準ぼ．町ドエ．って追、1｝という二と乙いったと

さ1二、背景nに‘つ・・ン七）を．たくぐ、い尽っ～・ら

盛んで’こいしブニ理由はと聞いた．4〔アユ。

 それと号う ！つ。1紅バ結婚という二しについて食分τ
り r間是艮．と して ち’ろ 二 ど ぼ． 当時． ター 1レ ド とい う つ弓

ン 入っ 学肯の  「オ菜倣乃メ麦則」  ど い う ．つ バはヤ つ 仁。 ・綿イ主

ぐ’毛同し’’ように、 ↑・ビ久島・果氏バアメリ穴、 ハワイヘ行

った1ハというピ 明清元年の人パ行っブヒノハら’， ノ三つまれ

亙して仔っブニという泣明を↑ろピ「．楳炊ザ云則・。最柔刀つ

人は㌃ぜ行ったかというと困るわ1丁よれ。々のだ川二．紬

婚に、㌃ぜ舶格てるのハい1うど．ほハの人バ縞格した

ハ与先のま圭てるのヒャしいうこどぼ、 言尼明に↑られで
しょう． こういうよう乍ことが’．「ノ葉阜言た」 1：二㌃ると。いう

、3・うな理論に毛なろ．々ういう意・味で・．「族倣η法則」と

いうセηをゼうヤって断ちηJるか、 篇4昏と．いうもη1す．

々八自身バ独創でな専ヤし〕↑ん． ほグの人と似てぢろハ

もじれハけ八ビポ私！‡私（結推い1う亡つで衆1柳ら
！ニヤいけんどいう二とが「つ。

 々糺グら最後1二いいたll二しぼ．戦時ヤ、名い文献び

爪学に残って舳1丁へ川．粁しし・又駅Iτ八弓八．ハし
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24960

1ごヵ・弓ジェー八ミ1レヒてん！l・翻訳してい．傍らIつ1・「
書証誇」 ぺ・ 「孟子」 み ブニい な 亡 η 1・一興ρ木工荷・っ て沈む． イ

の中て“にノ．「諭渚ユ月中巧言染バ！lっもがっハ／l・ってち’
つ仁。・岐紬1続’1＾し11言葉カ1あつブニ。束師木客、こち、

「諭請」。万八束バぢら1・して、 ！lろん↑解孝尺してち’ら1しる

1リ・しゼポ 戦時†1二詑んだ’ムロ莱弗と1べIう人乃諭諸解釈

F工〆Lば’、 こうし、う筒子弟尺してぢり4・しブ‘二ηて“，私は差し、・㌧

1こ書た明可ろし‡ド． 二列書舌三こういう｛うに葦支、定一．して打

ろわけ・孔子さんバκぐ1らし1のしざF、二†何ば’乃秀手

η手更い1う未婚つ男．の争手が’、ぐ・べ列孔手すん一二河し
て．、「
E手先王、私もほ・’つ1ま・つ年二“ろドなって．依っんZ

豊、んで’’結格したレ・し思・！1までが，寸の、んΣ盈、ll’基準1ザゼ

ういう碁率バ1韓享てしょう小ユと貫閉しブニ、1そうし江ら

孔子くん1バ’．泰互遥、ハいつ蓉羊ば、「貢い欠．互賢し1人と

して3星んで＼ 次して 色彩1二並・って 。丁いi↑茎・cん。 色η1こ

／ハして賢い、人Σ賢いしして皇、びい！l・い1う3・ザこ解

釈レ7二し，二の山口祭・宰の「論清・1こ青カリしておる。イ
1てj解・釈は当たってお’吾と馬・う。

 そこで’’、 七し十の葬手クぐぢフでぺ一の先・生iこ、「大：Σ亙～ぐ

基準1丁ゼういう．毛のでて小・というこけ賞間し7二と没

∴∵、グこ二1∴り二∴。㌻冬㌃、る

乍’1ハしハ円形の↑っ1㌣りレた人互よいとして盛んで、賢

々．ハ’．）ダわリにしいいし．各丸グ賀い、ぺ互盈バ仁

一り〔丁・みで巾・ら賀くザ1にヤい1い。形互整んよ．1し

箏うヒ、形と整〕のが’ビうでゐろ小と！lうこい㌦ハ
ろ1㍑・一バみる’。二川バー1千タビゐリ．こ1しバ貧で’みるヒし1う

充・味1二㍗ろ。
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舵訂い・うもハエ・まガニ形／なんだけ1・しビ毛、干二！だけ

ドしらわ八たら賞バわブハりま北ん。 質ブけt二しら4・ノ斗して

おる ピ  イ・エ・ツ7バで5ま・・じんという二 と…こ牟ろハ し’’十

年力・ろうかという二とでて。

内毎 主パ形亡貫之両ブ’一箱㌘、tて■’しようね。

†盛  セ｛イハら両方わヵ、らにヤ困う。 わから↑’F五す1’1丁

た リィ↑小 し て 1す困 ろ ． 々 ’／しzっ な〈’’．そ つ 力ぐ言宗ま菱で’乃 リ，

言葉で乃／．都でパ〕、詩でゐろわけだかられ．

～与 れして先生、々こて’’紋多く列、本つ中から・・／七ン

を遼、1で’｛だと！lグつσ、Iど’う／lうお1丁でてが。

肴盛 だから・ハンりつ本バ万るク／ら坑、しでλろ・と

いう3・うにぢっしヤっ仁わザ「な七’こう！lうい！l、本バ盈
べ’ ﾜ↑イハユ  と い っ て 聞 11ブニわけよ 。 ノそ う し アニ シ、 瓜Σ託

いナしろよ．けつ、（の巧I）う一乏知ら1こヤ！〕丁とし々こて’’

／・ン七ンという、ぺ㍊、“・l！・う、い・どい・）こと乏、残ら仏

  グ言己三肴一れて．みてモわイハこノれ． と．いうつ1正、 私巧ノ条’1こ公で

おろよう1こ、同！“．．毛前て’’、紅（孝青二つ／・二七〉い1う、いぐ

おった。ハ布、衛・〈ブと臥わナしてぢテニ7・川二・こ‘つ

／」の仏書己バわタ1らなカ1った。 二・つ．人つ伝言己互私が’調べて

みたしころバ「耗敦采」州ト“、「労働者乃生弟」と、

この本だ’けだった。々二から耗局．てレーサ尺1こ舌だくσ

μ盾作バみる．1ア八ビも、ライ7フー7としては、「人口

言命」／つゐうように、 ／・ン七ンに右こつマ1レサス乃「／〈

口論」 互乗産秀（した・形ノ主の問愚ニマ足一うノ．二。 こ／しノつだ’ヴ・

 々’／しなんで、私の、良へ未て七らっ7二らわかるけ八七亡．

こ4／し立聞5ヵ・しブりでよ＜わサハら鬼ワルビ走． 一・爪が書い

ア・書レ’ヤろ1・「紅支左ザ羊・とlllnプー用1わザ．

私有身そう思・ってお’ろわ1丁よ。だiTし’1 そう11グ31うな’
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言案1二どらわナしたり何小↑るのは，束研文句大学系乃卒

菜生η悪・いく七だううし昆・づ一んだけルビ七，ま乃，しよ

うが’な・いわ～

 4爽共一舵許乃ように、 軍の稀底にノ属7ること1丁書小ケし瓜

わば。 だけビ、 一ノ青眼昼とな・るところは．稚く一年穣査・つ合

格辛互いて、秤中ど田舎しつ～う兇“復かで’μい・
下履・李であろい・！l1執清バ／了わと｝セんなこムけ
し1いllつで1紋兵航訂1二つ11て．パ裁翁Σ．多元訂荷かど・

こ小トお’っアニ井上い1う人し．文五三文わして．識論レし

った時バが’バグ1紋兵紋訂1二ついて1ガ非常F残．察性バ

高／1。㌃せそうllづ稀．祭介、文章“’フたカ・ム！lうと、脅

氏締訂て“府柔別互比釈↑るとハこ・在局工1歳以上でタ／国
へ、禾L留してぢろと。イ訳・矢也÷鯛バて’’さ仁” 々うてろど． 、各．庶

楽人口fこち’げる、在外練集率い・づ舌って’’、一、春婦柱つ高

いの1τ坪規券で’乃ろい1うことダわかる・だかう．移住

純言†のだ川・・徴兵旅査勿声呆乙利用しアこわザ

 たまたま，床秤穴孝F八フレブ二人の婦往航訂つ身長
舳体重η分布茎利用レて、社会花言†の宇に．日本、“

壮十の身長と体重の分布し平均偏差しし1うη差訂羊して

鎮した小られワ焦眉く1にとド↑るい・い・戦時†の
秘廉しいう白刃バ．わしη締束三宅く肯・欲乏未わセたこ

しにも㌃ろ．

 近年r国腎調査が復活してヵ＼ら、書二うし私っても何

4＼ちく’’にく“乃こと。巾ぐ乃ったり、その間のこして“いんぼ、

ライ入瑚青い1う毛つバ炎て、日本つ純計刊友互並代化
仰1ヤいいしい1三け．純計亨1度につ11て、∵日川
岸た証法のノ家末にアメリカ論で石フて、 香同訳のイニ仁一方グぢヵ・

しいい1うこ㍑し1っ7二／．光ルーか弓徒訂刺衣有・リ硫訂
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斌について謙諭！ポ〔グ／が’イういう時べの闇頬1こ㌻

ってくる、

 何分に一も広島つ田舎Fお’って．昇乃従言†乃雑諭1二珂か

書11アーい1うたりして毛、だれモrイうビヤ、・そうビヤユ

いう盾はお’亨れとし、うこしで、 いっ月間にヤ1シダ肖んでし

ま’フた．

 々月間におし1て、文部劣η科学研允賞Σ舌．らった一とし1

う商・味で、「戟孝の．（．口iこ灯↑る彩饗J しカ・、 昭和ユ←年の．

国労調査η席果Σ利用して、 当時ほ60歳以」二の年弁りの

害』．含＼バイ↑・ぐ一セー〉ト1こ．なっておるかとし、うこと。互、、狩昇

別と市町村別i二ε介して、「長命不け薄命河・しし・う3・づ

牟文享を書いた東九爪学の並．蘇正二上し1う万、和写・、教．段バ

おろ 4・フれ、 ・そ う い う き翁、文 互、 チ多イ主 関イ糸 ΣI，巧’え ろ と毒・斧．万丁、

短命符Σいつの1けがし！lい1うごけ「航訂η泉ユF
書いて．七万二と工．氏阪府の「着し訂」へ戟載亙岩千し仁と

二ろダ 兵．率昇が’転載ガじてく八、セルから庇見島森が’

転試μていし．広馬昇仁、4一フつ．坪在府昇一で1、く率至転

載した二とかい。で、．向二うのかτん刊八暫禾大学の
阜邦彦之授が’書式み斥軍一伝の／“ンフレットヵ・ラでした。

 話はとバフれビ壱，戸橋正二肝という、 7’’りヂストン

タイヤつネェニ氏が、 こ〆しぼいい言宗ヌこレヤしいって彰（試した、

そんな・っ〃いけいって、†ヲつけプ1ん．1・ヴ〃ポ

粒局狼にkてみと｝フ1’1ヂ又トバ7イア・三輸入可る
ため1二は、日本の米乃生産互戸丘してちいいから小梁互

輸入↑グ七して／1・学放巧児童1ニバン三ノ貧わてしいう改

案11便衆し7・・そ1い1ハニ対レて臭っ向か9請議乏11
ピんだんレ’やけれ一と’’毛、／1・つげリ増えてしまっ7二われ・

 ハ国勢調査つ市町村別け人（割合互いて．長命
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村バです工が’・7こリ．、荒い．看が’御書に公でいなくな’け

紅命河F公フブニ1ハ．といい1けかしい・ク1““・与、現

住人口，乃うバま士つ人口ヒ、こ八左一般ルして、ペロ法

則差ハた／く生命束三州けいう考え方レ違．うわリ
よ。七ういうよ1な・ぺ「社・会純計研．屯・の付録つ†1二

歩てち・るつ互；順々1こたピ・フて11えげ’1ぐllバ’など思・・た

んだけル出．セの「附録稀・乃ハ谷パいまわし乃手
元ド布・〈いて！lゲ：んだ’か弓、「長寿と．良雄との関係ド

つし1て。、「米食は社命η壱い1’マハ・こう聞いとろわ’lT

よ柊θだ’・グゲこ（論文が’ど一’こ～つ言圭ド力るよう．r一三

知30年に、穴阪6亥鳥じ兵．単仁．免児島／つ荷札つ純計．雑．さ芯・

に．細乍ぐれとるわけよ．列1二．烹稿料1本い十バソハ・ブ三け

／しビ’モ、（笑）セの現代片尺バ、後て’’並べる「そ㌧だ’ゲザつ

国」Fなっプー㌧光こドなったザまたゆっくリ話乏し
まレようぐ

内争チ、喪新．レ1リ1こポペしは’’’’’’’’・・

肴藍そ八欣柵ド便グつ11は金糸1年1一竅I、舳．／
こケはっげてぢ？たんだ’げルビτ・ だ’がら、 ラ‘千スト乙

してぼこういう｛うな’j己面ηフて乃話で一可よ。イ上しか1フ．

航訂的研先として芙瞭1二使ってみうしと’’うな・百カ1しいう

こしよれ・最初つ「人ど孝貌集」というような場合1す、
μ一ρ月で’し、し、。っ互／3人お’いてあ’4よう匁、こど七カ・・ろ。

  「タ充訂亡’1 可べての 二 と が’言己明で’専 ま ↑ ハ」  ど い う 誰

クぐ乃ろ。 ア～ψ・シ、 ど’うしても事正明しようとヵ、カ1ろ4っ1アよ

れ、 言正朗です肌こ しまで”言正明しよ う と レたら し、し↑ な・いノブ

1プ

 そハと何よりも肝心㌘ザ㌻、ノとの純計調。丑1こよって、

私が’何Σ知り得るか、何バ’デロりたいηヵ・という二とど灯
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う夫／じに平困る。 才力矢口り1二写、る二とて’’も㌃いし、 々4し戸、ら

色分が’博士論文りいでカ写・し、衛八に耗得↑川
勇一介！1わ出自分バ’ど’’う、合、ξ、づバ’いくψけいうこしで’、八

ン七ン㍑八七うい．う暗／というか・和．けい二け矢口
りアニく万、．いこととが’けっ専りしとったれ。 セ’しバ’ばつ書

1．し辛いと「航訂い阿て・1↑／llユヒいうよう余二とt二か

って、㍍ういわ衛・っアこ1けしと“も，、航訂丈・び’紋言†学つ

．定義が’、ジゴ八ミレヒの時代1こμ0～れだプア…T／け

ポ ケトレーめ碕べにけ百・阿†イ↑げIこなって、 々りヤ着（

亨’＜ハ・だ1〔しビポケな・＜㍑、私1ま締訂尺が’耗訂

掌Σこうれまπいう二いぐわか．らない㌧1ゴ1季た訂孝
乞研．充可ろわけ1こいヵ・ん「初めド航含†乃リ」 じいう州・、

順・マ1こたと’’っていくわtTだ1〔しと“モ、いバ間！こか純計

｝似てち以っハれいダ林訂的研免へ1・、何カリこτってし

支って、 びフく’）可ろこしプベみる斗）れ．

 ブ～ハら、最並て“も、統計の環境が亮・くなっブニどいうこ

しに≒11て，純計関。！采引こ・ゐなたほ純計尺が’統計学乏

イれ考えら〃は↑が」仁いうこと差，テ循硯令・互牟え↑’
1・宵闇ηと、木考1伽ぺ・け算’ ﾊ紋営で乃ろ、宋7・
うフでゐろという訂敏思・考が炉4．、尺学生バ光ういう。

残りのユ・ハぐ調査で乃ろ、残1）のい・が’、．〈口わ他で乃

ろしいう焦釆がら自分つ意見乙ましめよう．し7ろと・私

舳か州叫と…ザ片手入．乃い1けり々う！’’ヤとい
グそ1し～質問可ろ惹・昧iτ㌘いわれ、光ういヤバじ’

押しいって。

 締局、じ1エロ  （註）一席の「じ・エロい口く爵舌に

緒るF堕伽で’龍・しから↑’ベリの歌がゐる  乙111い

ちうっと一しっかりしたも4工碕づてし、ろんびヤろうけれ
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ど、も、ピエロいうだ・し，㍑、ぢ条、つ諸ドHど、茶

坊主し1・ういがゐるわ～奈市圭というい1丁見識符
っいれそんだと後の．一くは約1フとろけ1しビ’セ、ヤっ1㍗リ

木刀めてハ．茶つ宗匠つ．堺の千利休ムいう、ぺηろわれ、乃

巧11うような八ほ、・脊壱と天下を争うた’げり一度量符つと

ヲだけ1け・亡、勝て1で’官軍頁けルば’賊軍で’、しようこと

牟し1：乃・あいうこ左に㌃っとろわけL
へ海 未生が’グう／ト．の弓テン請I一エ翻訳して・旅1穐イ木賞

ハニめ1二熱葺κ↑’’、グ牧ザ』一。

青盛詑看ゲこ～・何んで。
外海ハしで’滴一，し下る。

肴盛伽足／て．しいうか、痛足するのバ台己8的ビヤ
牟し、しし、う・ことよ。

 「彦いゆけよわルといド」菜話でパけ0山．0以

μ・呼出κ㌦いグわレ11榊持1てい1しト
走いグ丁よユというの1｝小レ11。「たじえ．老いゆくしそ・

にセ仏ム、「そし・い専何・リuどいうん／・・ヤ枚1・バ有・い。

ネ字ど仁壱1こゐκば’よい．

内療’｛・／ズというグ・・旧約1聖書ηオー1レト’で了～

．†盛熟成という～

内埠脊つか．しいという戚．1｝で使うんでてバれ・

肴藍々ういうことよ。

内洛｛．0／ズい1う．ハτ、・勾←宇（二芙誇で’床鴬昧バあろよ

うて’’マれ一。

肴盈 こ八ヤら．7弓一7乃「着手よ八あべ乏花1丁ユで’元、

正解は、打歳く・今1リこな一たクラークモが・い十’っとけ

レ’ヤから、老い人力なぢマ弓バん1で｛い1うこじ、食分

乏た～こ工1プIて、天国に並づ’いていろつ1二、ぢまえケイ↑
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がべ1リしし“†囲うよれ。

（註）二こて“肴盛け711ラウニンク．’ηラビ．・べ’ン・〕ニズラつ詩

 つ冒頭．「人空刈最後．’全て互見よ，し小！て林外け・

 影ろ1じ！た．．戦平、「何卒I拘・れ．㌃げろべ1・

 げ．生圭．μい～（稗田民蔵）至引用し11．
肴産 平凡杜の 「経済学、畢共⊥バ虫たしすに．r葎済客争

共・の宇に，私に書けじいわル・7二承目1けつで’．「人口孝

しぼイ外か⊥というこわし、「／㌧口理書翁しぼ／口下カ・」しいう二

しの上項8手書いク・・平民祖のユ頑昼牟んか1こ1丁。 だれ

が書いた汐・という名前螂書か寸ないわ1↑よ。

麻海 あ乃． 石荊虫な・いんて｛可か。

青盛だカ・ド允訂拳い京・ということで、純計学史の

こしΣ穴矯隆竃、が書いたわ1アよ。 名前は書ハヘ八1ブヘビ

寺、、原稿料～町バしか㍍二われ。

 刈こ・南亮三坪氏バ「八口八享楽・しい1れ州か
ら、わし1こ沸カしてく〃ししいって書いアこハが’．いま壊し

’た文章rね．

内タ缶  二κけ昭知何年で’しブIこか。 戦争力ぐ終わっ’てカ・弓で

可小・

青盛 し・ヤ、尻切がわしザ束に乃るハ。こっいぐ「経
済学事典」エア年で．こつ巧Iが．「〈口大孝兵」30年く＾らい

かな。

 キして杵後して、「放灯用諸．辞一東リ月中に「孫工八口・

ヤ1・ろんなこしバ虫て～んじ’ヤ1丁久ビ．ポ緒肩芽ユ同

列丁人口白書」が出たのグ4・9年半月よ。34年η宰’回の
 「人口白書ユ t＝娩い’て夢上回が公フニわけ． 光ハ中て“、 稀

」二八口というこしが’しんでも↑いこじF雀づハ〃してわ’ろ乃

乏見て，がっくりしたわげエれ。々うした弓．μ手ゴ〃
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炎7二征末宅．しいう、八巧争典に七、ハしグら49年〈“らい1二

公た上田正夫の・八口学」の一谷にも．職工。仁口い1う二
とつバ’ムて．ちろ ハブバ’、 こ ちら の車目争手1二反↑る よう な糸て並に

㌃ってお・るので’’びっくりしたと11うこ㍑、「人口伯書批

判の序説一静止．人口’と再生産力rついて一」で書いて片

ろわ1アよ～

 したバ’って、 セパ岡プ「の．本㌧Σ・童Lじ’ていし、亡い二しは、

平民祉の「経タ帝享孝一央」のと5F・・は、人口答しか八日瑳
言寄 し し、う 七 の は ピ’う し、 う 毛 の 乏酉叉り手足う べ’さ づ1・ と し、う’二

じ互項目的に書いてお・いた、々して．々列具体的㌃理論
／く＼口について月中身とし、うっ1・． 尋象的研完一という毛のは

これゲ実例1二なろ、．、こう菩い7二わ1丁。

 ・之グ）講．戊ぼ、私の、各ドち・いて、．、ベロ紋訂学史F当たる

ハン色〉 しジ’ユー八ミ 1レヒと・． 光の栗証と して、 国内秀多

住の間趨い・、男々別の任別の判定がと’’う匁・づりが、

允してビうし1う意・昧で易十同机何フ男が’多く㍗つい

て1々μ帆亡率1二川1てば男が多いけ八七モ・結婚卑
窟宇1二お・いてぼぼほ“男寸同咳文になろづハら．． 浦藪己イ民の／声（！

婦制度が神のお．さてブ～というク’’ラント林来の命題に当た

ろし11う3・うな叙且ハエ方至しておる。

 ヤニて“、この年Fなフてがっく■）し仁こいす・私η．瓜

乏典したりしア・勢いて’’書けポ、静止んq．静止与．走人口

という毛“、㍑影亡し全都互血ビてれ11弓、、へ
一口1τ増加し㌃パら、乃ろい1丁減リなが’17、静よ、しなカぐら

全体げえろしいうこしで乃って，’封娃して，1・ん毛痢ソ

七し㌃いしいうものではなづハ、ったのが’、 いつη間’ヤら

光ういう誤解バテーマト公って守てお’ろ。セヘが’正見往ま
で’’ ｫん・で’おろ と・いうの で’、 ひっく り してあ’ろ。
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 キうしてみ㍑、こ乃「人口学事知三公した南亮三
郎と払い関！来しいう説明けllつ1†で†～南亮三叩

という人し和しの関係は、まづにハンセンのr〈口論・
の解介乏しブニニいこおいて、南花三郎が’こ～左取1）」二1↑’’

て、セして。狐藩・春い1う社会孝の八が取1土げ’た影響ブ
れ。

 々づいう緯果、日本航計学会が昭和／8年⊂／94・3卑）に

叱海並列・卜樽て”間ハナしブニしっ1こ、廉売三坪が・せか私ド未

いといって、特別に招任状乏よこしたわげよ。
外洛 こ巧ころ1京。1・稗Fllアニルで’了～

肴笠木屑ド片ったわけ。・ピ小に来いい1ってれ。来い

しいっブこつ．て1当時は、！9年ほと“では征い1丁糺ビも、命
ナぐt1一 で’イ〒〈 よ う な ジは態、．

｛海稀雷バるつブこかもしナし狐θ

肴盛るつ7二かもリしれ、え二王て・心’肥伽Uブクしビ、〃

円に川派貧互用駕・して、行くぼ’っ川になってお・っアニ

わけよ．何バの郁、合て’’取りヤバるこりこなって、笠孟て“

報告Σ失して、 手柔欠で’出した分σ糸た計学会η幸艮告として

記録マれたがピうか矢口ら沌わけよれ。一 ｦヶしで’糸冬わったわ

けよr（南亮三郎「人口㈱・更⊥ll…セン列1・）
 ・そうしたら、 げ年以後， ／7年に㍗って、洞蚕瑚ηムニ

・い昭和新ムが！夜でド・1と爆一発してムバ㍗たわ1丁．

だ小・与、昭．和粁州で亨1節11丸．海丘へ行・1げブ～一な

のv・行1丁なヵ1ったわ1丁し

 そ久かラ／0年た・てカー・寸何年たって・カ・、昭知ユラ年く“シ

いし’ヤろう、同レン1・碍で棟計学会ヅ開か〆しフニわけよ。々・

つ開ハヘブ・前4年｛二．／3看含駄で．洞市丸が牝んだとい

うよう㌃事件グ足こった。こ乃洞斧～τなぜ沈んだ巾・と
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い1牝争バ、この更「文奏楽秘・1こム〔乏．・こllボ

学会のい1二、昆、手のしころF、巧ろ乃乏糺ハ、洞斧ん
バなぜ沈んだづハというとす｛こ、「／ケ弓含属いつプニハに沈んだ」

と書11てゐう4ノけ。 当時σ、 含臥三一ダつ百餉で呼んで’馬’

ったい丁。ジェーン含臥い八千テイ〕！いう巧で。／3番

目だかゲ A5CPE1二年け∫こ「KLけ、 ～だ’万’。 と’’う

で’白いい．げ八ピ’亡、わしい3号含艮で覚えてち・ろわ1丁。

プ～から、／3番㍑十の壱．師で呼んで’tよろし11列れ、二

／しバ’いつの間に・ヤら．／3号がソ÷号含臥に謙種ハししう’わ

けよ、

 七八はビ1二）て’’ちい1リアビ、九カ並で茅ユ”純計学．冬

が’閉川しブ・㍑1こ、約年1二。札1噌通．刃・ら来いり’’ザ同帝

丸イバ’況んだ’ど一いう刀ど互回厭てゑブ・．ハに、秘’言†学会η終

ギ・ソりのしぐに洞爺トニ調へ字下一1て， 弼、 昭テロ字㌃＾芭見ノて、 七

の邦、洞斧仙こ乗グ1、い二列官へ来て、肴、森カ・ら．夜中つ

気宰て“日本寿国一て帰ってポこごし1バ’、るる。

 光っ学・会・つとざに，ペロ間ノ題一所充杵／つ館稔が’学会報告

をし．たわけしわ〕二河して、、ん日航訂的な・枇デリ乏私が’

コ・メントし黄レたら、・1・歩保冷．君バ、 くてが’系た計ヤって

いる／（れぐ才比芦．」乏した二列はいいモ／ノビ’ヤなハとし、う言古乏レ

たわ一丁よ。そのころまで「丁・ 弗チ糸と和しの間ド条カし毛乃

ったし・当時とし∩し乃あいう航訂局ヤペロ問題所究
戸乍の．人が’，紋計学会を五、しnて意・思・灯棄五いリガ1，疋流

乏多ダいレ7二わ1ア、

 八問ド．依のん口純計専という「牙け八目論・しい
う著書バです、ビーがって、．浮希客噂士互いっブニ1〔1け

八ビτ、ノいご乃巾・ら高1速F．彼ついってぢる苔喋が’々

の圭まイ吏■・ノiしる工う1二↑っブニ、 1一ノとしてして、 貝召糸口ユ3～
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μ年ハブこくぐ・し圭ま1け二手県、つ二と三「べ’ビ㌧！プ㌧・∠、」

とし、う4フけけ。 ノξうしブ．二仁7、 セ、つ 「べ’ビ’一フ’，一・∠＼」一差い

つ 毛 反イ乏 し て、  こハ  「ヘビ’’ フ“一 ム」 ．つ と ぐ し二 久．ま ／した

・ぐ巧 手づバ’結4条し て、 昭イ・口47一）4ぜ斗r茅ユの  「ヘビ㌧一 プ㌧・

ム・・といっておろわは。こう’ Ilうr一ア㌧∠、。とし1う言葉

に、セのし亨王‡1・した人1こ灯して、ハい・与戦後ようや

く帰ってざて条書俗でマて手・侠至生んだ’、人1二汀．てる侮辱ブ

い1う3・う1こいってち’るわけ。私自尋バ，ヨ落戦一ヂザ氏

つフ㌧ム乃壬供だと！lう3・うユニして．1与辱ハした覚丸ハ・．

いわ1寸よ。 しかし一ち約バ和一建てみろ←ハに、「カツてフ↑ん

数の手ニシ。ン6つ手」 とし1って悪・口しリリした。⊂笑） し・ハし、

て丈。生圭ダしたぢ／l・1ブて・・、中学旅i1人ろい［年芥，一茅

しアニいしピも、々、つ翌平は中学校11巧！00、ペポ屯員バ／れ

．い二いたわ1ア。高等学旅ド入ろと．ポこは、ハtまで’＝高

等学碇の敢が足り㌃ハっブこつゲ1姫路と・広島ヒ1二て’’亨て、

吃’しだ1丁学校へ，＼ろハが’ブ’ニヤて小っブ＝4・ノ1丁よμ、 そうし、

う3・うに㌃って守たしいうこと．ピパいパハセザ1．乏急・

産ド字一会ち更帥して享たしいう二しzし1い仁し1わ1フー目

 ハtで’・こパ7刷物ド書！1てい（容乏ちいと紬介
してち’くど、「日一衛、ベロ乏共・狐的11諭し’ろと、人口動態・

しいう個所で婚禍という、耗婚艮が’離婚z間．題にη・

とい1け・茅ユ帯に川て・れ・とい戸現象乏双／
上け’’たわ1ブポ炎支が’るって、初ハて死亡グ、ろるん／’’ヤ

からい1うこしよれ。

 ・そルカ1ら．俺梱航訂い1グハグこいフてポ日本紀訂．
学会1こ報舌したこともゐろl11しピ亡、法律上の婚姻関／采

とは査うわt↑エ。具体的にいえ‘ゼ．館婿というをつと離

・俺どいういピー．緒t二取／狐う人0動蒋・乃才既念だ、こ
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ういう着た方て1’茄循と離扮、つ年次別稚稀どいうそl／差、

人“発生率1｝いて問題卜ηとい1’い．季節剛．更
動しして桝ψ耳1ハらオ年まで’，条毛掩、離婚バ目男1」1ニピ’

う支勤して“かじトlll／・うな議論ピ小州ら、挙式

カリ届虫圭で’の期間別条書婚救とκ辛しか、同、居↑めてか

らとし1う工うなこしも問題にしてち・るし． 光とし巾・ら， 初

碓ハ平均年齢巧分布ど小し’う二とで’、 夫ヒ鼻の年南宇η相

み合わせという ような間。題至言翁レ・てち・ろんげよれ。

 私のい！lた！1二いガ緯格8紐1こついて離婚／租カけ

るし．8休の／という～・う4・舶格付離格ザ塔生率Σ〕

こけ闇亙！1で月けいうこヒよ・厘ζ的11声．・べ1レ干“

一の 「ポピュヲチオニ入ティーク」 という乃が’ゐりま’サ。

：才し乏「／（口学ユい1う書葉つ詩タ原1・、私σ、便一てち．る

わげて’’マが’。こη場合にも．ブニいこま．結婚灯鮭婚い1う

比率乏しっム6いアでリ・L発生的i二叶む乏得τい1〔し

ビポ後で並べるように、人口群落ヒ抑恕じ乏杜み谷わ
引という立か・ケリじは、年マつ結裕と離婚・つ’一差バ、

国勢調傘の哨配偶、 男イー男リということF乍るわげ・ だハ

ら、布配偶の易の歓とす・乃放が’．国勢調庄のブニが二’’いニ

ビうかってち’ろハとし1うこいぐ問、題1二なるわけ。苫＜ぼ、

郁己隅の衛力が寸よりもケな・ハフトだ’か亨、／未／
婦制、度ヒ関連が’みる二とレ’ゲバしハ、動態、統計つ場一合

は石1丁公ろし守1こ／大1婦制度が’確かだ’1〔しと’’カ、有配

。偶の人茎聞くと、’9ト国へ1行っしる人里徐いて 「私1て肩酉己

悌で可」い1う十の方ダ余ってお’ろ。こ～1ぐ国勢調査．・）

しポり竿例ど1リか法則で万フた。・い！グ、昭和★年ナ・

40斗く’’シい．づり1こ逆．転け二ことバハわけよ。ハし1丁、

往雇争惰’でリ乏う↑っオニんだ’ううと馬・う1川ビも・二こて“

             45

統計数理研究所学術研究リポジトリRISM



まだい。つい，’り1こユ㌧一7二いlUl。

仏ザ1いアニ／lこいザ国勢調査一けさ一恥己イ窯H、ヘバl

lい年r。阿’人離婚しいハとllう．発ま率Σ〕しは’’意・吹バ’、乃

仁 〕ハし．男乏とろ、つバ十三一とグ・〕ハ上11うこいニケ

ろと．春バハけ1しビ亡．．十三いしポ々一をして手つ・ろプ～う

うど、 ，へ敢乙調べ’でみると． ／C00采昼，1こついて4柔趾力1ξ房且

よれ。∫．碓にい丸1ズ ウソで’も当たる．確一手よ・

 プ．三’づ1・ら． 頂自己偶刈 中巾1ら 茶、酉己．イ馬が’公 て く ろ と い う 青味

て“け、離婚乃発生率は一尺して、只今くないわけ工。 えiし三、

離婚統計τノ原、国レして、・社．会．つ律婚1つ不和い1、不良ヅ

年〃・千1ザ発王いハいうヒ31う1こ意・味つ’千丁ろピ しんで’己｛・

い迫ち乏．にすこリこ㌃ろ。

 離拾↑るこい工11！1ごして’ポい1け1・しビ七、こ・う季節

列衛μUと・たとんば’3いフニ／lこ離婚が’ラ11い’

う二どほ、4・月r再婚1’ろい1うことにい・うわワ．

 ハ・〕パ／チ多佳パ良三．見ろピ年耳・4月1こ高まうl／けよ・

だ’ブハら乃往の年度は，4局から袷まって翌茸・の3月ド終
わるというような・耳．．衆て“訂単一いこヤ・な・ら、は場合いろ、

 々ういう、崇、で’、季背格反φ1’離格1こい丁づ季節食勺更勤三調

べ’ ﾄ み ろ と ・  ／ 年 Σ 宍 っ立㌧み に訂二亨・し ㌃ い と一 し、う し こ ろ

1二兎・味が’乃る、しで’iTな・カ・ろう．／ハい1う奄味で’書いいわ

ITて’’す．

 鉱生についても同下采で’、 弓々ビうなってお’ろかしいう

ごしで私乃調わバ［丁、動能、純計が’戸創こつなバ’

ってち’ろ場合Hτ、12一月が’〃’な・くて川つ炎生バ’ラいど

いザ偏1が’アド1ヒ／／け。々μぐ影響・しな・いよ・）’々’甫・味て’1

大秋、府．／豆一、看艮でべ’．産1芽．μ。一律釈・㌻r．1条た訂と／lう一て’1

4／し刈谷三書いたメフゼブ。
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 戦後．平和／1年いユ！年まで・靭樽純計調査バ欠如し・

た時．べが’ハろ、ノい徒、復タ名したいドぼ．戸籍届山に

工ろピつ〆．、紅ド㌃… てしまっブニ。

 ノ㍑けLう1つハ八5いこい‡．ノと八容で’純計畝．う芥

／課バ人口聯絡。国幹調査乏汲11・茅ユ課が’．）動終・と

いう、31うr して． 純計局Fお’し1て． ／（’口．聯怒し鋤驚しラバ’

車の 岡輔デの よ う Fう ま く コ ン ト ロ 一 1レで ’・ピてぢっ’た。 次

の差額互移住率というβ・うFいっ・・た1してで亨てお’一仁

のづバ’．航訂ク安ザ（正ム，人口動樗、耗訂を．厚生．省F彩し’ｽ
逸錦に．屋．看が1星、肴て・ない役、“食いI ｨけつ1二ため
1二、死亡率1い・離婚率ド重さ差置11て、結婚い・血生の

し二刀けぽとんじ’’㌃いが’しろ1ごく八てち’ろ．

 ハし小ら、耳馴ハ動龍・、純計七男十也みで’あって、と“う

し、づことかノっ力、弓写・いし、 まして戸乙屋しハイTか1丁男の筆り

合がソハザ）高11わ1丁よ～そう11うこしで＼’ナ約1こ犯
亡率バ’ど’う↑ったとし1うこしを、厚王、省の人0問愚研先

昨σいフてお’4・1で’い1・わザ戊生が’ゼうな・って“うと

問題．レ’ヤないわけ。し巾・し、丸ム博芦の工うな熱心な、尺
が’ ?､と、パイタ1レ／シデ’ツ7入という乃て’’、生後1五

問巨の死亡率はと・こうなろわ1ト

 だけと“、茅し見凡亡率というと専Fは、幕歳のく口が’間

愚1二↑ろわけ｛零歳の人口．グ争年国労掬査を守るわ1γ
て’1 `1ったら、光のと亭の炎’生釈乏舌’って、々乃割合互
ため可し／・づ3、う1二有・一で、ぺ一1二お・いて雄局、稀駕．絞

事け効能疏訂ハつな・5“い・う問題が’典でくる十）ザよれ．’

家あそういう13・う乍ハバ． こ右し巧説明ド㌃ったわ1テ払。

木舟丸’引㍑生じ挿婚1こノけ八牝るべさだ’い1わ4しろ

んで’了れ・ し二ろへ・ タ乙亡率ヤ離婚率1こカを八ルた仁い
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つ の は．  ど’う い う わ 1↑て’’■「吹・ れ。

†昼 どういうわい・れ，だ’～．わしらが’人口航訂乏

オ足ったり・ て1レサス亙才反うと、条書萄貞生（割合・は2五年1

世ベブニてば’、自由1二枚仕↑～ゴユ佑、4席、8借ドなろ。

二1んに汚して食娃パ曽舳、年・算術紋欲として純一し

て131えろだ’げて’’乃ろというこし整いうしろけ〃tビも． ト

ーダ1レ乃訂耳孝↑は場外ら1けい・るか、／一夕1レ乃

老た方バマレサスにぢいてけ外η人口1二公ろから、稀

住関イ糸しいうもハτ抹殺ぐ札るわ1↑よ．々して、炎圭紋

レ死亡数というモのバ，年べつ典生、死亡η．春て1’↑〈て、

対年たて1ズ1世べ列間にぺ・11μイ辛f干なけいう訂草1二

㌻ろわ1アー

 ／せべ三、 男ドおいて！τ30年，イrこ島1いではユ◎卑．二

作互プラ入してユて0割るしオ年二mしに1セベに．人ロバ更

化↑るい’う3・うにして、、人口論な．用命題ド、公正、

π亡い1う七のの情報バ卓の丙精としてあらわ〃してぢる
わ1ト

 々つ こ と は、  ジ’ヨ ン・ グ’ラ ン ト ドおし1て モ、 300 年前

ド紋会1こ乃って。．敬舳「通釈・という八五秤バ皿てく

ろわげよ。この迎間1こ、散会乃．停看て’’洗礼を更1↑た看が’

／百八．ブ星葬Σ受けた、清がソ町八、 こη期間ド倍4条した＝老ゲ

何狙とし・う航訂バ乃らわ1）わザし朴し・．イチーツ入巧

国敢ヤ旧放ドち’いてぼ、 駈祢互許くれて征い小ら、 離婚

秀た今丁け典で二みわ1↑れ。

 だ1丁ビ、々K乏、采訂して、／66／年乃7’’ラント乃谷の前

（50年間，40年間利払生．死亡乏どってみろと．・最也乃

／0年間1こお’いてぼ、戊生敢／コー1レ死亡敢しいう条件だ’

った．わ・し芝笠．観じて見ろし、公主、凡亡乃毒廠にせ口
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だ’／l・㌧．こハ舳口・ドニの．㌧口1‡、田舎・ガらPlドニ

ヘ八フて（ろ人11いでた消㍑して”い1う命、題が’成
てくろわけよ。だ’か弓．そ戸し乏静止、火口で力グハ列よう

1こ考えたのが’、私の木（何微1こむてち・ろフ十λ人キー・つ

理論よれ。「ジ’ユー八ミレヒ丈で’の．郡知人口同丸理論⊥と

し、うも乃イくじ“うなってさブこカ、ということ乏、 ク千ン入手

’ の チ星言命 ↓こ よ っ て き同ベ ブ’二わ け よ れ。

 七うしてたるど、そつ、亭、ドぢい’てけ、 高野声三郎マん

の rジ’エースミ 1レヒ巧八口論」 しいう のヤ，‘、人口 毘㌧得吏

諦ユ しいう玉ヰ氏の末章仁ん佃・しニモ比ミてコ：っ1ろし、財却先

生の rケトレーつ石†免」 しか、 高田保．馬（ 「r皆糸乏二者」 に

「八シセンの、ペロ周礼」い1う言栗バ引用ハしてぢる一こ

け、欧冶算術享η長洲ジ’ヨ／・ク・・ラ’ントパッテノ、

そにかレク’レプ’り一・キン7＾、ハ1レり一、 ヂ’パ1レシェー

しいう， ジ’エースミ 1レヒド至ろ まで’の、人アニちが’挙1プら〆し

てち’呑わ」↑よれ．二札斥，／・〉センの「八0論・麦秋刊

的ド利用した、 7イーン又千・一しいう．人乃 「．郡市禾．イ主論1」

という，本ハページエ利用レブ＝わけよれ。

 だヵ・ら、 そこ て’’グラン・ト と一ベッティ し乃オ氏．本的見解乏、

その人乃説明1こよって言元朗てるしピうなるカ・い1うこと
ll～わ1アでひ、1 ｱこで“ }ビの州，帥・遂済客寄
典⊥、岩城文庫にねてあ・ろ川二よろと，と｛うモ州11声・け、

あ（ と さ に にグ’ラ ン’ト。レペ ・yティ しが’共同4 作青だ’と い

13・l1こ．ちらっと老いとろれ、ベフー1㍗1質的1二者丸る

し、共同つ作肴というハけ“い〃・しい。ただ’．学看

として．政埼家レレてのベッティがグ’ラント左虹てた．
万1いご1脈の論文乏盗．んで一色一介が’ど’’うしようしいうノ）で’ぼ㌃

い．二う11う乃効公請文至政釆的F．衣命的F苑嗣しよ
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うしポ1て、一吹同改作つよう1二着いただ’1アで’、次して液

つ手柄乙査むつ七リで’噴いたんて一’’ほ㌃いというこし三・

私1↑そういづ．雫、しτ論証で育・しド、棺↑・ゴいぼ小／t方が’

ないわ丁よ～
 いしから河し亡率にIついてけ、尺．亡衣の作製という、苧、ベ

イギ’リ、又の口〉ドソヘ移った1グ7’レて弓ウ乃π亡純計
をイリ用レたりしいう3・うな実イしrなろ。 こ’じ巾ぐジ’ユー一．八

三レじドおいて、卸中1ザ㌧ロヒいういバ・ド／ツ・11国
全尽っ人口しして総・合的ユこ利引ぐ4してお’ろといづ、ξ、三書

し1て乃ろ。

 わし！い今し3・“1〔しピ’も．先ぽビη「人口自書・1こ矢沢

しして＾て㍍二、静止〈口しいう㍑ど、．人口つ再生．産

プけいうポつと、汲同し仁らい1丁↑し1しいう竜・味一（’峨諭

しておる。つ・1」べ、「条た言†の享（ユF章ミってし、う。

 こハ字・2一回の r八口自書」、ハ馴題1二r静止．人一ρ王ハブ

して⊥ しいうス0一カ’一〉が’才昌げ’てあうけ’しビも、 ビこ‘こ

も静工人0い丁阿／1・ど11うこりぐ書いてて・い。イ可欽の用

請解説rけしば、こう青／1リして舳。こナい丁現住でいそ

の圭主利ポ1してお’ろわ1丁よれ．「ア曽如も城グ毛しない人

口、可なわち、ぺ口形動ダ全く条11場参トム生ヒ疋亡と
が’ 凾ｵく、ノξつ差（自、添増加バ0と分った．ペロ三し1う」。

光ニイい与、「あう年巧十手の．年齢別出’生率と．．男十年齢別

灰／亡率ラバ、・七・つ後し1つまで・七て一寒と仮定し仁場合一兎往

’つ、八ロバ’全科死亡レてしまった徒1こ現わ〃しるベロ1クム

生率ど死亡率→パ㌧定し㌘り・セ乃差列自然瑠叩率毛一足

の1庄ど・て・ろ．こ八五阜走、八口ど呼バ。専・一、芝、ベロのうち．

公生ど死亡川尋しく4・った場合／パ’稀上一．ペロて“あ1。・々

～ス．ド「実際1二は．生命．衣の訂耳によってえられろく口
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で’乃って、理論工の．ペロ乃一倍である、」

 承論上乃人口の一種が’、 な㌧し・唖侭に小つ仁り．そ1し五

念願していろしいうこいこない・。だ’クフ．私は生命衣
つ打席・rついてもいい仁1・んだ’け1・しビも、こういう、1・う

1二瞬間の、ペロい1うわ1丁で1けくて、牛えいし7二年乃ト

歳別、死と約二、邸11調査ハ静能人、口が’≠ブかっブニーリ堆訂↑

川で’・谷、歳別訂正死亡率バ得いしグハ．瓜蔵別訂土肥

亡率rよって、．零歳から／oo蔵‡・で完全に牝ねとイ反、屯し

た人0乏秤」二人口与し1うわ1丁よ。キηかわり、 歩失数1イ

コーレπ亡放だから、耳・寄り八割合が’非常1こ高いわ1ア。

平均可れば7o歳なりクf歳で’半分死んで”しまう二どF↑う。

しブハし1えういう苓．歳の平均寿命て’’半分つ人が’タ天って一お’

ろわげビヤな・いけ1け’’亡．平均1二ち・いては残ってち・ろ1ハ

刀工う1ニイ反毛してゐろわげよれ・ ア～カ・こノ、 そこ1こ，「／（口

念書」 tこ月1丁ろ秤工人口の課鮮パみる。

 毛う1つ・こつ、本ド川丁ろr人口爆発」という定義亡、
事わ幻て粗雑て“あってお・がしいどいってお’ろんて’’可づ1ぐ．

r葬ユ次、反戦後つ開．発送二．上国1こおいて、 尼と率け低一下し

冷めたが’。貞生率は高11爪率列芙まな（で、セ1つ後の自

然増畑率、 寸｛・わ今自然増カロ率が’争わハて．高い． こつ人

口御けジ’ヤーすリス・・ムで1形．反して『人口爆発』と1呼ん

だ’白～て’’乃るθ「これで’1す一、〈口増何事れそ・乃、まま

『、バ卑な筈琵、■し見一↑しているような．ポー1レ・K・

土一いソ7着の『、ペロ爆弾・しllう秀’番八日本版乏．先取

りしブニ説明ト↑ざ’↑いで’に食いがし毘・わルろ。」しいう3・

うド才比判 して ち’ろわ1アー ゐ と一「静止・人口刈 学史的意・ρ未」

い1うのでn∵（釘打！・肌1〃州灯！・パ㌦パし5ブ州己
戸。ρパ灯！oパ’ピいうむ列乏最初1二説明したハン七ン乃、引
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用な／）カ、しておリま1．

 専ずるド。規笑の人・左いしポ、公生率1バ’／州分列／ケ

で死亡卒が’・仰州6という二いご｛・って手・’川スー・・C

分の9ザ昏伽辛け．る・いア…1’〕と・現在1／一“つ
．人口1↑3せベザをバ同時1こ王’ ｳて工川い丁だから・武生
イコー一1レ死亡にな・ったら穴ゴ’となんよね，稚沸一二いえげ、

瞬間で’一乃・てボこれバ／00平間琢け1㍗先全Iにゼ’ロド↑

ってしまう。 々．うし、う／」0し丁ゐり孝暑㌃い。 ブ’三’小ら、 孝且出．

生率し尼と寿の幻棋増カロ率という舌つぼレじがけで巧
って、本当つ工曽加率で’I㍗・いと・いう二と小’わづハろ（螂正し

い、ハいい・うに，．．．肥・ってぢろこ．とが’規べで亡，〔一，1し

て↑し、か与、 ゼ・ういづ言荻言翁三し7二らJ：ハろづかど織って

ぢろ。

内タ缶 ，本、当つ増加率はビう十一・てムした：らいし1、㌧て’’↑グ、

青藍本当ザ曽加率乏いブニザぼ、．岡・主産率という乃

で1ヰだ’1ブ三しって、ノピザぐ・が’生・まハてか）4I蔵／ハゲ。

蔵求て心ド主さ残る．、〈口互いじば1弄主産辛と1い）二！小

なるいグだけピ’、セ川H一＾が’牛併乏産州で’・ガ
は庄工れというこし1こな、ってエ・ろし、 国勢調。査つと才に、

各歳別て“「みな〔ま何人乃わ共互符ったか」い1うよづ

ザヒ乏闇いブ・リして、■・何通偉奄しまレプニヵ〕い1・）よ

うな皐られこと。互間いたりしてt．そうヤ．って得ら〃しっ

犀主産率といういは、！1っ乃肝イいいカリい才1し
↑いわlTよ。そこで’、簡単に増加率乏共可たカドはゼう

しブニらし1いだろうかというエ文へ丸ほと“巧公生率巧中

ド書ま1してら・パ11・いは．／9く一0年かけ4卑巧間乃出産

順位別共生惟比い1う亡、つバ、い／フリよ（．当時は．茅

I1兄～芽9㍑で’と、！0㍑／一㍑・乃ろい↑よ．二㍑
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石分率ユこ互寸ど、芽・1一見が’払～、茅ユ見が’ガ、け．こ

ザしが’・村0年よれ。3見以下こうな・ってぢろいア。

 ノ色うてろヒ．第1兄、茅ユ見、第3兄じいう／0兄‡で’

の、へ間に男十弓サバ’ゐるい㌧ア～1ハら、この構成どりリ

場合にび、一9トぐ’紬放ピ 男の順ノ予荻ど1＋巧．順序紋しバ
て“ ｳ＿Lが’ろ 木フ1ブ．っ

 だ’ハサ綿・放で’しフて己男十別で’いて芒、穴婦1う間

i二、芽1兄／バ’ユけ。で万〆じは’、μれ五／冷了るわけ。茅ユ

比ニケ吻合一こiす、 こル五ユ待でろ わ 1ト  ラー春日 ‡ でを ライ音

†ろ，／0見以上乙、反i・／0冷η〕で’、／00の、象、虹卜石・いて

．阿、一）1手紙バ’生まナしたかい1うこしバーわ1いる．い丁。イ．八

三五て’’剣1〕で’．セ勿し5（巧配偶の手一保バみる象庄にぢ

いて、本河，各ホバ生ま｛てち・ろという訂草一バで・いわ17。

こ1し・（“ 黷P年当時至・いてみうと、わ1ゐ．い再一主産辛バ
1コ1リニ／lア。

 丸状1こち’いて1本五人で’〈8人ぐ一らいで’㍗・㌧、ユで’剖

れα9ハ・〃ユくらいで∴主産ハ↑非常F泉亨てち’ると
いう「・二・しけわカ1ろわけよれ一．

｝ハ舳研充にぢいてわハー㌃こ←1ズ出産尺
び牡圭ハ11嗅序歌で1けくて，男寸別の長男が水十が三男

ハじいうイバわハるだけで州、苔葉η竜・味ピぢツ、ハ炎産順

序榊一戸細届出ド州てじけて一ないいう’㍉が’
ん川わ1プ光ルで、ポ丙午の．年F1は帥・べ穿・1足て“乃

っ仁光μ’ゲベビープ㌧州時κ1こお’いて壱・最早
1こぢいても、茅けよ／．毛葬ユ見の割合η方バ’商い場合

が起すてち’パフワ・という二い・茅1見互生んだい
Ht〃’い1つ7二け八ゼも、茅ユ児芝生むくが’多くなった

りしてぢるわ1アよ仏同一ピ’人η糸硫的牟舌乃ビ’ヤな・いわ
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1丁よ～い1い・うな・議論もて．’すろわけだし恐・う。

 セ木1し乏才艮、本㈹ に気っ’’ψ、ぐ ’」し ブニ（ i↑1 こ と し二条t計き奉習・斧

のしさに、 二ういう、3・うな．及嫡で季允訂講二羽。冬エヤって片

ろんで’てよ。イのし．（いご、乃ろ。）べ「秤、仁く〔1い1う亡

～京ゼう11うむいリということΣ聞いて一いろヒ八バい
うも1ので’てがら， と“うし1う、べが’間いてぢろ利・し間δ工し

ま可ピ厚生則人バ群・ヒ八口左秀岬してえん㌘二じ左
いうていろしし1うもので一い・ら、「々んなことバ’ゐいリ

という二うな鳶味で’．一元はビいっ仁オユ丈吉と上田工尺の

率舟足でべ「．純計的研元・三んけ、1昨間盈一だ．包義バ

なマ4してち’っ7二しい）こと一が’上フ71、っアニつで’， κ’・しzニク）

て書い7ニニサバニ・lH衛・．人』統計菅元。ハ、ペロ動態、

1つ間、遡1・㌃ろ、だ’iTビ、こ・つ年ドζ・・て．ゐ11つけ間直

ってお’るな’んてこと乏し1うよりポ ・仏1τこういうことプバ’

わ1ハっ．てい1一たと思’）んで万バしいう言い方ハ’パ＼
話朴“よ く3重。ろ と 彫’う 人ノで’↑ うjぐは。

内海 之）て’、’．い礼

者笠 「国勢調査符采弓ハこの・1・しバ字・れころて一I

’床ダ述べ’てあ’ろんで1↑バ’、 イの序文ド載つと尋刈バ’．「国

勢調査い谷㌃しユい・うバンフ1ハンI1互批判し乍が’ら．

こししの国勢調査ぼ、 4Tが’炉つ戸い小シ、／不つ江ハF調

査乏7るんてて勿・というこし互間い〕わげよ。だハ。
こ、列r八日徒訂苔見・・η「けしバ寺・で1間ノ離．になって片

ろ1つは、・国勢調査ハけし・として。「図説・、経済．紋脊貴

科〃0他・じいうと二るで11間、題ドレてぢろ川左聞いとろわ
げ。

 々したら．「ε本η八口」しいづしすド．こういう3・う

にr切卑俊1二静止↑ろ、人口」、「低下して1リ戊生率・と
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いう形て・近明してぢザい二よろピ「年齢3灰分別ベロあ．

よブ、ん・増加平の約ヌ・い1ザうで’・穴正9年ハ榊
れ年まで’’ぼ11本‡で’の遁、・いつ放言1．、こザ分1τ調査ハして

州ハハ／縦．ボれ、／ポ減1ハゲ伐木滴と・に歳へ手工
の、んロバ’、ヨ毛1：乃ろ。 イ刈間1二ち’いて、ユ0年の八口だ’けは

年齢溝五一も何わ乍い・ こ札」↑・ れ訳が’ないわザ ）εして・

代年ハらが’全苛植、むこいて。ユ1年，30年後まで’．追一艮す

れてぢろ。こつ左長れして片う意・味互泣明で’坑んでみ．る

レビうな’ろ切けし1う二いこな・っト

 国勢調査のたび’二’’ピぐ年間の人口硝カロ欽い’うのバ’

／！固づハある守て’’昭和2o年乃介だ’1〔バ＼ ブ曽川放反が年：噌仰

率バてイすストいどうわけ。どい1ことけ、・ム圭辛
と・死亡率づバー並転↑ろ小ひっついてち’るということだ’・々

つ年が’／㌧口寸曽カロが’七’’口だ’力、ら、 こ乃／＼のし、っている一青デ」二

人ロハ〔■、琢・つよれ。わ〕べ何で’将未1こ生って、丁．厚王佐

人口．問題研允咋の将来、ペロ准、芝耗果ドよ｛1で’・ わバ国つ

流入口は．ぢお’む〆け。年後1こ／椛・μoo万人程度で’静工人

ロド色ηじ稚ノ走ηして1は了．・しかしこの疋亡率ドよ

Iれ1ズ、・もっと平い肝期〔・ろ七れ予称〃しま㌃丸い

っしろわ1丁。内耳後η問題レ’パ＜て、現舳即題三問
、題ドしな・ぐい。20年後は、 こん巾・らユ0年間ド生ま作ろ虫

生率の問題乙ゼう汚え否か、 だか今ユ0歳以上の一ユ0・年後の

分は死亡率Fよって堆走て’’さる．わけ。肝心の／ポ歳未痢の

才色走至ゼうしていま↑ブハしいうこと。 タ青果ドち’いてわづハ

呑二どぼ、 こη6ポ歳以上と／ぐ歳以下仁乏同し’’手色対訳ド∠置。

いヒうわけよ。セう十川ゴ，I結局、全体左！・0〔／〕で’、

／8％．乃耳寄りいけぐ’ら・いつ未成年青しバ’菩ザ公三分けて

ぢろ。 々して生産年幹／＼口の4人に！人バ耳寄りの人d
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ビニτって遥L秦リに↑ってくる。

 グつ坊昏（男カ・寸カ・い1う三別は楽、犯してお。ろ．そう

寸ろし．年寄りつ叱亡・い1ろん㌘こい谷．精句寸が’ギつ

3勝ぐ㌧いぢるわ1丁よ1パ いす’1し1こしても、ノξ／つ稀工人

口のバう・入な／訂卑バ条いませんよどいう二㍑いう
ブヒハ11二、 l11夏マ1二合＞国／㌧口の卵J能・的史イしと， 々八利、らつ民ネ刀

に全甲八口付3年のゴ1圭牧・処亡氏；性比・結格紋・離
婚倣い1う毛つの奈沖的東幼王閉題にしてお’ろ’つげ、／

年間色、絡平均しブニって、1日当ブニツにし7二一って、出生・旅

1τ奉節的史的バナt〈でって片～・らい！1げ1しビ毛、結

婚放つようザ良乃ノ氏さ．．！’ポい↑年平均でいど・月別の

符・テ紋余ぐあらわナし狙わけよ。タ乙亡二択で’モベうで’て。二とに

孔杢釈互しっフー）↑ろし、1月前1・死庫してしまう、9

プ1月月に．先はビいつブニように、葎裕1午狐し離婚イ千秋ま

いと．離格／千秋ぼ3月バー昏高し・一毛刷子狐い川と
半月、’÷月1二高い。イうマろと外婚も・含℃・じηじは’、’3

月の離婚は牛刀、〔つ緑婚至青二味すろい・うこい二毛

なるし・ノい〕ハら、最也つ炎産順序敏の万十別η性比と
11うち巧乙棟・訂しブニじうに一一……・

内奔・そ二で先王．鯵伽つし二るでrバ，ボつ，ぺ太、離

俺したら麦た結婚マるわけで’可水・．

青盛’いべ・、イヘは個別にヤってみにヤわから狐1ナ1しビ
モー・離婚一
渚uいてみると、llまたま・1の離州†

バ高いヒいうこヒrl、欠の中の一・印介・バ4局．ぐ同ド奔
岱していま丁1・け11うこと互いうとうわけよ。／国別’つ手

イ列てリリし互文ヤ可ろわ1Tlこばい小な・1リ／1↑。だカ・ら、一

概に鮭僑は龍・い、紬偽I手’ ｢しいピー一・一・。

（争ここζ「粍訂つ泉・所菰「八口純享1一色ん・）に先王・

             5G

統計数理研究所学術研究リポジトリRISM



イη順位が’書いてゐろんで’ハ1。

肴一笠・々こiT順位バ書いて乃けて｝可れ・茅ユ天つ左端

け、炎圭総・放Σ！o0し可乃男十合計の虫垂順一位紋による

構成比であるとllう乃が’，．れ合計刈訂茸とい1州わ1
ド、．合算しし1う、！・う1こ分ってお川は，欣一正（間査！1で

マわれ参男十合わゼた総敢の計算でち芥るし．男ザ11夏序

敬でもあろし、十の順、亨紋て“手で’守るい1う二とよ～

だから・与・年の黍浄的叉勲し1くう・．Iし亨F lし この全軍F

っいてでも一軒柔ドっし1てで’亡、 1日当たりの典圭紋し朴
死亡致い・、’ 牛･救とハ離婚一れ／ハけ万二し一け喬味バ

牟いということ差し、っている・

 更動が’ある・いご、・一何分間たて1で手狭が’生まれ、．汗分間

たてtで．八カ順れい’う比率のし／方べ開放関篠て“るっ
て モ、 分月一イ・ら 分午力ぐ6さ者戸．癸：圭可 ろ し いう ト‘一夕 ・1レ｛・も

のでな・いわ1アよ。静工阜尽．ペロの計算し11ういは、原

因小ら結果グ、生ま札．ただ’1γハハす全都死んで’しまう

い1う訂早乙↑ろい↑よ。れして、現莱の．人口という毛

～↑二、圭種差顧い1うも乃がη。そういう3・うな組
み合＾セの問題バゐ4。
 乃呑意・味て・σ，ことし乃学会巧しきF、・い1ふ先生がお’

七、しラい敬老乙して舳札ろけ八ビも・’“考え市がビ
う もイ固人的で乃って、 ）令肴宇㌃判産午で牟い しいう・こ。し巾ぐ・い一

し1たいわ1すだ’。い1上理一夫圭バいってぢらへる二いす、

こういろこしtんだれ。あつ人バ、厚生窟の国立公衆衡
圭院か何つい八戸昧えしてお’らケしたしい・ら、↑っとゐ．そ

この親分でヤブてぢら～ろこして“．生命衣ヘリあいうを
ハの．穴表で’妄・’ら八ろい丁よ1。・そルで’、こ乃生命衣という

き→工、全イ本しして間査ってイ乏っていらっしマろわ、けよ，
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 その1例しして、 こと・しつ学・卦（と寺に詞長音乍⇒し、表

したし、 キつ前にゐらハし’ハ、 私カぐ二うい一）内、昏・う享反一若一

色てるんだ’しいうフ。りニト互並二って壱こノっしろ十ノけ。こ

れllよって見ろヒ、ル瓶η死亡者乃セック八レ三才三こ
う†って訂卑するん一だどいづ意．味で．．最並乃主命衣によ

れば’ j7ユ歳．寸77歳という生命知〃看釆づバムる。77歳て“

7ユ撮を剖・たκ％バ、すト灯可る男っ疋立性・叱だい1う

こしΣお’つし十っしろわけ。

千1二対して・男が’炸％しハ尼い’いしいうこい↑、圭・斧

衣巧死亡率のこと・ド牟ろ。 王命乗万死亡率し11う右ηぼ、
易十円遂たの ／O万人↑’つっバ、ヲ乙ハ ど い づ 前足。 男寸同登（ど い

う的場列訂茸偉泉£もって、場ナ万死亡性比差共てい1

う二い‡間主いて・てというこじ互いい1二いわけ。たべ

平気で’なぐってし1㍍

 ちう五つ1す、／・0歳以Lつ秀十万圭．辱竜の旅〆ゐザ

たし丸バ十ゲユ3δ、人、易が’μ人でハとて川で、ユ30
分つμ．だかIら立けぐらいしが男は、孔なな！l．生存者の

性比レ死亡1着の性比と一三荻同してぢら．へる。々ういうこ

どは，、“生命しいう壱の乏ぐ個別レして比較可ろ場合
には光札でいし、んヂqヘビポ現実1こばこ、この’衣（「、ペロ

於訂管見・斧照）パ1に、全体の昭耐／年11州縦
亡性比・男ナ別棒成しいうい、バあって・構郁中から
く歳出谷．歳別死亡羊とIいういバ虫て～わ1丁。全体
   ふ収む手は・十に珂して抑すバエ～3筆1け多いのが’堵
則で、㌻0以上にな・って十グ余フでくる。、だ’から、国勢調

剤こぢ1†ろ・静怒、航訂に～丁づ生存性比と・ノりしから動

謄校訂Fい丁るπ亡性比い1う走のが、Uしぞ1八相み合
わセて’’調べ’らオ・し1こヤ↑らねのが’． 々うし、う言義諭r可’つて
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；ら’ろということユナ水、

 木瓜年齢別区分．ヘロハ椎秤と一いう凧互、明細向卑Σ
ナ充しして、 88専一y人下条とノし、うを乃じ〃し享交して茅・’ろ。（「・㌧口

稚訂書見ユ、芽！衣川’れ／ハサ最むいうか昭知テ1年か

ら旧年ま1で、干支別1二出生撚・放と公生性比と乏しってみ
ろ．イして／口TI曹｢た小な。存生産辛ペポいハ公冒二う
！lう時系列i二並べ’た奄味1丁，九．．屋舳け出生性比、公主

率乙二う並一べ・でみて、イつモヒと一Iして、受身台したしδ1ニ

ビういう割合で’男し十乙が’受崎して”カ1ムいう放値三

いためr，こ1い1議論三してぢけ1丁，
 丘に穎桂して．みうと、年パニエっ．、Iて違．う1ア八ビ亡・、一ぐ一

！ooドついて男／o8個＜’’レし、．ノ）とこづ‘二夏耳含してお4だ’

ろうしいう二と州いえつ。 だ’小㌧、 次ナじと安産／庄しし、虫

圭佳ど仁を。し車定マ戸し1ズこ てぺったリし．合う。 二うし、う虫．産寸圭

比・べ・公主の性κ互逆卑レたκ率Σしらなし1で・． 易十同級

という仮託互しった／衛と、非常1こ間違！1左圭㍗ろわ

巾

 わしで’あいに～リっうで’、借秦己俗っ分裂刃向汀φ
至もフて． ア7ρりオリだ’、 先、験的石屋率だ’と↑るような・言表

市が’付フて“たハこ、非学㌃誤解乏’生ビて舳い1
う杣木．・最むで1も男とナ乏自由に生み分けら糺ろしいう

議論互してぢる産婦人科へ先生かちザ光｛て∴’々八つ
賃助金艮が匁・んかの産婦人科へ行け1τ＼ 自由に易しナが’

産ハるしいうよう有・説バ行わ八てお’ザ こつことは、ジ’

コー一 Xミレこ以来つ男十つ割合巧一走ピ圭麦れ．クニ後に

⑰以上1こ分ったら十が’余ってくうんだ1アハビう、布配偶
て’’

B何工弟ナ同放い1う二いご分ってち’ろわ1丁。
 だ’けゼ、地域的に閉さが’逼二った場合にル埼並．ゐ・7二1
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は、未婚肴つ数バ．1舌婚看に比べ’て予い・パ．ビうい1二

いご～／八しいうわ1い㍍規定的ド1し夫婦が’別．雇・早

身赴位した1、々うし1う、個別1つ辛情1けし“でくザだ’げ

八ビを一厚生一姐の猪裸なん1ハFよろし、戸し亡1こ厚くて狙王

維れ人の帖1え泉だ／・け印と公ハ．lllこい1分
フてお・ろわれ．セして純利し絡んで’、3番目グら状。蚕手

当互虫してち・ろ、つけ、3番目以．仁、、骨1丁し小’ら帖なんて1

才天．養手当払したらいげ舟と、ハ． いろいうな謡之・諭バイτわ4し

ろ工うになった。

 わし乙同ビよう㌃調子で、死亡統計1こげ至れ1尽く｛
／だ’tいしビポれ航訂1こついて1‡・。男十円依1二殊家一一

て～んだしいうよけ識1会が非帯1二次行して川わll
て一’ A イ う い づ と。書足羽 に 乍シ 狐4・音 し 4し乍い 1丁 〃しと’’む、 アた

実にそういうじころドな・ってら’るし忍・うんて’’’Tが’け。

外套ハ〕ハら先生、こ乃「第6禾」ハじころ1二昭和4／
年の丙午（・しすで’下1ザ こ乃耳はヤ手／η〈で男子が’！0

7．6。 こ〃しはビういう3、う1こ果＿フー二らいいんで’し工う。

青盛／0ク6iこ牟・ってち・いアヘビち、ム、庄性比乏見ろと、

／0g・3．し上パってぢろ・だかラ、 こナし．ぼ当時†っとうげ

れビ七、12一目いリ局にら’いて1ガ多ヅ枠・リ也べ’↑1一

’繰り工1丁．1どいうこしはな・いけ糺ピ’t、操り追べ’、簾リ

上1ブが’乃～・ら、前後3年間色五ビて1ス、あ乃いう議論

トなづわ1プだ’1丁八ビち、 こ乃一昭和年／卑は．前後3年間差

平均て札ぼ’ど’うな・ろハしいう議論で’一．応・済むわけだソ・こフ，

爪専い其一場で松．産性比の単純平均で’ぼいかれけ外と“亡、

秀念平均をしってみると． ／08ぐらい列間Zううっいしろ
しい・うこしバ’わが・ろ。

 しカ・し．仏バ’間馴こしブ・l1ハτ・45午、糾年、κ年乃
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3プ年Fわアこって、角下毛ないつ1こ・戦争ザ／麦で毛㌘レ1
の 1二、  ㌃寸’’、 ／o7 ／ ・カ、ら ！o7、・ユ し し、つ “・ つ ！’こ ↑ つ アニ づハ・

こ’し互工也ナ式．利ト．亨乗孝寸してλ’じは’、 本・当の．原、国イバわづ八4ノし

／いザ生いハし！lう識論もヒ’’二心で展開してし1表↑わ1よ．

 問題は、明冷39年の丙午し比抹下ろピ 当時η丙午に
よる1、戎む↑荊卑に何マる41勿荏夜で’乃っニブニわ1丁しβ呂和

風千つと守1τ、最、切刃純灯択て’わハるようド・ ／8ユ万夫

ま1してわ・ったのが’／36川二tって二・明考33年パ来つ低い

技納放〔・って．！・グこパ割7分ドμ・よ1な’
動の方バ’．夫ポ1わ1アよ。

 たづハら、前は丙午を動機しして年（前後ド進1ズしアニだ’

けで’、．産党制限は行わナし㌃ハつだけ1しビも、現住にお一い

て1↑庄見辛リア艮互したり守るこしが’太さくな・ったわ1㌔ 日

落戦争乃役σ、午床バ’生ま1したべってあ’っブ・、しだ’グ1・、

8％乃斌盟で’舛んブ～い↑いしかし、戦尋も↑い～・1ブ
で’、 丙午の並チ書もないとし、いなが’ら、 こ4しだ’げ1つ束動バ

、起こったしし1うこしけビういうこと小生。意・吹があるん
ブ三’

?｡う。青η．＼よ・り在イさプ’いたわけで’け公いしいづわ1ア

よれ1産児制限による利口牟管いくFザブニわけボ

内療 いまも‡だ迷信σ乃ろんでし江うかね・．
肴盛並ンき乏脊グ．lllよ1な卵一11人・な一たわ1γ
よ。（笑）光ういう、ξ、トおいて、今ようこういう二↓乏い

ったらよ小ううし肘づんしヘヤが’～ 石ろ八パこづいうしタ1

うに書いたわ1丁。こうい～1うド書いアニ列が’。二代才〃亨

二刀ブこりグこん公事（寸多苛択）王書いて喜んで？ろわ
け。一寸亥．1みにたくマ／し・ηこと乏秀口寸マ！しぼ’＼ ク（しくテロ

ろ二いべで。、・常例で万ザ時間ゲたって毛い→七釈
まって有ろ、 こういうようなさい方Σしてお’ろ列1こタ了し
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て・異才祁先王／バ’「統計洛稚・才合果・い1うザ1「実多知狽

知慰・1云・と、二う書11て乃．ろ。かケて’’坑τ・！八タチスチ

ーフビャ1丁れビポこ八王今元むし「タ知乏た一とバい
れ1で’、寸べ’ハらくポザか1フの1思・乏知ろへ’し」こうい1。

だ’パフ、航訂調査して、ベドい乏伺うし守F氏私は二
つし、うこじが’わハ弓ハ（で’↑が、 と一“うぞ’孝定えてくア～す．い

しいうこし互いうし、 乃乃着丈え。て！トろうヒ、 二うη、ろわ

けL
 だ’カ1ザ分五知るこしバ硬く㌘るゆえんよ。こ〆〕・灯
してr寸名寄環ユと！lう場合は、紋客グてあ・川で’、賀

春つ宇で’、相手ヅ、／πし1ツてもゼう互吐ハしてみ七グピ

しいうゴ．．場乏しろわ1丁。

 イれで’．仏バ財却マんのこつ言葉乏チ11周していうビ育

に1す、葦／1青バ勉強しようピT〆じは’多＜知いψ耳バH、

知識い1うの乏知心・といち’うどビういうこし互いお’うと

、棒わμ1ア〃一しビ毛、言分1ガいと’こがリつ／l・弓ねが、ビこz

わハ｛）アニいかという二と互知うこりぐ1ゾ鼻で’乃うと1’う

能・友乏け〕ズよろ’しい。

 賀春の立場Σ〕場合に｛す、わしぼ航訂と““い・そ
い・しし1うことΣわかってお・う’1す〃しと・’も、ぢ生えいうて

2木い、．そしてい4っせてみアニ弓．「みる々う4い」、こういって

ち’ろわワ。 宜分がわづ1・ったこし乏し、え1↑’いいんだ一～わ

利、ら肌二し乏いうてもいけ匁・し1。

 い〕・ザ（1二耗明↑うしハニは、私はピ’わハフブニ者は

川ハい1う奄・味…㌃ろわザ三1Tlノしピも、調査れ扱
調査者パ灯等で’私は二二圭で’わバろんで↑バ、 ハなアーこ

き・ハ互間さガいぐゼうで’しいグヒいう山う1ニカ。息と

困るわ1ト
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 だ／いら、対者〔んが’いつ壱いって工っ’ら札たいに、斌

菜Σ与えろすし蛾菜三衣ハろヤっと． 毒バ’カつブニら硝足菜

互紬↑で’すハ・寸多符窄い1う立場ηパて・みで川互

緊ししηわザ。だかい汗でも’間いてビ’うい左かして
ヤううと・カ・、 お工えこ十しブ＝二’しアηことしか矢口ご・れ月刊・しい

う、3・づ1二なろ。

 ある時κHボ国腎調。登乏五し’’て日谷の国のため〔’

ること／バ’わパ）た！・というβ1うな謙遜．な気符いぐあった

ん・だ’1T i一しビも、 だ’んだソ）ド1‡、 ラ見失刈調査・F打てう謙豆包

プr気宇手ちヱなくして、 二う十ブハると、 こういう“・う㌃こ

し ド な、っ て  ＝ら’ろ ん じ’† 乍 し、イ、 し 民・っ アニ り す う。  そ ナして’’’

足飛びして舳い．．1さ粟帷幻‘）・言葉でわか一／－／

すろこい丁、非弗に尼陳なんで↑。

 そ’しし， 国際条充訂卑ヒφ・し、うつで’、 ほ’一くが’一番守らし、

なの1本、 先追、邑し宇進国し後追国、 後追国とし、うかわツ

に開発止工国・｛しDc〆e／o｛々ω〃τグ／”こん㌃き葉バ石

パフ肌！・戸～・・町1・ジ㌦！・1のはい！lち葉よ出

だけビ、 先進国とい・うもつは、 もう通＿去ドら’いて発色し

た七ので．毛う発孟一がしまってぢる厘η二とよ。I

 わし与学生F講一義するし専r、寄すんこキこれ巾、ら爪

！・にμ…1・〆πけ方い看だ・わ！らパう盈去1ニプいて
発蓬1唯一了しポー口ε・θ！・戸εa・・μ心ブで。すう、新！い

ものぼ炎でこれビヤ牟し1木・、． ｱういっとろいプ†っ1㍗
り． 九i色国て’’形ない、 後追国で’もな・いしいう二し1：たれ

ば二  守一進．．国 し い う ち 乃 功べて’’す る 。  こ こ ↓＝ 国瞬ミの ／㌧ 日参翁 に

お’し1て、イう11う国別の発遺．．彼柑説とレ1うこしがパ澗題．ll

なろわザ
 ノいごヒ1二ち’いでは’〈バ思・うの1す・人掌晩時／いご廻岬
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が’亡くグノ1して，商事商策ベノ灯いリ舞師｛こ㌘ろい・．

いわゆる職菜にっづハなハっブビ時べr、 あう＼バ、弁べに多

”、研究。マしてヤろうし糺’つて、 ．でニ ドの人口間，睡調査と

いグ1・うかこと互いわ1したザ1“、・一トハ文献’五調べて、

イニドの人口間趣．しいうこい二ついて所兜釈舌して、文

者け列・科学所免として虫してもらっ仁こいあろし、イ
れヵ1ら，戦争最千1二「中国一っ在見、利限ど人口．間、題。とし1

う文男戸言者の本互、 刀う一ベド・喬司訳レてj毛らフて、 々火し乏育羊・

言尼してラ余・マ 1こ虫↑ と。い う ヒ こ ろ 工 て｝こ さ’’っ 1丁た乃 カぐ力つ

だけ八ビも、々ハ原稿一σ京卯、欠字へ萩けた本ま、浴衣して

おりません。

 尺1ガ’†’な・バら、いまザ茂追．国．ヒいわ糺てち・ろイニド’と

か叉那列人口間．蟹．1け’・）乃ろへ5／ハということ乏考えて

州って’’、現先ハけ紋訂〕・ム主性比い・、・しし～

ソビ’エトにつllてt同派ブけナしビも．・ぺ1いう歳浦ハピ’

う理解㍑しろかというこい丁暇バ．～｝’’号たよう。．只・体

的‘こは． 青η台湾の．＼口乏舌って中国乃／㌧日なり、 光う

し、うちつ乏荏・もしア・らというよう㌃思・いが’乃るわげで’了

れ。現実には、 守堕の人口間、題しいう二しFついてぼ、

．非常ド厳しい・夫婦工人が2一八以上乃手イ共乏在かと，親

η矢菜問題が’悪いてボニ1、「手背け幻」け、文
字ど’ち’り亨ついこと乏し1ってち・る。イういう国が’よく亡

あ’・ゐ‡て’1閨A底的1二度見制限㍗り三跡みnったし思・プ こ
れが’齧{当F光うなつが、クニて‡えなつハという二とが’問

題Fいかう、私ら中国へ行ったら，ハいう二い言回
べ’てみ｛ピ’うた’るつカ・ど思・ったり’い。

 こ札か与斗傭・の民づll“乃ろい1わ八ブニ時κド、叶国．人口

乏問題．1こ寸十したり、 々八からて1レサス列 「、ん口論」 にぢ
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いて．守国列．ぺ0咋ビうし1う5・うド↑ってち’ろハじいう
議論けてくるトれ。． o・ら、ハいう知味では、展某
国㌃んすハレレて1 疋研η．人口 という 舌のが’、 て1レサスη

1㌧口論つ間盟にもいてお’ろし．ノ乏して力ん仁と関追丁

ろ／ハら！lうげ八ビも、禁酒問、盟～二てくろわ｛

 米之つ、／l’して酒ド↑るよ1川、こ八五入間F食わした
抑’一 謔ﾁt‡0七人口1二7・ラ叉1二なる、二ういう方之方月

ろ八木・㌧沖ドるい丁札ピ1モ、いで’’・どいうしポこぼ、米至

っ～くして酒に守る工 11，lL食うこ・と一番できる。 だ’げと1、．平

生ハら酒につくらT’I｛こち’〈と、～生産性バ落方でしま

う。だ’か．ら、いプとし1うし手には・酒1こて†’と米て”食う

こと。もでさる ヒいう意・口束て∴ 、食タ星間是墓乙ぢあ’らかにし・う

しられるわれ。

 ハ11う論法工もってす〆し1ズ先ほど・パ・ブニぼ’．こつ闇

愚で’も同様なわけしい寸’1い・うしポニブニiで二けめ1じ

は’・羊κたけ節約で専ろワ才しビも1初ハからだボニ三ヤ

めてぢった弓、ゼう七ならね．こヒにもな’ろし、々～工剛
に、フーズこ賛戒論て。亡ゐり主せんが’ね．

 そういう喬味て＼疋亡率η双香1こ重れ置くだハニ、
耗肩生まれづえしザす久ぼ’よろしいどいう議論ドまで’い

（こしσプメだ’・々うし、う惹・味て“、 炎生率し弛と率し乃

相関関係㌘り才8衆閑ノ糸という一七のは、ノ衣添1乙し・て乃るも

ザ…’。存㍑学説として博、死と率が出生率互規足可る

い1う「〈口多力隠平行諭」が’行わ八てお’フたわげよ。私

σ困呆関係として、むしろ宏生率しし1一うラのバ死亡率に
影響互挿っし1ん1～、だ1・㍑圭敢ダ死亡放よ1バ多い

い1う．ハ言むプ三’だ’げれビ走、むブしいア～ズ広生フ曽畑・1ぐ

あ‡1望月↑ハった未開、野蛮時べしいう毛（が’乃ラた．
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えういう充・味て’’．先はゼつ「圭べよ等狙よ丸に元痢よ」

しか、べ1レテ才ン．乃ポピュラ千オニス・ティークじllう二

いす、ヤっ1川人口η繁組しいうこどバ’前提1二いてい
ろわけ。繁狙しようし思・ってもマ，イすス（死亡バ力ろた

州こ、彫・う工うに繁殖し㌃い、しかし．π亡、つ縄互・かい

くぐ’って、地球上に痛巧滴・ちてほしいい・1希望の言粟、

仁て家えよ。々ういう意・味で’耳1一〕ゴ、、緯局ヘロク曽、延．諭看

い1う／l・、々川・属可ろわけよ1

 ハいうこけ！lうし、㍗’’．火口増襖ガ千エッフじい
う巾・．刺激剤にいて、・戦争三養匙マろ～軍国主義だ一

とし、う13・うにし、わ〃しるわ1すよ一だ1丁ギ、珂三毛って軍国

主義し↑る1・い11間蓮にいて。くる々∴丁で1一■ 桙ﾗつ反
日失しいう こ ヒ1二な、外ば’、 ジ’斗一ス ミ 1レじ（ よ う し二、 犀迂争

の従軍牧師ヒしてヤってお・八ほ’’、 7り一ト“リビ丈帯刀ε

］こゐれ1ゴ依然し’して．ん口卿張え羨というポ）ドとら1・し

ろ傾向・が’みる、

 だ1すヒ’’、最、郁っころ書いた議論から↑オ〕ズ、林’時中ほ

つい「右専言己」乙小じ’ってヤ1〕㍗’、π七マる方n／”0匹

え殺↑という人バ乃1川“、私〃ポ〃四手。煤至聖一みましょ

うしし1う議論に食ってくる。現廷η．㌧口1｝いてぼ、／0

oo勿＼の／8生まナしてイ。a0分巧6ダ乙れよう になって ち’っても、

北う！lうぜバ乙序柴ηという奄昧てば，あ．ガけえて
な’

｢現状’1こいていま↑というこしが判断で’いい丁し
 キれ乙無理ヤり に・ 狙生イコーレ、死・亡という阜定・トロ

1こ持っていこう’しレアニりマることlt． 妻丁5爽可ることドな

ろ。 で’もマ1レサ又至、 私が’理一角界してあ’ろ7良一）1二お・し1てけ、

虫生憎抑い1うこ．しが’刺赦剤1ニサ．て、いろんな季｝芥的

な発．展牟り改良が’な・㍑しておる。
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 光外バ’減1いえ↑1〕ゴ可べ’て解決というβ1う’↑丘信ベ

チ見に庄びこってぢろづハら、 こと一しの更でしブ’こカ・．屑一生首

のこういう発芽しっゴ乃つ．たしす一二、 みる努力ぐこういっどっ

庁わll工れ・．「臼本の人口い僚川0万け・て・〃0万
、へぐい、・バ也当て・乃る。元木しバ通．当入口だ’し肥・わ八ろ。

もし、、ぺ㌧口・ク管カロな小1〕セしエ“、プ1巴イ面づバ’毎く二η㌧って「一テト‘こイ主

・む・ことが’て“守 ろ て1・しよ う」 一し いう よう 4・こ し左、 秦斤聞乃

段着1こ書いてぢろ。地価問題1こて・、パリ丁てれ・

 セういうこい太現実1二泉村、従犯で何ぼ’で、毛乃ろわ一丁
よ。I

H丸が’仁だ同厳で，ル専並列クマバ虫るしころtん
か何坪員ったってし．よう／lぐ年いわけいL し巾・し・耳て

ナ七個がリニー村ってさてぢる。 だから、 一ぐレサ入乃「．人口多免

茎手羊見し て、 り カ 1レト・’一列  「ナ。代τ疋乗」 なリ し1ろ し、ろ な・

千のづバ’松て5てち’呑わ1丁よ。

内春先ぽ川中国（米の場末で・㍗1’、㍑酒F． ﾅえる
しいiけ1〕ハらい1った扇合に、頑至っくらな・いこいこ
なる｝黶D合Hま舳生産が’非洋に春ちろて“しょう。

肴藍本当r食種1・困っブこら、米至．食糧に回けこらよう
しい一 墲ｯよ。 だカ・ら、桑蚤奔全イ本の発ノ民芝一燃・。合的1こ一考える

べさで’あ っ て． 1†方方仔え κは’’片方 へ いく 乙 い う よ う な一吉

んじ’’ヤ↑いんデという議論バ、マ1レサス’の「、人口論」つ

千ド虫でくる．

穴冷 κのし5祭酒じいう≒と重来請て“いうと 一（丁酬戸ε一

戦C・んκ似επτ）㌦いフて、放してアンチ（れτリ

アレコー1レでほない／しで了れ。 日本諸1てば禁しいう宇乏

使い・まし乍1丁μ“ポま純刺・ヤ1一しいうような紙
なんで’可ね。 ヲ里一性でコ ントロー1レして、 遮友ドヤヘ1てい

いんプ～．
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肴藍  だが弓・産党制限について．着1 モラ1レ千コニック（

逓ニイ陪・的才坪和j）互してち’うね。 才勿テ星奮勺ビニ、 乃な・ア＝つ二二至

茸善真してまマガ、し力、、 断孝室していまて小とハはいってな

いわげ。 ただ． εラ1レコントローレしヵ1・ 也1レフコニ ド

ロー1レとか、富己責任の問題…なつぞ・いろ。

 々 れ一から、 ／＼／セ。ンIあブニ り にも 域て ち、Iろ 工丁としピ亡・  ピ

う し、う夫婦が席々昏で’守て、 ビう し、う 夫婦が’て’’．李 なく て、

一ビういう穴婦が’平イれ待つことバで守ろハで1すな11かと

！1うこと互いうヒろわ～形式的1二千エック、税制てろ
こしで’は4、いわ十し  《侭1いごモラレがゐって↑ろ 二しよね・

モう1レとノ力、・倫理とか五タド形的に〆tへ押しっlTブ’ニブてダ、メ

食ん㌦れ。

内洛先生、含1著に行ハれまし7こバ、llつ一い。

青盛台湾、行㍑し仁．

～阜．昭和何年ア

青藍 昭和4（／9ユ9）年乃4局がらぐ局、 1月ぽビ台～著
                       ノッ フウ サ・．ン
ヘ行って、 台メしの．巨．舎互公て下丁里二4、のところから能高ム

互越えてた皇尭へ払て、々にかシ米海、竿互こっちへ氏っ

て言だ。

 光うしたら・その王卑1二寮社ノ春ハ尋什バ、廷・こって・雰

社乃番人が殺マれました。霧舳、春M手狭というもの
は実直有・もので“マ～わしらユこ対してもrわぼよう二“マ”

いま可⊥しいって，日本～二なついてぢった。務社番卒

竹であ札互皆殺しに・してし圭っブニわ1〔㍍舳〕τ惜しい

こし互した舌んヒャど赴1グ 霧杜．養身竹しいうのグゐフ

た。

 か‡ビし1った、 几堤道一の孟ぺ館グらハ訪は 「、純計学群礼
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ノ）守にちらっと書レ、とろけ4しゼ亡． ‘つ毛考欠字は虫でち1

らハ、二札z私が’諌歳しフニじハニ．時尋間、盟が’、イうい

う貌明の千Fちら・し公て片ろんで’て。だ’ハ㌧、北海並
庁の航訂諜こ二艮みた1）ち、 ユ～3、君も、 乃巧省ケに乗って凡

人ノで’し ま っ た。

 二の同／’’いド3人はゼ北陸のナの青一年バ’、こういラ
岳分に象っとフブニらタしハ・かもレ㌧〈し赴・って、 舟δzτ年1）よ

うとしたわ1アよ・船ド乗った以上一般禾な・／柵員のいう

こと左間1けいって、個人として降うぐい八った、セ・八
で’ま3等船室かμい1て、個人として降’ ^ようしレた
今チノ／～い’うたら・団体交矛↑ハ1らぢまえら行二う

じいって・5人ぼ与“で’行って欠ヂしブニザ峰うレ戸わ一1丁

ト3．石降うしブ・後で’・5、后つ硫訂詠細フ打かバ＼宋末

へ行づハ1こヤな弓れかうしし、って衆って亨仁。 そ・ラし7二弓、

／ぐ78！壱の中から5矛引いて3、石プラ入．ぼしんピこヌしんだ

会・ノけよれ。

膿喜その船は沈んだ’い1て、、㍗・・

青卒洞爺い沈んだ・
内年ゐ乃、洞斧凡て“↑～
青変洞斧札孝件のこし互「社会純計学所、充・の「級訂

．敦膏つ課題1こっいて・Iというところで∴ド7ター・ライ
入 ヒ デド’り ツ フ しの 日ノドの徒言†刊、度の並し／ペイしと い、う 問、題

を狐っμさに、／ユヘ㌧ジに書い一 ﾄ舳んいヤーれ。
 ・例年二石二十日苅後1二わ・1い台風，つ予測にフし、て，

気象含当率肴ハ茅ハこポ向わけ、往・・にして時空け
乾圃ドわμ純計資料乃燃・合員句判断と息張とη迎破性に

ミステイク。言条堺）互．又覆・員こけヅ＜ぼ㌣い．当時

げ南方ヤ北方ザ手工に川アろ包烹、観測船、弗循飛行．稀ぢ
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よび’’経宇予算つ不足い・こつこしババアニハ羊・当ゼ石

ろドしてゲ中1こぼ亀手書1．恥硬バ’な・い二と三予測不能1／

，凧因況可ろ扱師バ11アこ乎芙ば、当初・可欠しいので’’！ける

圭いカ㌧年・く蔵・㌣つ敬多い経験と碍・ぐ句1・㌣／）杯’見巧栗ん

互、側イ千に余念・合し判雌丁マベ’書カ、ハ能力乏欠4ローじるこし1ま、

花いかくセ介し㌧ レーダ1㌧三一具循せ．る国株青函逸争昏船洞

斧札争件か’’．教えるも巧乏尺1倉マ4ヅ阜1川・いて’’巧乃うカリ

い113・うにして、／い当時1τ事実’茎チロー／員／ハら．・チ

00何くのハで’、3名クベ降りて5一石が’乗・・て、死亡1肴つ

駅にけわ／ユ・！〕アれバ，訂卓稀回して船バ1疋むのバ

わハるかで’’・なしr、 ！3号令臥バ’来どフてノ色いから降ろ一し

之’’らし、つこしげいって右エイい乃う。 キの当買手↓す一1 ‡ブ’；’÷†

耳碕が’．発進．していい・っブ・1Tlんヒモ、レーダ㌧が’な1丁八

は行けれい・と・いフて、ここで1ポ将来巧予測π片。ψ・しい

ということ互いっしろ。

 たグ≒’． 対者戸マんが’、 同時に予測でるたカ1二も‘つ三礼6

んだ’ヒいろ予測は、セう／0年、工0耳牝つこしで’1丁ないわ

けよ。規芙η作動の予測て“ゐってね・

内巻降りた3人乃人というつけ、舌う互規的ドわかっ

てい仁んで7枠。
肴産互観印にわかったわ1アよ。カなブニ万本ドけ／ま

でが’、乃乃し1うしころれ・

外海台舳寮ネエ春人バ殺けたとllうのぽピういうこ
しブ～っブニんです～

希査ゼ1いうへま乃幕牡、春の攻冷、含榊改州二灯
↑ろ反俗い1うカ・、ビ・）いう原因がよく調べ’てみアニgい

い1↑八ビポ雑居、寮征。春つ十三．仁けて！1訴て’’（い

τハ・発1いけ札ど’毛、 日本人ガ犯しアニ列互、 げしから灯と
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いってそ刈入乙アニブニ専孝之しアニとしま丁れ・セん．㌃こ、と乏

してじいう乃て’’、取人Σ討伐して全減㍑アごよ・）㌃等付

か乃ろわ1丁よ。

だ’ハ台湾つ行舳非ギ・1まくい・て1’ろわけア～1↑
八ビも、 畦一の欠、1毛、川霧杜．番号イ午だ’。

 この前、寮歌祭て1、含≠し局等字衣の、）1’台湾の春人三二な

1て、株踊1）グ〔したから、、私は霧杜蕎辛什けに
                 せ            ！あ々二へ行ったんだ、 だ’から， 台湾乃・腎・、人1つ絹リ乏含ゴし

高等単衣の八が’ま抽ろ列はいいけ’←しゼ毛、霧社蕎・パと二う

た’ったがしし、うニヒ三タムは末口って片ろ／しブ～とし・う．詐乏し

たおけよ。 々うし1うジ1・）な、 そ八こそ・グ紋辛刷が＼計の

六グら天を．つそ’〈ということにI㍗フアニり、速依して、もる

と、 育’’人ノけ’’しいうこど1二㌻ろわI1丁よ。

＾浄禾内厚先生1し新湊戸先生／1ぐ植民政束の講義パ
ざr二の話互して、！べっ毛泣．雪一・有・折衷戸締丘毛生一ガ非等

に憤既して漆羨レブニのバ叩泉1こ賎フていゲ1うで’㍗L

㍉争／千パいご、湘当侭咋どllづことで’可よ。舟隊
マんが’訂代した話てしょう。ノピし互して馬民至喪しだと

いう’めで非常1二憤慨レて謁二義をしブこという話バるつ7二ん

で↑よ。I �､F症厚な先生で’可1↑れヒモれ・二の車代tl

ついては・’“一’’．

肴笠 私七光ういうこしブど赴うんだ、

 私レ緒｛・訪れていっ．アニの縦、一いにのぺぞ．台湾の

於督肩の警察関イ条におフい・ソ、雪祭関株至たピフて、

旅行1て氷歩所に奇1ゾ“奈Σ欲ましていll㌧
のビが’渇くか今お条tスー小1）．飲んで・川・と．．ぢ．一奈1つ戒か

・バ’

ｪ1二上って、夜ビ中う眠いけ小っブこごと1バ’ゐグノを
八．て“どうとうお茶Σ・飲孔∴／l・1・／りtこ高い！！いつ冴・KΣ組んだ1
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あつ着氷で’て弓りヤに1ダらハでよ／lいアニiTへし’’走れ。

 そオしし、いい七び’人ア…丁八七亡．ム、本来綱・乃ヒし1う、八

が’7リ．人一ザヤニ・で’、種一氏アた策しいうそ刈色ヤって、 ノそして．

植民政葬いくて1ハぐ植㍑二足乗1つ程聴・たとい1よ1な・

講・義至しておらへた．われ。 ・そ、つ人け、熔川虎三さんη先

生でも乃みし、れしから「、雫、・祭諭・とい一で、頑、、泉な／．

光ういうニヒ乏財布寸んバ論し’’てぢら札る・ノそ八ヒ婚1リ

すんη水産経弁至八ナしたr泉穴径済」という’舌のも関皇．

してお’ったレ、わしダザ戦時中η八口問題．というデつ
は． 満州国へ行くこと。バ／（口の発・ノ氏でゐろこど．・七八一八

ら九追諭バポUで嗣追．論がパ仁リして、れしは戦争尺
朱的㌃．㌧口清毛。非宰1こ多／ハった．

 だ1↑れと’も，財邪先生バ！lわ人州1こけ、南進一論、丸

追論そ結、構だけとし・ビも，「高リ・しゴらめヤ富士の高嶺乙ユと

し、ってお’ら4しろ。 々うし、う・授蒲’て“あ青ハと・ 紅ブ1ぐアニま不二

ま婦氏三ヤってぢろ仁川二・／・ワイ却氏ヒいう着い二
け考えて．、光ん／ハら朗冷’つ未卑ド、日、本の天皇1つ手狭

至乃そこの一国王が’寄1こもらえ1ゴ，あ々二は日．谷姫ドなっ

てち’っ7’ニカ・も4フイハられという屈三定が’るう斗フI ｯ工。 セうい

う荒・味か弓↑ナ〕ゴ角進、諭列がわりド、八ワ。イエ昌領して．

ハワイε巨、谷万国土Fして手τ打てポ、ゐハ・方が’よっば

ど’いいし’ヤな←、イハじいうこと差し、づたこしもゐ呑。

 ワ㍑“も、政策ど絡バ、耗枠しいう・が、・ま川↑人

q諭バで’ざI狐．マ■レサ“婦任官由で’†って川場合」

ハン色ンの1移住自由1つ、原則互前オを1二して、一国の！㌧U乃

菜えば、秤市、ん0反び’看戸市文κη束えにゐろ、 夫の丈κ巧

宇～’1こ｛・フてら’るもハ7、光ういう人八文化性で’乃ろと

いう識論よ。だ’1↑ビ、ハ走り戦争が’激しくなゲζ、石．けに
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入ってくるし．卸帝人口けゼんど・ん派減．可ろ。 ノピつ欣減

えビ’う↑って言正明可る小い1う歳請に㌃フでくザ

 これはア、／ヌIグノヅ放民祇（．琢斌と同じ’よう1二、紋件

の卸市、八口という亡・ハバ’イう簡単1二凧減可ろわ1け’ヘケ

い㌧ メくバ’入水しハわるように11嗅ぺにかわってし、く。 〔一’！じと’

も、I五生年乏1世バと↑人1で、 5世へと1、うこしけ． ク←年

たてば’全飾師市、んロバ’郊外の囲・舎人口ど入／しかわった壱

同蕨になるという識論互．展開した一いけ・そうてκば’結

果としての肴け文化バ残ろ。

 これ互対者㍑んの書11アニ序文によ1いで’．「え表と一窄．秩で

書く3κ昼・というこい二なろ。3代81丁衰互禾うかも
しれなllいけ、も、その人つ老へ書は、文那風つ虎．蘇巧

竜じしての文／しが’残るという．青え方，こ札乏応・月／・いで1

アメリ声へ移民に行って、衣・マでくる。行って戻ってδ
ただ’ Aけなら何毛．ないけゼ・．脅柱して得ら1しブニ敢養な1）文

κヤ生産Iカと！l．うもつ互応・用て札ば’、プこどえて11えば’、

、広島．1こお’けろ 東洋エ1菜 し い う 亡 つ け・ アメ り カ彩 民が’符

フて．戻った放榊産物で乃るhけガ七1・しバ現引こあ’い

てフズードし提．捜した！）何ヤらい是．携しピ〔ろ時代’が’

釆7二り！てお’ろわ7よ．

内海 7メリカに考民で行ってち’ったわ1すて’’マガ・・

青藍 移民か㍉戻った人バ’国内て“一番発して、 々う・・いう尋

朱三一興したわげよ。々うマ＾、日本て1’居心’丸バよ＜な

カ・ったも巧は一っ亡中身バよくなってllないわけ．だけ
ギしビガ当時詑んブ文亭犬Ilこよ1しは“、稀／主．肴精神というも

のが人出乏奮発ぐせる4つけよ。 同ビ人が・同し・・ところ！こ値

メしで’正♪r プ’こ・列 て’’し‡、  ／ ！フ t 賢 く 有・ら ／ふ。

 ただ1棉住っ終着、発、杯かい1丸は、ネサ（千の上・九戸管
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紋は舌弓うん行力）よ・ 守・つ上｛行か匁。下流τ青竜尺、下つ

下は農奴てい公ら糺八わ1丁よ。中1；つ下ゴハ、下η上ハ＼バ千名

民に行＜∵そして々月先砺ヵして・1－1咋↑’ってく孔
中↓二は、 成功一じ’1「’にダ’メ ’二，㌘つ、て しまう／＼毛 ちろキ’パア・

々うし、・う、3・うに秀多民1つ捕・ネ中互しってぢろ。

 元木しグ国策として外国へ行ってノこロー間一題．左解穴したリ

なんかしてぢろように見・えろ74ノしと：’亡、 こと・r丘一・金互い

ヤバ’っておる・々八は孝見子ぐうみ・て“行マてお’るんなら丘

金セれで’もし1いけ十しピ’七、親ヤ子4共乏残してお・る限／、

送金・い’’ろ互得年11われ。け八ビ毛．ハし左通．、じ’て、カ

ナダヤハワ！し巳本しつ交丸・わし！j・ら、明糾／耳F阜
事ぺ結推η禁、上しづいいうんなことがしハっアニため1こ、村ビ印

う邦氏1二。転向し仁りしブ㍉

 最後ユニ移民バ停止、．にザブニ川τ．八正ポ年ぐ’らい乃阜

兵柘婚→葉ハ1、秤土条条勺みたいザしで行tT㍗くガ

たわ1丁よ一7／しビ七、トラは犯して皮互残可よ11二、†多
民七七うし1うよい面毛ゐろし．、赦端にし1えば棄民ドなっ

ブ・、民族乏槍て7二時べもある←フけよ。

れ奄向こうF行って、もう帰らないわlTて1’てか・

肴盈帰“・11か、るつ巧でつ川tてしまうわけ。
 だ／1・ら稀民政策にら・11て、先はビいうアこ祈濯戸稲丘と、

I々η弄壬列爪河原句し小いうくダ「稀民諭4という．本王
書いてぢろ。． 当時の移民間題みたいなこじで’戸田タ喜・市～

カぐ書翁交互r著し、ブ’こりしておろし、 当月手刈先生一↑…中学1二碕・等

間一懇い1つい至尊皇レて、そういう時手間、趣．に・・いて

の諭㍑書い八が多かるアこわけL
 こ八1‡戦後、商等学放散育つ月残1μして残って、玖
タ含寿蚤タ帝じいう一・肩是永レ会に灯して 「・項子率間一庭更」 ヒいうそ・つ
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づ1ぐゐって、 こ十しバ’勅に分って、 径一定一とかク巴チ星。しっハし、う手叶

昌互フントローレIてるいい科昌1ニプいてち’っアニ。ハしバ、

いつパ品にγら時等間、題．バ1れてしまって「改冷径ヰ・

に乍って、．ノ乏して卑仙，ブけバ半、学一山バ’ユ単位しい7二7ニ

ハに、社会問題、・i・工臼．谷吏とセ界史という、1・う1二して、私

らの考えろ八文・杜念・自舳3采ヲ／バうまく溶iT合う
しいづ、苧、ダ㌃く㌃っブニ。二’い二、時尋間、悪互グして歴

史間題1こ振い・たて、統計軟青↑・ろ場合r七．航許敢脊

にぼ厘＝史1す出てこ㌃いわ汀アご。

 白う1フ．航訂ノ敢育についてllいで．景他聞いアニニと

だ1丁糺ビも、学生耕争のいつ学文がら綬珂い・う科目

バ1芦復て’’㌃くなって、代旅の千1二吸収すへたわ1TL々
こて“ Aラ＜つ敏掌の先王1㍑壷．果的4・べ旅乃み講敦してい

る．茂何乏説明し狂いから、ク’うフつこいわ1ハいよよ

う1こな～ゴ、次ηべつ謙諭して～い刈／至標バわ小弓

瓜ようになろ一々う↑ると一面的に．木学列先王いrし
から’黷ｵし、ってつろし工1プてヤっつ1丁てしまうようFな・

って・．自分1て何立行ってあ’いかという二川位在づ’tT
イベて“ ｷ 凧 本 う 1こ なっ た し い う 商辛亥毛至↑ う ／㌧が’ち’る 巾・ら、

この前、 萎宋学ペフって多た言††らてぢる／㌧に聞いたら、 そう

介んじ“ヤというヒった、
 だ巾・弓． グ’うフ房定着で’一ノ昏商是茎．1こなるη ぼ、 グ’ラ 7 乙

れい1．Hしていろげ人バ、純計表ダボて、ク山ラ
フが’で’事石一々外φ．ぐ’ブラフの八バ先行してあ’ろようド方

えろい丁・々札で私ら一’芙・楯間確．一㍑九の舛計図
衣が弓て〆〕で’、じ又一トク’ラムじじストフI・ラフとユ五り乃

ろわ1アよ・ だかソ、 乗交ゲ’ラフて”ないじ八トプ’ラAという

そ川τ「芥空列矩．形図ユヒ、私ら訳して～θいまこ｝うば、
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君列図というか．柱η図・とllう一／・う1二いってち’ろ。こへ

1て対して棒図の．こは「棒グ’ラ7・どい1て川。

 この前、うちη孤に、「棒ゲラフと榊〃国とどう孟う仙

といっブ・与．「棒は非速綻である、い・し柱形図は遂航し

てお’る」 とL、う。セIれはイ列どち’9よ。

 れてフ’’ラ7で問題1こ㌃ることほ・「作れ線グう・ユ、乃

ん↑しょうもな’い言葉使って七らうと困るよ。．「杵線図」
上。

内海  ヒストプラAしし1う列けわかろんで’↑が’． ヒスト

グ’ラ7しし、うのは曲、条乏ドなろわげで’てが。

号盛  曲条宗に㌃った1場合きグ1弓7という． ブ・ど’か弓、 7リ

7エン・シー・ダブ’ザじ差グラフムいっアこ1，何し小
いう。

 含‘栗のぺ、リ ラr は ゼう て’’も い し、げ・ゼ、 萎文学 にちけろ ク1’ラ

7い1ういぼ．純計図表乏耳した．航計図で・1丁ない、、亭・
タ1泉レ’崇・タ身互移び’つリ’てお’るだけで。 面禾交図秀一こ㌘フてし、

辛し、もハ三ブラフというお’それ一が’ある。 二しF時条列に

お’いて時間バ遠一うどし、う二し1す、 ／つも条だいてち’るわ1丁

し’’ヤ乍いわれ。 時間乃連玩でほなくて、 統計にどシ4・しト

府容の星航い1うことバ間題ドならなけ〆Uブいけな・い一

向療 茂何バなくなったどいうつ螂， ど’’ういうわ1丁なん

で’し工うかれ．

肴笠 々れ、は数学（先生しいうものが、青べ幾何の先生

け．1一戦竹生け‘l！て・そ久それ作丁時間い・単
位プ11丁ゲで’うてあ’っアニ．1丁八ビも、歓等つ一うちて㌧奄偉1・．

先生いで歓の先生でゐろい1う3、う一・して、関数関係の

み1二抽象して識論〔ろ工うllな・ってポ。．テ～ハ私ら

じして1↑、当然残州わ加ってぢ．ろ毛つ仁赴・ってる’グア
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れピ1も． いつη間1こヤり、 彦文育体系にち’いて々＾ういう毛

めが・能ぐ八つっあろわ↓丁よ、

 こしにぢもしろいのけ、 八手参式、葛貧つし5にぼわブ’わざ’

「航訂反び確率は八掌試験か弓昧く」ど1、う言いオをレ
てお・ったわ1丁よ。「殊＜・じ11うこい1・木学下八ってヶ1

らしっ／ハり守るい1うこい・ビうボ株いてお’今なが’ら、

航訂享巧圭卑な問題1本碓辛で’あるが’、航計学け’戦客

ない・、敢弁舌仮う1丁ゼ、中身の乃る集団ししての七の

至問題1こてろの小ピいう問題バ虫てくろわ1プ
 ノそうは“ら1ゴらし、ってぢるんし“ヤぢかしし1カ・弓、 こうい

うことは間尺艮にしブ．二し、ど陪・って、 孝生聞の乍πり才反す差こう

いう～・う1こ印刷して寺でぢるんで寸が’出二しし（／98o

年）の〃同1日．現在て’’、已川米の作付面積ヒ収牙隻予禰、

量が9ク6／万ト／ドなったじ／lう純計的尋笑茎いグこ札
か’’癆N乃88乃ということはg／4／万卜／ヵ1・私乃アキスト

でも何万1／しいう一生産量バある一年何面積も減反減反

で’減らしてお’ろわけよ。ハt夏作11面1積で’割八はソ。へ7

タ二レ当た1〔収穫量・全国甲州4κ午Fブラ・～
札る。 しいうこ仁は． μ叉穣予禍・量互作付面種て“割ったわ

げ。レかし、“収穫予得量い1うもハボ谷都丘府糸
別（作林と．ビーう毛つ茎聞いて・ イレて作付面積ト科しアた

ものに午ろ…の収穫予裾・量互作付面積で割った．1のかご

全国の郁査肩昇別の／・へ79－1レ当た／（収穫量い1う

こと1二年っておろわげよ。

 光八か弓、作況推紋乃河平年比という二とt木・青から、

五元7年間の1うて’’一＜けた年け作のヰ互脈いて。

ぐ年間巧平均互しってぢろθ κう↑るヒ88％ド有’ろ。 だ’

1丁し・’、全国の航訂が’充・味バ乃るように㍑てぢろし寸ビ・
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笑は、、各都丘府井の生在量を集計レて抑ハて全国バで5
てぢろわげよ。々して5j亙り乃系列乃うちて’’、「水稲つ竹

本丙」互r千年並ネ」 と下ヤヤ不良ユと「不．良」 ど「着し

1・不一良・η牛分法で’～アて片ろ／アハビポ仏は今彦のみ

すけ1’誰1二しJ二うど起って、 二二F3並‘）の一夜4文分布之つ

くってλブニわ1プ．よ。 だ’カ、ら、 こういラ、3、うなこし乏て6

（は「初めに平均乃り」で、は㌘＜て、全体ハ兇万別つ作

柄ゲピ’うあい・しいうこしグ間趨介んでrよ．だか今3

五りの度株分布1ニダ刈仁つが’こういう二いこいてμ
わ1丁よ。

 圭↑3番目の、谷一着戸在府昇別（「予偲・収穫量」い1う

い（絶好駅の分布乏見ろブニハニ、「ケ00万以」二・、「／・0

↑以上。、・ぐ00↑以上」、々して’「ユ00ημ・、「／・・万

以下」 ｛こ分けろと⊂一衣参照）驚くなか八、「／00丁以下」

4県が’3土で、光の次小“工00↑トン以上が’ユO・こういう31

うに並介斤で’、最下放カ・多いわ1㌧一奄多い乃ほ！万7

0o杯ぽ1’〔・る。秋田楽穴・’’6ユ6い1、果の、名前バ出て＜る

わ1†～ だヵ・ザ こういう分布は丁手型一分布で’、 平均と

っちヤし1けなllわ1丁よ。最爪多放・は／00万トン以下η紋

が多歓亙いて舳わlTよ。 〔を靖笑ザびつ
 セ札か今次っ系列は、／0ヘフターllノ当たツバ平均収穫

量しいうも乃亙度数分布1・とるピ こ札は58oぐらいz

平均分布しして、 ビうヤク47秤在府県が／レてレ休布に

なってち・ろ、 し仰し、前年ド河てる作雁しい・う吉つΣと

ろじ、／oo％1二並いしこうが’4，97％のもηバ1ユとし1う

～・う1二してこ二rムベ巧ろ月と、光レノしか弓、 平均の財％

のし二ろH工3ぐ’い1しかない。々して二う／lう分布（
5表）一｛こ↑ってわ’る。 しいうこしぴ、 こグ）分布は。4乍芥再
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バ／・09・1こ五．いし二るか“最大の山ドなってあ’ろ、 しll・し、

1全体の平均ししてほげ乃という～・う1こゐらわ八てぢるわ
1丁よθ

 その3亙／の分布互、仏パ弟いし㍑得都し耳ろ湘関
座席、l1相み並んだ’㍑バ乃ガれUτ府弁別η免打放互
オ賞にしって、 々レて頁疋へ高乏肩た1こどる一己、並オ昌閣といい

ますが、真ん守（すへこ“ちやご’ちヤと柳在府弁が’亜5ぐわ

けよψしかしち’モしろ11こし1ザ沖縄、青森声手、九
タ吾逓二，二ういうδ、うF耳（札るし．こ一ろぼイ乍才再の！00％貢疋へ

て芒、 日本全国の木の生産ド！つ右プラ叉1二ならな・い。

に図参照）1㌍関係歓バこうなってぢμいう二しで、
湘開図一ご’乳ろと．個別η冴、について床、タ†現ヤ鹿足局が’

／00牝取八ても、 イ干芥亙が’よくて毛、 全イ本（取へ高の平均

に響！1てこれし！lうこ川’い・ってくる。

 だ’中1ら季纐択だけで’は！〕Tないい・しハ、系色材敢1こ並

κ倒して、 仁之てん一取入ろ しころi工染色打量もラいし、 平

均収嬢高毛多／㌧ゲτ＜し小取ルれころ／し／00％圭
作て“乃って毛知←したいだいうこし〔・る。専はゼσ
工うに各犯域ゲ分菜というカ、、分裂してら’ろんビとし1’う

こ．しカベわナ＼る。

 こには全国平均ハ算又れ高乏イ↑ぼ’いらって毛わかられ・

地域の特殊性ガけ凹みと！lうものが’そこF芒松てお’ろと

いう～、うに、こししっ経奔机訂で’学生にし1うて十ろうイハ

し思・うし、こ万作柵オ冒紋と！lう右のバ平年iこ対して何％
て’’ ｷか し いう 二 しも、 笑 1↑つ空しい の で’は乃 ろ し丁〆しビ七、

イ国力リの県グ）4国々のオ昼関イ糸放乏しってみろと、 3重Lり乃タ五

々合わセパゐろべ兜打量だ1丁の間、謬い・な・いしころヒ、
次う いう こ しが’間、題に㍗ろ。 だから、 テ里論的1こは単・柔毛干
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均べ正しし、。 しハし卑秀も平均で㌃しに、 ウェーテ・ソト・

7べ’レー ジにセ にヤ し、ヵ・胤わ リ．よ。 だ’小 う・ ‘0ヘ ク タ 一

1レ当たりと小、 前茸一こ前可る／乍クだし小、 こういう毛乃は

ウェート／バ’辛い．でしょグ光こバ悶愚になクウェート

なし1こ問題に↑ろと、、鳥取い・底兜鳥い・！lうじころバ

ぼ’ろく夫に戊て（ろ。

穴殉一・ ウェート色っけろし可〆じは’、 ビうし、う3・う1こづけ

～ゴいいわけで7へ
肴笠  作杯ユこして も、 この ／0アーレ当たり収重1二して七、

量が勺工一ト1こ乍ろ。重がウェート1こな木tlで．全国平均バ

で事上ゲろ。 けκビ毛、個別の府県1二しってほ全国平均

バ河ぽ“て’’乃ろうしも、舛規の上・う／二舳ずで’リろし・

荊犯ヒしてげ使わす’、すトウキビ五植たて只っアこしころ

1二禾乏プ豆えて右タnメなんプ．三’れ。みな仁のしころ乃たソで’

尤．外新してし圭，うビニ産と米は取れ青くなる。取ナしな

＜て七，アメりカ列ように小、支にし7二らよろしい。 しハ

し、ノ1・交し色勤単しバ’一ターて’’さるかじ11う経済航訂（

問題バ’ねてくグ

 だか弓、私仁しては経済流計z題目としアニ1↑ビ、共体
的な・循標が’得が’たいし、ペロ純計ならイ外い1・つ・うど礼・っ

ておったんだ’げれ一ピ’七、人0統計で’すら昭知／8年（／958

年）ガら．発衣環止い1うこい二なって、回テ夏レたしポこ

は、勲徳、航訂」・、厚生れ五わ依粛免囲にいてレ‡っ

てぢっ仁。光κて’’古いいけ八・ビも、航訂1こは興味が’ゐる

い1うので1昭和ユ／年（／9←／卑／ポこりの靭篤牝書すて“芦

ヰ別つ平均イ本重乃分布バ狩られブニ約・ら、 々して順序別し

／lう毛つバ乃つい1ら、芽けカ・ら芽ぐ見、事6．見に至

るまで1 平均イ谷至が’ビう㌘ってち・るかということz調べ’
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たう、第1兄、ユ比11瓜皇パク・なくて、3奄昌、4奄目
が’重一ブ（〈て、 ぐ奄目、 6屈卜目になるに．チたフて享蚤く㌃フグニ。

 々のことづハら、 ／ダース手併乏産め1で’軽くな5。 長男、

長ナつみで’モ格くなる。真ん中の手一株／バ’圭ま／して＜札1で’

体重も、ハえるしいう議論バで’さろわけθ

 光の当時にね産川夏序敢も、わ／ゐレlf～6舟aまでゐ

つ一丁ヘビも、老巧俊、最初の手保が’千分以エトなった

りしてち’ろ。

 々ういう研．た㌣弗十別の研究一も、 行年（／978年）つ’純

計ハニしし発一承ドなるし、手4年（／9ク9年）乃航訂巧たり

1答・男ヤ家っムみの衰粁で1可θ

 々大しバこフ風勢畜周二査についてモ、 刀つ二反のしまいr多少、

並べてお’いだけ外しいも、 年々講習会ハと市ドぼあ八と同

し㌣う㌃賃料て憐義して泣明しブニ／、い‡、学術用請の

走乗しして、私バ地方トちろ間1こ、中夫1二～1て！エイう

いうノ芝兼が’々ういう3・うド束わってきてい。動稽人口

μうまで1盆わいア八ビも、静止く口つえ義バ、こ外と
ごヘバ’、私の1こ・載ってし、るのと遥二ってδてち・ろ。 ビこへこ

ういう識論乏登紀してぢけ1で’れ川’定説ド標のかとい

うことバ’わカ・らない。

 微爆人口1二ついて杉同才羨に、 々ういう情報一蕉テ星ヒいう

利・、 1晴萄乏の 言T jlヒ と／い う こ と 斥 ビこ て“七 ↑マ打して い．なし、。

次々にたくぐんの紋訂賃料バ炎てさて、 質的なコントロ
ー1レは ピ’二 で’カ ↑ す グして し、ない。 目的の アニ的 1こ、 改釆的

ド多分F耗訂賃料バ便わルてお’ると・い．う識論i二なろ。

 現実の国勢調査互ビう可べい・ど！lう問題．て“、五元が

ら長い闇，「け反パヰの別・、これH‡異議灯／1。「せ・

帯主しつ航δ才尽」、こ（柔たさ柄つ禾・男、長やじいうの寸ド々
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のまま払圭順序敢工こなフて，勧樗・純計て“、紀1いれてお’ろ

乙いうこいτ尋莱よ。

 々札1ハら次の「戊圭つ年月」、二牝ポ両年齢互才ぐめる．た

めに1メ専牟項目とノし1うこしけわヵ・う一ノそルグ弓「配凋肴

乃布無」の 「未婚」「乃配偶」「弛別。「離別・．文句し1い久し

たら、い去ご’ろσ「弛I別」ヤ「離別・どいういハすしが

けし！lう、尺もパ。「国荷・も一か・ヤむ星得ハけμ“払

μ問題が「現住別二人肩！た時期・。これボニ・「公生
時から」 しいう〕喚目バ’ゐるにかハわら↑’、「公主貝手」 ・カ・ら

rピ・こF圭主札〔・」．とし1う項目乙二券ししたこい竜・味

が’あ呑んだ’ろう け｛し’’も、 一しつブハ＜昭和句年（／9ク千年）

のヲ目圭で’え言己緑ぐ也なバ’㌧、．し“こがら釆たハい’うこ

離着カ・ぐ狙い1うの1け’’うモ持カ・い1バ・う。何年（

／77古年）カ・ラ舛年こ／977年2巧9ザ最並／年間ヒ浦り

のぐ年間．こ～ハ1い。

 「前任地・、こういゲ1・うにザ）ていけビー舌局・婦

位といういぼ靭稽、粍訂で㌘1丁八．げ謂べ’い｝わ1ト飾
樗・航二訂て“調べ’ろ 4 け、 光ノ）閥 1こ在律一来アこ舌乃 て’’、 五千で’

払ブニり八つたりレブこ二どけ一柳無、イ見してお’ろ。 だ’から間

才苓法で’あって、 勤稽・秀た訂々ηままし’ヤないというこしが’

才つハらルし困るいTよ。何年からどいってモ、血中で戊
仁り八つだ1寸さ人が’乃い・㌧、秤稿調査バ弓勤稽・互篠
ろレいうことげ周→奉㌘手孝夫で’るって、 座一⇒芽な・手1段て“ぼ右・

いという二とバ’い礼ろわけ。 だハら、年齢工聞くこしは

いいこどプ三’けルビち、住居レた時期、 だ’かザ移住航訂に

・つ11て締弁舌労してお’る看にいて以・移住い・うい
1工戸籍で’1け十分で乃けら・国勢調査て’、ヤったんでし

ようけルし“も、ぐ年前、〃年前、6項と7双の．結びつ言
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ハピ’ ､毛不徹／萱だ’じいう職ビが↑る。

 そ〃・から8のr放斉。の、ξ、iこついては、「狂挙守。じ「

卒朱」 ヒ 「未刺学」、これぼし1し1け糺ビ七、 こん㌃1二まで“

学歴五問・1岬けいし私1け1い∴着1臨航言†どして

こん乍ことが悩専舳かビう～こ～衣紋肴仇討、孝政
調査によって劾龍・ならで’すろこして…パて、々には私ら

青の爪学院に行ってお’るかシ、侮辱けしてぢろい縦・わ

れけルビも、学旅航討て1’われ1るこし乏、 こん㌃1こ念乏八

ルて聞くこい丁～・しllどいうこし。二ういう’崇・は簡略

ドしたデバよかろう。
 光れ一八弓 「／逓L間に仁事互しましアニカ・」 という、年、。「従

莱犯又1通学地」、．ニハ昼間ペロ至調べけめリ阜介

人ブ・「欠逓L手宰受」、これもらよフと、 次ラ王でレでやろ畔

卑ば㌃カ・ろうと赴’う、バ～ 国妹再速のクビ巧に役立つのハ

ピう～し笑ゾ動め巾・自営か・の別・「勤め牝・菜主なピ乃房

前、反が事朱つ種類・r瓜心／士専の植類・、々こ‡て“はいま

まで巧っブニんだからいい1丁ゼ、「束訂月収入η穆類」、こへ

いいと阜弓れム肥・ゲ「穆頬・左し1ったってしようモ
乍い。

 「位ノ居η種類・、往屈グ符ラ束であるカけ’うか．これば、

往雇航訂、世界イ主雁航訂通間い・なんしか。セういうこ
とていψ専㌃んでしようべ 々れから「居住室数二」、一句至ヵ、。

最俵の「畳歓・ヒ！lうのヘビうけ1一川時／㍑＜ル
フ～ど・赴うが’れ。「3．3 平方メ 一 ト1レ（ ／坪） 色ユ麦ド享興茸・

レて」 ㌘んで．

 れ｝ら「従菜犯又は且学兄・、「肩住室η畳荻・。いろ

んなこし互航訂じろんて“すが＼最俊乃「畳釈」について

個人的つ・こしをいうと、れうて“も釆てモいたうわハ
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るlTれし’’も、私っ栗の下η8畳し6畳しグ）畳を4～ぐ年

パ1で’㍑…そレい、こししけ湿気バ多巾・っアニから、
而っヒ湿．気て’’循んで’’わ’るカ1し島1フ年ら、たん可㌣重たい

右ののないしころ1τあげ’て干しであるイ1・弓，セう腐フて

ないわけよ。し1客体卑に1度（．欠婦徐で’畳リニ！プ’い1レ

↑．年床で’敷き。奴しになって舳掬1ら、〔管ハ畳ヤなに

が1みんな腐ってし圭・て州。れトで使！1モ・ハニ㌃け
わ／↑㍍  レアニダって、 畳．屋も商たが’†かで1ぐ胤わけ。 だ

イハザかえる1声阜バ石っ仁う、いって’古いうてもらった

灯ぐ’未ま可しいって・片る。

 々1つ人の“1じ’ド生乏．＼へていフて、／8年未、け

ゼ衛・えて！lるわ1丁ポち・ザ・’はもう件1二も～プ1・ら、
だ’�ｶ’’んイ谷バ弱くな7でる’弓けピ’、 ち・ヤじ’ドは甚力、定直ノ土

してお’るんブ三’。「間尺1二合わねけjしと’’看、わ’ヤじ’ド勘定σ

してぢハれしばけてし王うから、親孝行で1†ってち’るん
で’ }」し／lい1ら、「あ’まえ1丁規孝行で・いllこけってち1

ろ㌃・「便用、ん使って月．るハリしいっア・ラ．rこ～τ孝で’

↑」 という・ 息・手し希バ’†ってお’るから、参盟マとで’右ヤ

っていiTろい丁よ。．穴企朱のようにヤってあ・μ畳の／

タしつわいエ↑いし、して壱し“ヤなし〕丁ピ’商屯ドなソれわ

けしそうい．うつて1’ヤってい‡↑という糺だ’がシ、斥

圭に畳乏梗1看へ利だ’仁赴う1丁れ㍑．普五け1舌てm

は爪婦徐右．しないし、畳い1う七ハエ貝本人かシ諌馴レ

てしまってお’るとし、う夢見そだF㌘って片ろわし丁．よ。ブビ’から、

也乃中の史イしド河じ’て、いろんτことが’あるというこど

五フ〈プ’く思・うアニ。

 七ルで’、す臭う巧話の結論いて1つ敢Σ泳むピこ
ししの3弓ハニりド、．ぢ杵／Σ可否人か“ヤ・てうて、札
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言可の よ う ㌃η 乏並べ’仁 り、 マ ㌻ † ら つ と 舟く互ξ氷む． 声・鳥

支で’来て私っ頑巧沈タチ三レて、祈札ば’何で’もて亨うとい

う触手療法巧先生バ、11ろん㌣敢乏詠んだ’り，r仏バ諸室

可る文乏ノ’トレたりして1ていtプ家κん、聞いて左捧わ
バってくだ’マし1」 しいうψ1ら闘いてち・っブニわ’けよ。

 セの人一は、東京カ・う飛行斌て’’中ってくろわ巾 々うす

㍑。飛行機は新幹廠で’未けり〔時間早いという歌
乏詠んだわ丁上。 てら寸らっと3つ今つ詠んだ取っ守に

／つ蝋てさたから、「あ㌘仁1て、 こうヤってぐっを6フも

†いらつと敢互詠まへい下ピ’．私映靖氷比庵という、
京卸へ掌グ去年秤互松て裁判官互してあ・フて、巳元町釆

をしてい丁二べが㌧興レた夫豆歌会ド寸イ↑年前イいら八合至して、

畏む本、年同ぐつ’ Uつ。欲乏凹百八百して詠んで・わ・るの

に・あ公たは可㌻↑らっと泳まへろ。紅バ泳んで’公しアニ
⊥↑し、、え走」こ㌃っブ＝一新互一ひとつ尤圭、 才比着平してくア～ぐい」 ど

いつブニら、「没しこなフた歌いヤ↑い．入盈したいい歌を詠

杓・。「！lヤ、一私て・も！0卑称Σ詠んで’’レ1ろと、ビういう歌

バ当盈η、どういう萩が’券遮可るい1う二と1すわ1ハる
1丁λど11市、春星した例皇中し上け■1るんて・てよ。「て・は、い

うてみい」 といって、 ノート寸多なといわルてわ・フアニげ

れと“も1 ほハ列く一ドわかりヤ↑いよラに、 黒板ド「わバ’

荻の 祇〃人の粗穴狙升ぼ ／0〈ぐ氏族Fして ～昏不
ラ減なりユと省い仁わし丁よ。

 昆・子バ4〈で々｛ク乏“八紬婚してあ’八ば’、半．租の．親バ8

人お’ポ払ら抑えて／0入の規バ’舳。／0人ぐ家族から／／
、人の孫が’生まナしたんだ’小ら、／人、1・えブニしいえ1～・たた

｛↑ピ’■ こ4べが’ぼブーニラ以上ド↑って秀看吹昏してしまうまて“圭

専9景ってく4しろじよいψぐム時フて、 、禾へらη寸竺べ乃看が’孔・
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狐しいうこ乙はテ期して㌃巾1ったわ1アし
 そうしブニにろバ、こ．じしつぐ同に、私の景†η義人

立／しバ77で’急・に亡くな・ら孔アニ。ちし一いくん、おば’あすん

（オが’先に凡れし！lう二とは声んでい布がった。孫が’成

長↑るまで、育て1ズよ／lが’ど昆・っアーけ’、／lまドして考

えれ1ズ9人バ／！人ドなってち’るわ1丁よ。々ういラ奄吹

で’は、そう31えた／減ったりしたわ1丁でカないθお’杯1

して人列病気Σタ合丁ことが’で’ざるがというこし∴

 希ムソ、 二うヤってネ生ってち’ると、 」二が弓手直ヤつてみ

れ一熱！1把が’炎でく．ザ熱いモのが戚し’’ら八る。私ぼ、

光うだな・ど昆・って黙ってぢっ7二。々して、石と考えてみ

れ・巨互ポ丁てみ仁ら、上カ・．い暖一 ?d燈が何ハでエ木
1レーキ’一五負してお’ろ斗っ↓↑よ。 ニサし互ネ生ってち’るカ・つよう

／・約・うてち’ろいプだ’ハ。への糸魚互1台々けして外

の工夫レキ㌧互虫↑ことも、 向こうか㌻．病．気かソ六わって

くること毛！つだ㌧湘手の仁めに自分の命皇タ庇ハて助け

てあけ’一たし1、病気が’こっちドうつってポ棒わμしし1う関

ノ系■こぢいてはよろしい1丁κビも、 ↑三’ヵ・ら． 、金乙公して人

ハ病気色析った／ない1マる。こういうこ㍑いうと内
海声ドしかられろヵ1もレらいす八ビ’毛、仏ぼ々ういう識

言翁互巾’二丁ブニリして、 々ういうしざL二．本当ド山に忍’うこと

亙歌に詠む・のはよろしいけ糺ピ・舌、グこい三うイ差いっ

たり、アニてまえ互並べ・たり、宜伐マるみブニI｢な言葉が’あ

ると、何といヤらしいという｛うに昆・ったり↑うわけL
 セの：二しで’青の財却先生の弛1い出五五べ’外1ゴ 財仰先

史が’糸44山’互ぼく’’してや）うう し思、つて挙オ文へ残ったっし、

で’ゼこ、 夜、 鷹定み屋へ・3主．’・して いって’才禾季ス家してく八アこり

して、私が’也ってし1小ドヤなられ列互、私月表まで’1わマ“
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わマ’’迷ってく八たllしたことバ乃る。 ブ～けれど’右、 先圭一

が尼い1し思・って，ま仁和バっllていくというβ・う1二じ
仁二とが’乃る。一

 イ っ し ぐ 」こ， ラ ジオ かイ叩ヵ、聞い て お’つ て ’フ く ブ＜ いわ

ハニこい‡、更川仏工川、舳いう十つ柞候が；．れ玩
んで～’ Pしてラジオ方丈迷してあ’ろいに一句どあマましい
こしzいう有人ノア三’というように才比言下してお’ラ戸しブ；。々う

いう荒・味し’’ヤラジズざ’らい。い丈でレ1うしアレビ’ざ’らい

よ。

 ぼ’くに光ルが’うっったわ1アレ’ヤ↑し、げと“、 こつ前、 居

一、本純今†学会が’広島て・・るって、原、爆1二ついての意・見互並べ

たりしたしδに、 テレビつライトが’ついて、 二うヤるヵ1

弓、 素Aは票1って、 セういうこと。Σし・うてヤってt、 ノっ

舌ニブニえろ人はぢらハわ1丁トペ キういう時べが’どうとう

ヤってきて、情報盈多の時バ1二なって、こ札はビ校訂情
報バた（くん舌しれ飛5ぐせ月中1二なつブニし丁ビ、 、水当の知織

という札本当．の朱ロユ）ブニ／l二いこっいてぼ乃まり聞がす

れてて・いと！lうような気がすると！lう意1㍑待って川。

 里見笑に国勢調・査についてネ氏名替識亙戊可と・ イうて’’な

くてモ調査がうまくで1けいしいこ、もっ’ ﾆ倉相互持フ
てヤらにゃいt↑ねぞ’ということで、 条た書†奉果一艮に、 し、ま乃

国勢調査ド河可る椿度バヘっび／豚だ巾1亨い1↑γ斗どいフ

仁弓、「何べ、べっ川陣だ・影慨してお・づけと・’、ヤっ

ぱり〕本当ド和リた11二い堂マし舳・なけん1で！〕い・し・。

次 う ま で一1ゾ男一で’な・い こ し し言 闇巾・点 よ う しこ し ア＝一方’が’、  亡 つ

と国勢調査が入∠ドス“1二でぐるんレ’バ’かろうか・

 イサごめ〔t，貝葎和／・年（／9汁年）ぐ’ら’ll〔衛等小

学旅の敏科書1こ「国勢調・査いすユしいう．定義バかた／
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してお’っ仁がれ。ハい・ら、次の当時の紋訂1二ついて氏

「紋訂乙通し’’てネェ会均な調査〔ろんブ・い／う託岬バ

熱っていアニ。こ1・しぼ戦後に㌃って、言乗（爪辞二興の京

都穴客の散枚工してぢっ仁斬伺血氏つ声次の「八百衛乙」

／べある。この八は、私が’尺掌時κ1こ新開枇汗し・た1）した

弓．七つと笠観して〔互11わドヤい・丁灯というような

驚衰だつブニ。新村公η害衆の爪辞一衆にU・し1で’二い一Iバ湖

1二／1ハr宜然的㌃単標測．定が’純計て’’みる・という、1・うに．

定一兼バ史わってざ㍍だ’／ハシ硫訂調査べ・’・そう／’うい．

の校訂学の走、兼ハ林訂ベニけことじ’や！〕ブれわけだけ

れ“、い・し、ヒ・“こハで’t㍗1ノっパ）こ1しだ’ザつことぼ

ヤらにヤ！く一1丁なしいう反応が’ゐ．ってい・る川だρ

 高野岸三京いんしいう人ハいブニ納言†学令ハいiこは・
栗庁、て’’パアニい声↑’純計局互見一事しポジ航訂ホグ交粁

工発衣し一、そういう“・うな意峨・）文允バポγこい1

ね。ハ｝’いっハ間／こ・ハ会釈交流がなくなってさて、

そしていう1仏ハてに菜附が来てい1つで’い二ら、岡
崎陽一い1う八が’「八口納言立学・という．本数！てパ

1・しい互、もて、詑んで’み〔ラい・いい下と。“、㍑構・戎（

容五比け、「人口学し人口統計・・こ1リ㌻いいう’・1・う1こ

定穀可ろ。r人口榛造」「死亡。「生命承ユ「公主・「人口嫡岬」、

光八イい こフ 「人口 モテ’1レ しセ の 応’岡」  も い い し↑ ゼ、「全国、人

口の将・未準訂・ヒい1ので将朱人口の予測椎訂とい1頂

      ピ目・バあって、一（狐学的かポ経卒学的一ポ表・尋困洲椎訂

斌）」．じ公でおザ時代バ束、わ／い呑｝・一いパに・cなザバ

モてるのカ、㌃し彫ってぢるわ1↑ク三。

 私らの財秤先王の琶いナにょ1〕㌻’’・純計4議論左通解

杵、解杵し迎ざ’い一〕↑灯しいうニピ全体ししてどう
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いうl／・うにいえうハど11う3・う｛’．一考え方バ青’つ八にぽ

あった1丁ど’、し1ボ乃／い丁初め巾・ら宜仏い1うか、／不心ハ

ハこ巾・かっアこよう㌃いが’ろるようド島1えるんで’寸よ。

払い不統計い1ってお’へば’、学夜．つ元クニ．い、以外には、

そい↑，氷パい紋計課・長くら／lドバNした・1い毛．し”い↑
ビ’、  ほ巾＼ に／可 も て“さ ．㌃プい フ ブ．こ．
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肴盛紬順亭として、原爆の災箸についての私η意見’

互並べて、次1こ、盈奔区の議員た枚と、へ口問題とし1うユ

つ至並べたいと芯・うので’↑。

 ま†’、原爆つ広島に与えブニ影響につ！lては、昭和対手

（／96o年）の日本、季た書／‘学一分の会＞幸艮1こ雫氏寺互しておる「原、

燭の影響1こ関↑る、ベロの純計的、研究」という七のピ30

年（／9竹年）9Rの 「徒許の泉」 1二発永してぢろ 「、原爆

の遮伝的影響に関↑ろ一冊完」 こ～Tr長崎、広馬

“1丁影娠後期1二いろ被爆影響ザ説」という二一
1レレユ1レの論文η紹介乙兼ねたもので乃りま下
 七して、最近、一経奔航訂．研究、会で、発禾して、「航計学・

の3家号で虫しμが、r広島・長1弁の県爆笑峯」い1う老

来菩一店がけたノ本1二河丁る桐批評でパ／ま丁

 いま1↑、文として書評としての「、なポ長崎の琢爆笑
争ユど！lう毛“証明至、祇暑終，㌧口と！lづ立場で’、茄

明してみたいと阿・・て川支丁
 二の着物に、広島、長崎の原爆菜菩諒・委員卦の稀皐で

あって、乱木、，瓜島の両市禾が’序文乏書いて．前広爪学

希飯島宗一、広島十手大学米今堀誠二、長崎一大学長具島

兼三坪を筆頭とマろ37ノ名の執筆者バ、共同所免で書！1て

ぢるわけて’’ありま↑。

 れ中で。茅工科／／革パ兇域社切崩壊・ヒ書中・れ
てぢろ場所の，放爆人口と死亡者敬1二打げろ、広島中ど承

崎中の航訂的双判と吟味ド・限定して並べてぢるわげで’

ありま丁
 二の執等か宇の／人が、最近乃け脈にこう者いて
ち・らへま↑。「広島承崎の体、験左右していながら、今日’で
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舌37八条／の原爆被爆肴が生情人しレて存狂してい
る何二，日．本政府は核兵器全面祭上1二句けて先導的役割

乏墳ビて打二といえる～・。鷲さ“作るその反が馴丁、
私たち国民の噴仕で’ある。」

 ノ広島、禾峰の源爆災告諭委員会の共同釈竿者月中で’は、

／9向年・0R／巳現在の棟爆者生存わ粉幻ω万3498人
であリま↑か㌧、これは、々八より／0万人多い勘定ド㌃
一）ま可。

 この岩波から発作ハ）二本では、嫉爆直後ヵ・らぐ年間

アニって、広紅m1川万八以上、未崎で1丁、／4万へ以上．の

欠旗けって、合計して3町人以」二い・る場合と、焦・合

計いブニしますし、被爆当時つ岡市の人口“ユ万人け・ソ、

当時の米穀配給登録人口つ4け人に帆卑互して帥板
爆当時の両市の戸↑在、ベロどけしておる、広島の3ユ万7・0・人、

長崎のユ灯6000人、合計6／万3000んと比較㍗〕で、なぢ

／／万人バ也剰1二評価πしてぢ一け↑。

 「｛より爪さいイノシン1けない」いたとた話三例
に←八ポ 昭和対卑（／κ0年）／0月／巳現往生、存、死亡

つ絡放のいて～こおいても、／0万人↑”っサバハ読まへて

いるこいこなり求す。

 こヘバ、私のいわ卯る全体としての与走群上八口瑳諭

巧構稽・下の人口論しいうこいこゲ1まで。だから、枚爆

総人口．げえたじハこ、総・計ユ0万人迎梨1Fサバガ説ま八

てぢると1・う二しで’ゐ／ま了由この二い‡、被爆菜専／。

口について、 才κ言干しク・とノぢりて．1乃りま寸θ

 二う書／1た同ビ八バ、被爆当時の広則／・口を、／せ

’帯当だ．けくし仮定して、／せ帯バ／岬の家1二住んでお

ろし寸れtゴ ビれだ1アの東ノ屋の旗峯に介ろ。争業所が何
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カ所ポブニし仮足↑札ば’、こルだ1丁の根毒にな・ろ。ガ年

8月乳狂の左菜資本才の値ユナい）乏紀年‡で釈札は、 イ不手

借になれ！lうrl・う1千！て、敏チ1け！1被害がき↑まで

Il・たるとしておろ“りで’ゐ／ま可、・

私が’、絡奔舵訂の一所充のもとにおいて、倹幣価伍乃史

動と、通一貨巧発行政量とで研充乏して狩りま↑よう1二・

、fンフレ1二よろ剛面騰貴しいういで，、為替凋場ヤ貨幣
孝た量の姥カロししも1二、増穴↑ろしし1． ､二しで’乃ります、

こ川↑原爆つ被告バ、質的工二ひビいいでハこと至、

い川二して量的に迫木なモのど宣伝しようどしておろカ・

しいう3・う1二、私nT凡・たてなりません。

私．が’手。舳㍑に、カる八バ．ハ・去・互二わして、い・

／P乏食へれば’ならτ’く㌘っブニ。イう可ると．斗中くんプベ

州・中パけしての米五一・雄ツ入・外たわり．で’あ／土下

眼乏こわした場η子も回催し公レてI’ありま寸1ハら、なる

べ’＜たくぐん食べたし・わiTで乃り‡↑。「イんな！二／ノ、しの

あ’赤なの・しいうヒ、十中バいわ＜、Tお’坊いツま、二の

お’米はお’小ゆに寸るヒ何倍に毛、／。く1・しエバ1はマよ」。す

け，ハハ手は「／粗が’何組けろのリと！lった
笑い話があ・）ま下

 これが原爆つ景／響に関↑る私の．文献ノ稲介でパゾ研究

肴の．初歩として守ろ才比評・至、ノ原爆パ寄について乃私の

奄見の最後けてηθ
 だか㌧、昭和証年（／戸60年）からユO年間・源爆につい

ての研允乙訂諭↑るこし互へ1フめブニのが’、2o卑βぐりに力発

、点、1二戻ったわ丁て’’ありま丁 こ4〕求〃年前までけ、広島

の原爆菜峯ガ）、生一豚終一く口亙、斤完する二して．’、たが仁

が識論ム埼いリγたわ1ブでありますパ、政策といい圭可
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カ・、イデオロギー諭手バ非常1二療んでn乃っブニ／．こい二

困るのは、国勢調査1二片いて尼んだ一）牧至虫七い・う
間盈った卑求バ、練り逸す八オニこども、 約・い、起二ぐへま。す。

 こういうこヒ麦「続詞一の泉」の／／月号ぐ㌻い1二書＜つ

い）で、尿稀1二して乃りま可。その愚は「放．爆総人口構

偲・ユど／・うつで，走佳圏療偲・と同し’よう■二、構得倒4Lと

いう夜肉至いっておろっPりなんで’すθ

 内海くん応被爆のい！｝ら外だんだか㌧、ど’う！lう
脊、㍑持ってぢら〃しるか一一。
     叱’がい存だ．

内海私姉洋にいブニんで可。日．本製鋼所で学定動員だ
ったんでて。々のし享1二爆弾が春巧で、ネ刀杓のうちは何

かわハらなかったつでてが．擢寺斗の．八バ、あ4・uT原爆で’

ぼtいカ・といい出しブニんで“↑。新聞ηすは、特殊爆弾と

カ・何い・爆弾い・いっていた。

 ポつ日パようピエ場モ」亀休日で・皆㍍が逆びF出
てぢっブ1んで↑。わ・て∴広高の蒸風条1けけ一たカ・、

本茶し1二手予二う しいうので’、 エフつダ正しこづトハ4人で、私はラ衰

って一、才旦ぎ’ムま㍑二．病八王介花ハわiアなルで’て。

 半分の人バトうックに乗っ戸つ何ヵ・して．、亥烏まで“生

ったメ。て“可。作ってお’った間に、手に斑、崇、が広仁んで’可。

非帯1二痕〃リい・、々ういづぺもパ1ましブニガ、光の後、

1彼らもれまま支亨て川ま可。
 々のどすには，煉兵ブ看な・人ノかにズラッと一失うている／㌧

壱疋んで’’いろ人も並べて巧ったし赴う。セの守で、「ネ高

生はいないハ」 とし1って、支専残っている人至っ巾、まえ

て・トラvクド乗一して待って帰ったわ1丁で下々めしさ

毛、同日七何日も行っ仁わけで一いTlしピち、最初在八て

坪っブニのもあろし．ひレ’！lモれ、半・ぐ日たって圭八
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て帰ったいあるし、途中でトラッ7つ†で死でいどい
ありま↑れ、 元気のいいηぼ連4して帰ってしバらく後ヵ・

礼でぢさ手しブニら、手のブ克しようも㌘いので’↑。菜と飲

／しだ／、水を飲ましてく1しと／ハ／lって、ハうい二足ん
で’し、 っ グ＝ わ丁 て’’て。

肴盛 あ㌘ブニこフ1τみんな寮にぢったり、下庸左レても……

…“ B

内海 下．宿レでなハつ7二で可。みんな学徒動更で’、工婦

の祭にぢ／ました。

青盛ハしで米穀通帳は、ビこへ預げた1
内海 1永享具逗帳1丁、句洋の日ノド製’鋼所‘の茅二三張国一一寮η・食

堂1こ預けて／lたんで’て。

青畳   だ相、ら、 角タ羊しτノ広島中ドゐ らす’て1’、 一二私が才色訂して

いる。2チ万6’000人の米柔乏3瓦中長の千1二ぼ、＼ら以わ1丁で可れ。

外ラ年  セの外で寸ナL  セの ころ、 チ9・住，人口 し’’ヤ ㌃いワ八

ビわ、一道が’ド行った人がぢるわげで’↑｛ ちょ’うビイの

しハニ。

肴盛遊一が！二行一たく口も“ポ反舳／子かな／リ・よ。

プ’けビ、狐み㌃グリこ、 よく乃なクニは広島へ行ハ㌃いで7．．一

‘’…
B

穴海ハ・1けの前ド、椅がゐって、μころ一．履専柳が’

な＜て、わらじを雁し1てぢっブニんで不才昏つ中1二たが乃

いてぢったんで↑。そニト．足が券ちてけバ乏しちグた
んて’’ ｪ。包’帯で奄いて打ったんで↑。そういう二と亡乃
って、療でこ’’ろこ“ろしてお・っブニんでて。

 その席この亀・4、ら見ろし、こ与らのタ毎田市のナから、／ぐ

スかど’んビ’んネ島の才へ行っておるんで可ね一刀ハな・ん

かゲ値の稀佳人口でしようれ。和けいから、広島に
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流れて入ってち’つたんで’↑～そう八バおセら＜や）ら木し

ブニんで’’しょうれ・

青盈瑚パ時／箏‡で八1て／llたθ
内海八っているくは㌣らκたわ1丁で可片よ。バスが何台
もイ丁含七／＼っていっブ三んで’↑れ。

青盈私パ1／日1ニネか・1呉へ帰って、々うして前．

の日に稲ムベ寄って、セして典へ、疎開してち・ろし二ろ

へ行一つたわ1丁で一↑れ。セうしブニら、同席してぢろ人つ圭

人バ、ノ広島の荏軍痢耽の軍医でぢって、々η人の凡すん
が’ ﾓ坪欧の秤隊一艮乏してわ’る八て｝一、

内洛 裾＾つ。

青盈いいぐ杯．ぽ“探してモ、ハれんつ陸耳沸院て’’

の芥が’見フがらなわげよ。だヵ・ら、．原爆死しブニごとが’推

定丁れろわけだれ。で↑バ’、厄すん乙五じ’て、声局．二都

隊バ何秤陳あっ仁吋いうよう仁こい聞いブニ1、いろ
んな二しを聞いたわげで’↑。ノそうしたら、ノ“人から米

7二千紙の一封筒バ、破ら吋二けで私のか二段幽ハしアニー

と1ヨ、う二しぼ．結局ヤガ〕肪蘇しいうカ・、セう！’づ人は

戦犯｛二な・い1ら、ゐUスパイ㍑しい困るい1うβ・づ
な辛情がパたので’↑・れ。

 そういう．個、（的なご仁で’なし1こ、庶爆のしハ・心配に

なっブニニしぼ．私い／lマ“し／lう二しがあ～ガ束、秤大

学へ蔦区けつ1↑ろと一いう平クに乍ってら・ったわけだ。 セつ4気

侭鮒て’’1こ／・日ぐらいに方、、秤ド岬って、京．即八掌で警備

ドつ＜といづので、／0日1こ／五ぐ’らし1に栢亙乏レHし

てお・フた二しがある。だ’1丁ビ、この原爆が’森巧て以来、

正直に勤芥場斤ド行くのほバ’プJだ、 家て“禎．着して痕二ろ

が．って打ろすバ助かるんだしいう方えすて”↑～そう↑
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ると、原爆㌣戦予てい殺ぐれる†っ1エ、イ豪香㌻ヤつが殺ぐ

u“・、禎看ノ看バ殺〃しろい・という命題バ出て5た
わ1丁だれ。七八でこれ市1㌧朝早く起くて．勤め先へ行＜

こと・ぼヤめましようし冴え一で、セ、れバら多グ、享丹喪に㌃フ

たカ＼ビうタ1戸り圭七んが…一・…一。し笑）

 そうして距和舛年（／9行年）1こ．広島へ釆てから、セう

いう意・れ待ってい㌧勺し㌃・ザ回レ’・＜夙爆乃体
験Lしア1雀田肴史し！lう中学校の先生の、～こ会っブニに・

ろが’、イ万八が’瓦河つ、経験をレオニとし、うんで’↑ね日々八

1け掌．剛教師として、歓脊傘員会へ勤めて、敢斉衛長

して片う人し一、，箱1こ、ノい 日η粥．兵の声原のナベ式秩

寸るわ1アだ’。七つ人ぼ茉い／llら、朝の8時／ぐ分求で’に駅

へ行って侍ってあ・5。と二ろが’改肴秤長州よつ人は、右

との舶の．彦倉で、平＜足手て支痕しようとし｛い1
い～けれど“ポ’そ二1こち’フブニブニ～二、㌣けしてπんだ’わ
1γだ’。

正直に虫た人岬カ・って、席者レたわグ㌣な’いlT牝
ビt、茶一方に眠ってち・ったのバ死んだといライ利差闇いアニ

しさド、な＼るぽビ平く起矛ろヵ1、一足先に．広島へ行って、

一足先に去るのバー、奄いいんブ～。しカ1し、々乃時間に行I

ぐべくレて行って打ったんなザ 本望て1’はなかろうかと
戚し“ブこわワで↑、

 々へし時間についてて・可’が、 ビうも8時／ぐ分といわへ

てぢろけ八ビ’モ、二～τ夙爆を巻い予定の時間て口乃っ

て、現寒1丁／榊～’レ後にいて片っ〔しいしい1β・
う（二，ばくは思・うつで一↑。予定ビお’ジ港しし圭したとし1

だは’いい1アヘビ’も、春けかしけ1手トプけけって、／

分ヤユ分ばわ1アバわハ㌧れ・々｛茎白っとモらしく時計
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の針乏ア時／ξ分1二回してこわして、こ4・しでこわんたしし1

う一べが石リま可が、 これは大うセだ、ヒ思・うつて｝てれθ

内奄碁日清’ gんとい1“、ハい、駅にしけ。〃、
てハ。

肴盛駅にいて、・卸禾㍍、平1未い1な・じ毘・って侍
フてぢっブニら、 ドブマン」し瑳・巧て、辛F二艮す・んは9乙んだげ八

ビも、 和ば鼻カかった．ヒいって一…一一、

内海駅圭であ’μ’よかった．んで1’．可れリL

青盛セういうこじでしょうね。駅の7gラッ1い1ハ1、

平い’ところド舳ど、バ几光て’’当た／ま㍗1いL
～阜便所ハど’こかに入ってぢったナ1一一一一。（笑）

青盛 建物の陰い・。

穴海 あのとさ’1こ1ヤ1‡り軍稼のくて・、朝早＜狙張だと

し1うので、、！、人だ’1γ自分バ戸島から虫で、助力1ったのバ

いろんで↑ね。あい工会凧で仙ハけ・じ♪百分だ1アづパ’

即巾＼ったがしいうのを進ズして、ついに7リ八チャンに

なったしいう話でマれθキう／lう／つザIダン7な一とへ

宗教的け釧梁稀に衛ので↑れθ
青盛 々ういう青味で凡謙至し1い主可が、羽自（幸雄）

二君バ、イ列のしおリヤ七十良えて片るつコ・ら、 学生が’いうたカ’．

わしらがし1うたのか六口られけ1・しビむ、珂有声の二しΣr

既1丁跡のキリ八ト」 とし1ってぢっ．たんて∵† みかアニ、覚

えていませんが。

～年川方はゼこにいたんでしょうが、
青盛ビニ1二あ’ったんで寸．小れ。

《毎 瑚カ・っブ三んでマれ。

先生のいまの言㍑発衣㍍って、何か反響パパけし
たか・。
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青登 棟計学会で’発未しブニしポこほ，ハらC－C一の人バ、

手ム木ぐ／ξ～／6万モ ダ乙ルで’あ’ろ とし、う こ し乏 い いま し たら、

キんな1二段し7二の／ハというような、ぐっとしオニ態度て“見

ろわげ｛日本くで’パ5c・い・勤めて〃〈で’、日．谷、石

の、べで’寸バ、学．合ル関株乃．人で、↑れ／・バ語間して享

た。

 七う1つ1ガ 中国新‘間の辰の論説者卜艮に㌘フた森脇辛

次バ． 中国都一間の言己等三才比判した㌣のだから、 えらい5

げ’んバ飛・＜て一一。

 イ八体それで’いいん戸け々リ’毛、先ぽビいっτ二よう1二、

県庁の÷雑誌・1こでっし青い7二1）してあ’って、 ブ夜目協しいう

丘中の秋羊1は可ろと、ザ1ず／不爆祇善希に種幻の
がという態度て“、昇庁にビ’1い山むわ1丁よ。イうして紋

訂詠禾1い†しから瓜しいう。ノとうマろヒ、私’つ原稲五採

録したイの率脊買が、「私吋’うしましょう」しいう。何

も統計詠未バいうこい㍍・い。私が青いて～んアご巾・ら、

和、のし二ろへ文句互／／だと！／う1↑八ビt、ぼ’＜のどころ

にいうて二＾。

 だ川．、本当i二純粋乃純計調査の問題だと彫っていう

てち’って七．†一ぽ／社会的〔綿饗というもれノ方え

て、政策乍り、．原、燭の及的ドひビ／l二とを、量的tこひビ’

いご ．しドい し・ヂ・えな1↑ナーしポし、げない・ ・そ万言平イ面のイ上すバ

手崎し一応鳥しで1迷ドなろわ1TLそうマれ、室伝効
果は、広島バ」二一手て’’、禾崎は乃んまり枚わ木し胤という、3・う

にして．両市つ間に嫉妬ど！lいま↑／い一あ一フμカぐ乃っ
ブ三．）可ろ。 セういう意・弓未て“、 広、烏と一長崎ど丙う．クし車たレて

識論可ろピよくわ川わ1け’。
 イ4・しし亡う／つ1て，凡理的ド三差勝になフておろ、こ
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こへ各弓ブ子わけブ∴ なぜカト1いソク乃聖地に器ちたへ

なゼ’アメ／カ稀民つ一1一番盛んな．広島に失しし〕・しいう

よう㌃二い工、、創二いうし笑う／l・もい・｝パ、「見たざる

手」しllう七万ビベ寸／1・っブニろうかと民・った〔ろんで

下
向冷 アダ’ム・、人ミスで’↑ケポ

青盛 次に、昨年（／979年フの4月にr紋訂の泉」に老

いたr兇域入口し議真走択の不均衡問題」ヒし1う二しで1

サブ．’タハレ玉「一通．挙区議員走．取の再配分への堤粂1
ヒ い う の て’’可。

 こへでヤってお’．るこピま、、全国乃席猿希数基、κ年つ

7月／0日現狂で調べておるわ1アア三ノう／て芽ぐ衣乃「

衆院盛挙区定れ肩．稚看ど国新調査人口赦・というもの
で．ぐ／／盛挙区て’’、議員走択し，盛挙八し、総．人口£定

員で剖っブニ禾バ万りま寸。二十け基底的な疎訂、原、衣しし

て、分布εそれそ’八調べてぢりまて。

 キうてろど、「昭和50ヰつ盛挙区別の平均人口分布」 と

いう第6永ドよって調べてみまてと、盈、挙区1㌻／3ρ乃る

わけで↑れ、／30区の国勢調査人口月度歓分布バ書中・へ

ておろわけであリま↑バ、この中で、、人口33万0〃から
36万伽。の間に、／・の盛挙区／バ真底な犯区しして一葉守し

ておりまて。 こ十し1こ対して／ぐ万φ00から／8万れ00、 ／8万

“00式1らユ／万伽0の乃HF、ユ7、ユ“遅李区バ分布し
ておりま寸。 二うし、う／か布つ二じ互、私はヌ又’季／仁生分．市と。

いうわけで’あ’）ま亨。

 えう↑ろと、迫疎な犯域1工、／ポ万から／け市0ぺのと

二ろF集中しておるわけです～こへ至全国亙失っ込み
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で’

ｽ均しますと、ユ1万9000ベドなろわ1丁で’T。で’マハ、

ユ1万7000一／㌧しいう〃卜布のところには、々ん有、にプ、5㌻∠へ

ぼないわ（γで’可れ。両方の山η、盟．疎いむ域η並＜1二体

いゴってぢろわげでて～ハ可ろヒ、人口．底爽のタい
ムし’}疎ψしに、賞的1二道1五五／の分布バある二と

fこ乍り泰、で可へ全国矢っ込みつ平均互どろピュl
T戸000／・になるわけでTれθ

 こハ葎果至、高等裁判戸↑ヤ花す裁判巾裁判官バ、ビ

ういってち’ろ力・ヒいうこどバ、 二ごてイムが’テーマにレて

おろわげであり 圭す。 毒パ聞書己、茅・！）多 くぼ、 ／票、乃値⇒丁ち

バぐ伽こなるしいう、1・うに、／栗・つ孝至誠諭レてぢ／ま

寸バ、’
^一一

[の価値五等レ＜可ろわヴ1二はいバ乍いわげで’

すザよθだから、盈挙区ごい国勢調幻、人口左コン1ロ

ーレして、再・配分可べさで’ゐろというのバ、 これの諌言翁

であ り ま マ。

 大う可ろヒ、この遥挙区というモ川本、ビηようFし
て毒リり才艮りすナして、 書粂員．洋二孝文・バ生圭れたかと・いう と、才艮

本的に“召和ユエ年（／μ7年）の徒証法の芙挽っ年の国勢

調査に基つ1’〈花域人口乃配～二よって、議員鼻挙区つ定

老（バ米‡ったままで可匁。七八以後、国内婦住は自由1二

級佐す牝たため1二、アンバう／スに↑っ1て’亨7．（わけで’て

～小差直す貢イ壬1容議会に二“ナし、裁ヂjれ1すない

わげで1↑れ・裁判所カぐ二八乏寒行しようしマろピ 5稚

分工で算ど7ぬこし互いうたこ一いこな・ろわげで’マれ。だカ／

ら．茅ジ判戸rをで二にして、 アン／ぐランスτ互ぐ→主ようと

いうゴ’リ押し乏一1’フってモダンなわけでて～

 レプいし、セういわ八ろと謁～判官も一苦しい毛列だ水1ら、

いろんな理由互〆）ザ†って帥ので’、与藤しいう裁判
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官刈裁決ヤ光れF秦免＜毛つとして、 1）情的な一茎し疎化域へ

の同情諭互バちまいて、現来の経弁問題η解・次1け〃’’

’い二してぢろわけですれ。一じめて並疎犯へ杖栗互辱＜し

てや／じは、通昧兇バ枚わ〃）州ようt議論互してぢろ

わげで’すれ。々うして平均互求めろとぐにも、来京戊方

が’そうであるよう1・、盈．挙区ご’との議員．走族が’3灯火と

いう，3・うに目の乎で計算レて、30万べに比べては、三†

イ百万八の千葉はそん引二八彦バな／’という発．禾乏しア・と

たんに．全国の平均は2o万、人といわ札で、乃わてて〃丁
、人乏ユ1万人に直、したた’1丁で’、名分の判断μηま主ま力・

’）且ってぢれいう現状1二な＼ってあ’ろわザ’’㍗L

 だ’ハら、 才見本的Fば、立夏苧区の議員定紋至、 ≠見寒の3

．ぺJ・C7←／〈の章包囲内で’訂j日すべ’き で’乃ろ と い う 乃 ナぐ． こ

ういう請畑基．痕的な老けて’’朴一ヤの中心室戒し．て

ぢれころは、裁判官が’・私ηいう航訂の分中、れしカ・
ら星奔ε豆単位し↑ろという単位Σノ無視してち、ろイ，げで、

れ’齔l当た／の投票しか、／議員当Hい1う’ゴ・ラ
な単位て“はいけなし1わけで’すねθし一ブ1・七、集団性格バ、

山が’ユつ川し／lう一1うに～・れてお’ろ場合には、困る

わけて’1すれ。

 々八はガど十列河北乏いう場合亡、一ヤつは。り身衣で’も、

体重で’も、I男の方が身二艮でいた．ポ8物高いわlTで’↑れ。

十の方バ’迷1こ8州’公！1というが・圭だは男寸同校カ・と

いう議銚、いパ払の考え方のナェック木θイン1にし
て ちる ヒ し’う 二 とで’乃 ‘） ま†一。

 そ八と結果。にぢいて、斧議粍議員し力1、応身三の穴5い

単位1・可ろどいうこしに㌘った1）、イれかい↑なばだレ

さr至っては、／人／圧しいう遮挙区亙設1丁さ二しバ、
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と“つちバ勝つか頁1丁ろ小差1大めろ～こよいんブい1う識

論バ万るためド、lx一茶以ハニ次机乏奄守起こ百ヒいう問

題バ起こって＜ると肥・う．ので下乃ザ中Fお’いて、ザ民

主ビう汰“づハ、国全体ドぢいて総・摂穴臣互ビう米めろ

小し／lう問題と、れし～遮挙区ご’ど月ハ・け人バ、

いわ卯る中盛挙区刊互守フてヤってい＜ことバ岬寸わ
げは。

 セうしてこの議論の一中に、㍑たIけ鳥／区け鳥ユ
区とノブ1ぐ、 広島中の疎一合希戸市4｛発利、ら、 ユ区のクも域互彦、

帥に．合併すけいう硯泉パノ匙こつブニ“に、共体的に

！l㍑’専芸町バ広島ザ二合4斤ηげけ八ピも、〃｝1T
l‡ユ圧η遮挙区にしてやろんだ←いうβ1うな森煤な口約

束左、広島中長がでる毛のでTイハ㌧、一一旦は広島市．東圧

けドvしてお、いて、’ r’うモこうもいパうドなった
わ1アね、・

 イKカ、ら七う／つの問題ぽ、府干囲丁反び’入日市田丁の問

題バ虫て＜ろわげで了れ。これば単独の中町村剖星取ろ

が、一広島市し合併↑ろがじいう問題べ いフ毛政策の問

題ししてあらわれてく乃わけで’マれ。同一犯戎／｝！lて、

禁れ、反榊・、ピうで七いいか百ビうでもい！・しいう

中立の立場乏とれるビー番し1いんで’Tバ、積成か辰灯巾1

ドユ分↑ると、とても爪芙な二とが．起ころわ1ブね。

 け“新聞で1兄て七、五日中が狂れ合神↑いバ当
然’ ﾈ～二、な・ぜ合併しなし1か。合併しないような議決乏

†る町余議員ヤ町長κ、リコrレ寸ろぞ’といって、1コ

ーレ盈動互起二しているヘバあリ‡πよ。煎のけには、
田丁会議、員が’ユ猟〃に剖／一して、穴孝乏しブニニしがパけ↑。

だ’が・ら、次の役果ドよ肩是非／つ乏争うしいう篠渡乏と
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ろと、ハ場所1こ川．引二とって1ガ非隼に苦しみ芝与

えろ二とになり‡マん
 ／そういう議論バで寺るどいう意・味で．こつ問題で’わハ

るように、具側性行靭至とろ㍑1二．積～1、反対声・
ビって’’もいいバしいう3づつバ毛み合うど、 こつ後つ 「糸充・

許の泉」て’’書し1ておろように、爪同越前守の 「3オ／岡

旗」ヒ！lう利二航㍑T。れに打曳山雅珊㍑て’’はな
いけグしビも、ク更き糞至ペノって片るとし、う、3・う1二星・わ和しが’ら

であり〔が’、私は木まし’めにハいうこ㍑書いてぢ
ろわけで’可。

 「う工戸 っ手 n 主へそ 二 なひ盆・ま准め」  と し1う 川私rつよ

う に、 宵．冠レのブ7ネ五イ更わないでク斉めば、 日1・マ是好日’で1

秀吉構毛だいア楯、灰’�ﾝナしといえましょうバ’、与巳の看う

！1備咋カネ‡、し’ヤんヒャん靖氷のように使ってしま

んバ明日の爪気も．気にな’らないは’ハンカ1・二書目にけ

「イ汗をいっていべつが’ろんでエ、べらん。めえ」どなる世界

が’ある。

 r元来とノ鷹ノ乗で書＜三べ自」 と乃るよう1こ、二艮＜航＜

・欠くは跡樺ざ’バ生圭／しま七ん。どいニハ貸家・けしが’

斜ハト張フて石ろ朱毛見史1アらμ神田に、米屋1二独房

jしてぢろ八エの吉丑表戸バおりましブこ。

 そこへ左官の。全穴坪とし、う男が’・祁ア原でコ合っフ「二者五衣戸

の所行れ毘・わμ財布と書付！金3両ガ）乏紳した

しいうのが’、詐η矧めで一ηク

 し木・ろド、有ユ師ぼ財布ヒ書付は更1ア取っブこけれと一’t、

「金＼3両は更tT万又ら〃しれ工朴ら、 てハエ、 待って帰’〃し」

どいったつで’、 丁乃穴東。在官ち手に璃ξが乃って食べて

い香／く・こ間一匹、 王直者一途一な酉戦人ハブござ“で1 μへ手．Fア

            1（）3

統計数理研究所学術研究リポジトリRISM



ワつ芥コ・ぐべぼで事ないし↑ろピ 考丑坪バ先に手至上

1ブて釜い・ん乏欧っ仁。イニで1二戸の犯、殴り合レ1ザア

んハ幻ぐ只つ始‡った。イこヘベ方η、べ宋くんパノ入って、

イ†裁丁ろヤらノ札、猿マるヤけ’、あ’μいくつハなくなつ

て亨て、つい1（大岡越前午乃裁判至煩わ↑ジ欠芽とべっ戸。

 「お’互いド脹中よ／飛び出け二カネは芝け取川クニい
て“あろう・バ、そこぼ、越前に尼し・，て、余バ所持．食ノ両星力0

丸て．全4両とし、こナし乏ユ分して丙』白1二2両↑■’つ裳け取

らすこと1こいブニTバ’・二～丁し1ダなるこヒ1二相成ろカ・と

申せば、．穴工・狂的丙矛帆3岡素直に舌らえ1↑’’よ！’

ハに、 二の斌、定で／両で1っ根「稲成る、 イハーL l（裁く才宏

わ／両即可ろ・こ八乏も1て打／両方買で／件春着
けろ。」しいうこいこ衛いすで’’7に
 ただいまのよう1二、速挙区別の議員定菱文／＼当〔有

権肴牧の一不均衡是」］ミー訴訟のたびゴしr、盈一李彦理奉頁灸

が裁判費用至文払フていブニのでけ、蕎法に尺下ろ力1昏尭・
て“ ?る かの言斤訟応、 ア祭戸長ち な＜奉送．采た↑ろ で’ゐ ソ ま しょ う。

 々うし、う二しから、タェ戸っ手の、「打まえ／茅，わしヤ2α

、9乙なぬ。手3／く、．イ史ってな・くなられ．金＞／0両」 ということ二基

託明してぢろわ1丁で月リま†。

 こ～ぺぢ互いド江戸っ子て’’乃る、亭主と卑マんバレ1

つ圭でも芳＜乃って、恥州ま麦イ1す州ままで・
その間1二生まμ手イ共“人で’よい1γへど’も、孔な㌃い、

文夫な子て’’あってぼしい。つし／で’1二厭し1たいこ．いガ次

フて㌻くならない企！0両バあ八は二、みしほ阿も男二ら4・い

で満足じ’ヤ」とし1うわけになろ。

 し幻・し、疑問・に介石二しσ、．誕二生の子株の生生則と1眼ノ予

敏であろ。江戸っ手の純舛σが’3バ紀かないいろし、
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クエ戸 っ手グ）番手娘一こ、 田合力、う／つ 奏子皇も らう‘に し＜ は

乍いヒなると、一姫二．へ師バよいし忌・わ八ゲπしヒ’’も、

3番、目ど㌃るヒ丙弄乳カぐ’段別判定でけ／く）ハ1：・㌃ろ。 こう㌃

るし、爪周一越前午t裁判バで’さな・いであろうバ．、産家な

いいも在むバヤ↑け““1い↑rしかべ生圭れろ。

 々ういう意・禾て㌧荻ぐ、人で企／0両ヒけ、／〈↑つバ金

ユ丙と／lう討別二年ろ。男1〔べて全ユ丙左狩弓．昏わゼ・

て率裾ノ走う1こ見丸ろへ 者カ・弓十なくてぼ夜つ明けれ国

し11わ土してし1ろくらいだ’巾・ら、寸佐で七千専1こ金ユ丙互

符ち合わすヅ卑バ生ビろ。々のようにして、し1ったん圭
家 ≠一した少x」二、 弟寸 ど も 1二．金ユ．両 マ’㌧フで’あ ろ が’、 母月含府 に

ある脆見（谷刃先バ多いにしても、 中止牛蛾㍗性別σ困る

ので、延宝可ろ子株の性局1用一定まで＾1↑、ユかのいこ’いじ

ば’工うしし1。イう㍉じは’、全／丙が’一存在可るこいこなろ。

 そう↑ろし、 生圭’してプ］、ら一9乙侭まで’n．毛卜自の戸乍本手して

いザ金ユ肉と、 々で’才辰り・合う七κ生の縁と見なハーしろ社

会共同体1こ提供↑る企／両のれ会的牟イ土のノけバ、新し

い解釈1こよろ3方／岡侍の開眼と公ることバ約束ハしろ。

 っ去られこどをいってぢり圭てが二 ここで’も／＼ン七ン

の「人口3役帷諭・というもの星条葎介してポけて。

 こへ1禾赴率で↑バ、 ヤっパり村崎可ろ毛η互1つに次
ハ．ろ し 5 に は．  ど’’ち ら て’’も よ ろ し い ど し、 う ゴLナ多 し“・ヤ ない

と二国 ろ わフげ て’’一↑ 十ふ。

外浄弁ぽビの爪岡ノ越前守のれ〕↑、ユ両す’つ分けて仰
よ く な っ ブニ わ し↑で’可 づ1㌧

青盈だ1↑ど・、穴山一越前午川面互れた“、ビ．こつ

！岡ですイハと！、うこと五、 二二てn託研して・おろわげよ。

逸挙区の絆1」てやる妨合にぼ、追第二条貢～1裁判I Mれ
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払しクニり寸ろと，何通でも裁判バ絞くことドなろ。自前
て’’ ﾙ判乙↑るようにせ狐し困る。

～毎ニニで’先生バ／lぢうけぐっ仁二とぼ、頂椎看放
1二応・じて議員定放以めようしいう二して1、↑ハ。

肴盛人口1こ応じてヤって舳。レたがって、有権看放
茎固定丁るわ1丁し二い巾＼れ口糸絡人口乏国定してヤっておナし

ばよろし一いθだから、粥和μ卑（／947年）つ段階にち’い

ては、 こにカボTべてレしイ列レておっプ‘こわげよ。

1ペラ毎 い圭もそへ王レしイ列qせよという二しで↑れ。

青盛 ぐ七ろのバ当然・よ。封、鎖化↑’’ド填八り倉由ドして

あ’1ハコ、片寄いはポこ／またよθ

内漆 く口r／れ・じ’て足数基訂正・してい＜。

肴盛 呵ろ二とがψ卑で乃ろしいう、3・うド㍗ってぢろわ

巾 3権分工という立場が今マ～で1司残穣と行政一度と

江法権どバげんイ117るつぼ巧’小しいわげよ。

～毎工法けで何｝よろしいわけでTれ。
肴盛工幻養けでヤフバ5ことよ。れ1至紬斤のカ
王！・1て、真病．篠つ議員！1文れつげよ1し／リ～ぐ／l

けないいT工。

穴海イキ／スで亡／榊千代に、／鰍盈挙区互改正して
という盈勲が’あり麦レ戸れ、／㌧ロド爪じ’て議員定透文王衣

めろしいう。

肴盈そういうこ！てnす。だハ、人口印・じてヤるこ
とが1、国勢一調・査なつ純計浅のビつ一カリニあったのバ、いつ

の閥にが消えていわ1丁よ一／うして国勢調査けると
亭の初能書亨には、チラvと公ポ）引フこんだリ〔るつノ

1アL
 そうして、私が’引っ川γていうとろこと汀．稀住環火、
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封鎖バ色．／主圏棒得になるという考え寸バ／リ丁㌣いわけよ。

クエ戸目寺イベの、ぺ亙し と 同 し’、よ う なご と・F｛㌧ろ わ げよ・

内寿先生かご㍑発衣いって、尭生の抗乏支持一可る
奄見も公て衛しアニカ・。

青盛何け／リュ。裁判官に説主してグたけ毘11て
モ、裁判所の八つ仇討教育バます’先になろれ。魚訂散育

亙良け年い漬け、何ぼ聞レ1てもわハらハれ。だカ＼ら、 ／

、ぺ当たりの役票権つ平等しいうこしは乃り得なし1、平均

に分布可るわ1アだかい遼一挙区ごとの分布の帽で、ごの

範囲内れいうこけら、正規分布で’シグ1マ茎取って、
9ぐわの免囲（互項朔し↑る しし・うニピならで’さるけ八ビ

走。

 紬局、議員1八生たりつ定敏1の分布石、ムがユつある
／くソ・プ～。こ八はそう主て心わヵ・ら点1↑ナしゼモ、 ／（口になると、

はっさt）ユつつル＼バわハる。 こポU↑衣県卑伍の一肩一雄肴放

1こ可ろピ ニういう13・う1こ正規分布に㌘ってしまうづ キ

㍑．全国互盛挙圧いけ。、人柱議院議夏になって＜ろ

ヒ、主た正規小布であポこれは分布が’八専いけ1・しビも。

こ二にある衣を灯眠して議論し仁いどいうこしで寸ね。
内海 こ二の牛承の庚紋1丁ムが’ユ！フ’になるわ1ブで’↑が＼

これμ人ト7”ラA巾／何～二あ’書きに㌃㌧なくて毛11い
て’’ u力＼、 こ れだ’けで。

肴盛書いてモ、べ／モータ”1レ1ヒス／グ’ラフし力・ピス

トグラムヒいう二し1す、書いて苔わにヤわからはという

が’・書し1て七わヵ＼って市5えないね！

内一春こ八を見～で’わかろので’でべ

肴盛。、～しばわカ・ろブニハn京、その．八がそういう統計敢

育至、ヅうバ・／じ又／ヅラパ書いて、舶峰1舌
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のがあった場合1こ州“分中だ、込めてノ坤平均とっ
たって、ニナしはうセたという判断’が1芦専をんてサケ、 そκ

バ紋訂研衛賞的外杵につ㌃／べろんだ’というつポ）で可。

 こ4しも戸000考芦つ発イ↑老父ヒ子リしこ／00の別．刊左刃1フて1で’㌧

圭いても、何1二もハないで’、マれ。何ドもいなし1しい
うては只中＼しいし↑十しビ’もク

 こ八ヒ仏たようなこと／で、かのえうまの昭和4／年（／9

64年）ド生圭ナしたうち／つ採バおろわ生だ。わしパノ1。学旅

！こ行く6年後n↑、㍗うビ栗京で統書†学会バるったバ

ら・ひれうまの人バ小学卒t・行くヰグ、州ハけ
目、6月去て’’の手イ共乏早生ま〃・しの寸へ乗柔り上1ブて、平＜

入学ける才走栗け秤州て1二．レアこわ1丁よ一！グ資料差

汰たてれ．

 セう↑れげ、小のたうまつ年の．人バツしし／l・学校F行

／ハな・いしいうこしバなくて、・1・掌、棟つ紋買乃音形瑚ハる

し、 共体自ヨにほ、 うちにぼ、 4－Rユ日 と4目 6 日Lこ生ま

十tてぢる男の珠があろわけ。わしバ盈生ま1しで学校へ行

ハドヤなら灯の・パ’がわいそうで㌘与ねから、わしヒ回じ

早生ま川二してヤって、／バンし1ハレプニソし彫ったわ1丁よ。

 だけビ、規菜1｝、肯のよう／二、州、“、川て
ど’っし幕ちて、ま㍑出歩石でまた秘“上がるよう

η一ブ’Σ勺nド，帥更動バμんけ傘ってけ
＾。／年ピ・二で切っても同’じこしよれ。だ’か今、更える

1メ専1けいし、／小出放．むいたこいいうて、ごザし
が’．本当だと思・うても、匂守床榊なパういうβ・う1二

↑ら狐じ・／うこしバ、ぼ㌧フば㌧フわカ・った。

 い・し、地域人口ど識冥．定剛不均師馴こ灯寸ろ秤
米への堤菜、「3万／両得」η韓論ししてσ、立タ去、司法、
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行政03稚分立I二月いて、！l㍗戸し川ユ者の灯μ両へ

敗で’1けくて。男ガけれしノ㍑し全ユ問符ち合わ・じて1、

ろ場～こ、廿胎～こ乃ろ～巳／↑、ベフベノ男い割合がダl

Fしても、千迷．午浦な性別tエ困るので、杜生丁ろ手舳

性別判た圭て’’1け分つ／ピけし1ダれしぞ’ピ｝・全／丙

つ。蒔存ヒなろ・

 ＜う㌘ろし、生家Kて1ハら孔㍑で谷負の杵布してい

る全ユ両同士の間1二、新レく打出↑’ろ全／同ポ．新しい

3市1両得の開眼しなL
 ハ紬呆、い‡までのよ11二、司雑に紅｛でな
（、行政、主ラ去のし1↑1’／｝の盈狐1こわ・いて、両者乃いず’

人かの／両得1こぢ．いて3方／内侍の解氷て’’ぼ歩く、3両

プラ入／両得μ分ハこけく、ノ1ザ方の／丙榊
圭ま、自由に3有叶／／1らの派一バ星1でナしブニ㌻よ！1二しド

なろ。これで’’、硬成し反対と中立の5介剖てばな＜、1、

す’れカ1け差株胴しブニけ／両／手の、雄立に秤釆け策互

見いごヒバでいであろう。
 わ／！わ“、素直｛1けハ、チ！兼的に肝む毛乃

から、／両得っ前進乏図ろへ享てあろθ まんビ’巴乃3丁

くみrい征・い航訂の質的なろ遮狐こキペ放量化柱
1こ沃足〃し〃算州ろし考丸ら／しるわ1アて“↑。こ〃しバ

い圭の問題の箱諭で↑。

 ㍍二、七う／つぼ．生命衣．Fポい血信しいう／ハ、並

信が’乃ろわワよ。

 々の／・）ヒして、元・国一立公衆衛生徒パμ理一先生バ

こししつ字．～こも釈舌！Nっブニけ歳以上の生存者反び

米寿青の性比・どいうこし三レ’うてぢいしろわザ～。そ
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の根～二、㌧命衣しぼ．死亡現れ敢量舳こ現わレブニ舌の
で“ ﾀ用舳こち麻理的にけ仁刀て’’“。」しいうこし互いっ

て，1ヒけ1ズ、いけ主ナけ二！〃ザつ手併1ま、／戸ク8年η

生命表で’lt男7ユ・97歳、一々・ク8，33歳プ’から．業6楓い1

う葦けめて八八ろ。

 それが・いハボ 男の0歳の平均寿命を十の0歳の平均

序・帝で剖！し・刊1・・／け111グに、れ割合がヅ
仁いどいうこし互いうてお・ら～ろ。

 ニナしバ河を甫・昧↑るつハしいうことなんて“↑が＼ 生命来

といういは、男十同級左予．．もしてお’ろわげで、違．うこ

は生命知1ラ叱羊乏いこい本間査一いで’あるけ・うわ
けだ。だパ、生命．衣ヒ時んで．おろけヘビも、束1帆立

表↑んで、処七年歯令至、 戊生イコー1レπ一亡ヒいう～・うに

標準化しクニだtTの七ので乃ろ、

 ハ川ら“依、厚生．狙‘（調査1二よ1・ぼ’、／979年〃0

歳以川く”、彩叫／八、一女・財人だ’／l・ら、寸万人口
て’’

齧U～ゴ、ユ3．けというβ・うF公ろ。こ～↑生存！
て～看が’い↑’八尺一い／lう婦合で可バ、／・0瓶圭でF

凡れいう計算の中1二八ってこれれ毛って、こういう
もハ↑生存者イコー1レ死亡者という並．信φ1ら未ろわけれ。

 セの俵、生圭1tフニば’ハ／の赤、巧やんで＾、十／00につ

いて男／0くて’’あれ11うてあ’ろ1ア灯’ポ払1す／・6“・

うしろに終験的原則であるのド、生存看の性比で、＾、

0．歳て’’1本9ヱけ、／・・歳以上でμズ加。かたって男乃

育／バン＼ない乃吋ぜ㍑いう謙諭互していわけだ。ブ

から・こ二rポ 国勢調査一こいアろ生存人口の構双の問
題し，死亡率のκ紋の間趨とバ、規同ハしてわろ斗／けだ。

 だ衣1与、私バいつも研兜｝しドζ問題ムして構こと
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ゆ ビう毛ほ州・）諭㍍引用す㍑ハニ、何年の
航許バという二㍑書いて’ ﾈいので困るわげていぴ、・米
寿と食椎との関係について・ という論文乏書いクニのは、

／κ4年つ／0目東北、爪学の術生学散室しして．発次〃し7二統

計を引用レてポ）い。ノい二束．本ドいてぢる夫1二美八

バ人口愉紋に剛’ろク1歳以上の希乃剖かい1う構成剖
．合で’、全国平均利リ、6けであろいド、長寿条という地

域を、亀取、島双、僑烏、高夫け！l・・う川ド取り分し、栗

〃けし新潟、笛＾、蒙矢1、兵庫というにろ至、短命
牟ヒしてぢ乃んで’レリ・よ。平均に五Lいじころぼ、長寿でも

なワ札ば’短命でない、中音承という二い二なろパnで’乃

｛は↑。

 ノ1二で府昇則．人口に河すガ辰寿青の割合といういで1

／番一サいソユ0番まで、各府釆乏並べ’てみろ。そして々っ．府昇

の虫生率乏千分率て’’並べ’てみポ光ηメに1エ、・そ乃．府呆

つ㌣埴合格卒乏出して〃わ1アれ。

 こハ中緯冶・格率とし1うの1τ、昭和／0年（／戸赤鼻）甲種、

z種、丙樟が合プ象で↑。丁し戊がべ不合本番で’した。だ巾・÷、

甲種合、格率がし1かに舌兇剛健康度の八雇で衛力・月よ

うに、 赴わへてぢろわけだ㌧ で↑小’、 こ八はψ卑に応・じ’

て、甲種でも乙種で．1もい二いバ’で’さろわ（げ。だヵ1ら．

灯しいt卯健康率にパらなドしいうこし互譲諭し
ておろわりIで’↑。

 1之ザハニ・刷主の㍑ψ1らいつ百問題になって舳、
各．府昇η徴兵検査乏東1↑たユ1歳現たの八乏取フて、ユ0以

上で’40主で’八八で、外山こ川から徴集至追其1して｛

看η割合が’でさろわ1アで可争L こへ至徴集丘期率しし1っ

てぢろわけて”可ね。徴集追期率ど婦住杯飲（昭和ぐ年つ
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戊生地れ1ら現在凡への婦八ド河↑る婦州北宇）互並べ
て／し致してみブ1ら、ビ1いう・二しドなろハという議論乏

してし1ろ。

 乃ろいほ、寸の人口tこ川ろ7／歳以、Lの勝1似率乏町

村州こいてみろと、～τ’乃ρん乃多いしころぼ長．寿利

とし1うこどになろわ1ブけ。．荒い．者バン動いてお’るところは

短命凧という二い二㌘ろ。 こ／し三一挿して、幸い希と・

年寄け、甲ど、これη紡、棒ね丸11弓、生ま｛てハ
らタし瓜圭 で’同 じ’し二ろ ↓こち1八ば、 不丁の．壱 打が’、 一長命才丁と

小規・命珂とハでμリ■・しビ亡、同じ’モ川・篠戎比率だ’か

ら、そんな・議論1エで，㍍い←い1ハ1、私の奄．むだ’っト

 食．糧不／も乏じ’’グヅるづいとし1うこの流べ版バ、将来く1〕

にお’いて、年年りの割合バ多くプ〕という識論は、年青
リプバ’ ｽく㌃ろこしづバ’困る！）て’’ぴ㌘〈て、一店い．＝盲・1バ’／しりな、

〈プいて“。辛！1かバ’生㍍して二沿しいう沌状が’称ろ

しいわ｝。年寄いい一1て・も五場可る1／1TL／〃根
以」二一圭でつくし丁’’ってもらいアニ〈㌃いわけ工。

内海武生刊限でしようれ。ノ〕しバ間題なんて“しよう1－L

青盛だハ、現先〃生率レ衛ギい1い亙、紅
俸的に見ろ考え市バ！処尋㌃んで’’↑。 だから、タし亡の5倍

くらし1公生してぢるこビニよって、3世べれのバ現朱

の世界にぢろい7∴こヘバ理得で乃ろが・つよう！二、群

」二、．へPで虫生紋イコー1レ河じ亡幻二いアニザハしカリ世

代バ片年紋いたら、／㌧ロゼ’口にな’ろし／lうこしな／しだ㌧

ゼから、粘れ辛へ1・槻、仁手でボて、潤、自然増加予で

あい・いllい’いしいう舌ので’は㌘し1。だ’カ／ら．マ1レサ

ス乍りハン七シ五1恨咋して、沌芙の八口ほ3せ代〃ん

ヂフ◎一レレたようドペjUけ口いぐゐプ（、丙す訂
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写して謙諭丁ろしい1れ寸バ戸宰ろという見解Fプ月わ
けブ。

～年一先生バ先はビ！／いしブ・しだナい／いバグブニ禾命珂

い1粒今村川！／う訂耳で可れ。“場合1こは、人口稀
動は勘包に川してな／lんで’しょう／ハ・

予感入八て㍗い。だ～、ネ瓜的1こわ村互いと、
ビうし1うこししこ㌘ってくうハというこしし二㌃って、 ブニ主I

オこけ馬細中八ろピ八鉾オπいって・比葬西郊つ
あたい二立後山バあるだろう。“この虫散5n代バおは”

あ㍍の割合バ”＼ないd々うして声・局昇て㌧育長寿の村
は、立一花村ど高才艮烏し入べというし二ろド㌃ろわけよ。

そうし仁ら、月1衛くん至工花苅ヤ高根島へぽってぢい
て、 ／＼董牟の し 二 ろ に松チ表ゴF行 っ て おろ わ 1丁 よ。

 々うしクニら、屍左刃向島あた／バ禾命河になって、こ

こほ日本一つ二艮・希ズ寸だ’とし、うていしゴってぢろ。光ナし五尾

並LF冶＞併↑ろし、一艮．命＼オ↑の／ぐ一センチージバ4王う。 だブハ

ら、合併互さらうわ1↑よ。 ぢかしいこしよ。 それ乏全国

ド角ハって・宣似し回って！ソしいう二い・現実的ド
1↑、うのうみブ・いに石橋のフー一／千’八トンタイヤが＼自分

つコ’’Aタイヤ五輪八†るヵ・わ1）に、小乗オ分乏買うてヤる

し い う 取引才才メ斗rイ史わ十して ちろ。

 乞うして、 こ八五着義論’してぢろ東ナしノ穴隼の五L藤正二と

いうくも、舶局新潟生ま木にの．八で、米ど’’二つで生まれた

し、 東北穴学の方も、 キうし／う、3・うに花1理的な・問題毛出

てくる。

汽海生命表乏つ＜ハ㍗し1で、ビういう、1・う1二つくっ
アニら し、いわ けて“しょう ブハ。

肴笠 生命永は．死亡放互ビういう年齢癖並で簾半イしし
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て比較するカ・とし1う意・味で、標準仙の手朱しして．虫圭

紋、／コーレ死亡放しいう雨徒で’議論可る。だハ，圭斧

．衣の年齢補二迷け、 手えらナした年の抑ハ1二死亡バ伶まって、

1い瞬間にゼ’口．歳／1・い・0歳まで全都舳て．’しま1こと

ド乍る、ハしが’現．在の処亡衣というこしに乍るわけだ仏

 だカ・ら、・牝亡衣／つ裸羊・化という問題が’．二二1二払てぢ

いで可が’、いい／ハい問題て1’、私の「社会統計学
研究ユの／工0ぺ一ゴ1こ、r一本科、穴苛市！つ人口動態率」 し11

うのバ、昭和30年1二刀らわハして川。二～エ、専盈の
．紛．は互・分ヰしして、．蛮生放、＝死亡放を剖っアニ出生率と

一元亡率と、値釈稲加率いべ、東京秤・乙却五ネ刀めしして・

芳香巨の舛中まで・か介して片ろ’わザ三’。

内海 ノuしは、狙死亡率、粗血生半で〆リベ 々1し互今．超1丁、

訂正孔亡率F亙↑わ1丁て’’てカ㌧

肴盛だ小ら、場～、グ！と時禾列し三宅いて 二の・／

年のポつとκ鼓してお’ろのづバ’、昭和は年1つ6穴首戸市Fあ’

ける虫生羊．し死亡羊の場昨的共亙庄と／／うい乏一…一一θ

私へ人口学研兜パ中の／／8ぺ一ジづ芽3杯「瓜羊戸
内地戸。爪御中八“再生カ1二刺て一国上計画1二於1丁る神

ヤ人口繁殖辛の問題一・しいうじ二つで㌧純計1丁／クい

一ジ’」二、「全国足が’六八秤市ん口動態・率つ比較一ユしいう千

分率巧比採亙してぢろ。セうして・昔亙炎失率、処亡率・

増減率、標準化ぐナしアニ増加辛が許可すグして片る。席準化

増加率ザ1くれいうハ訂卑1こいい丁で・可～いレ
て昭和／0年1つ標羊仙弁於、捧成ド～γる人口助椿率1ザ催

僚氏F工っておる。
 緯局、秤†八日生増減乏ノ標準化し工うとハリτ’1増減

の迷敬叶るだけで・炎生・牝劇1げ’fTでれ1こ・秤
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住の景ラ饗互也みにして～わい三’。だから．紋枠に自然’

的↑出生，死亡巧秀て1’は㌘い。イの間．邪住全狐バ条条ま

っておけいう議論けポだ’から’，爪秤市に八日乏保
条各レて．おろ同士L地域†田一舎の人口至、二総・ぐ’るみに問．題F

しけ～ゼ、郡市μだ’1に問題1二しても標率μでざ
‡↓んしし1う二と乏議論しておろわげてI’、死亡率は年齢

．構造1ニニって採準I化でη1↑牝ビ’亡、、戊生率は年齢棒圭一

て’’七塀、率イしで‡ないほど’、 ゼ’口かソ県ア艮木圭て1’ハるわ1ア

だ。平均的な公生率というモの1丁乃ろぼす1で乃ろθ

 こ二て“も、全体としての尤度のヵて’’ゐフて、々月間’二

1丁、ジュ1ミ1レけグラントのように、一夫一掃刊衰
1こよって全体の人．口が’3・たるわワだ・人口互t3・ヤ可ため

に、個人的なこけいうと、／人列八バ’たくσんの兵く

ん至符って、粧何け1こ回ると。カ＼ ナチスη人種の改良と

いうβ・う1二して、特定．の人の種乏まいても、人ぼ育た狐

わ1丁∴ 能率バ飛・い。々牝が’て1レす入乃「人口論・が支

酉己的に㌻つ ブI二正里由で乃ろ。

 マ 1レサスの 「〈口論」 ハ 守1二、 たと・え！す’’モーンテ入手ユ

          「一たんヤ・1二し、わ可し、ペレンヤ〈つ手条勺1二よって、べ1レ

ンヤで’1ポ人（六が’ブニくすんの一興くん乏依宮ド花えてぢ

ろカ1ら、人口が’β1え々づな舌つで’ゐろという個人的見解

重並べておろわiアだ。虹会全一般として最も能率が1いいの

1‡・々うい1一未一仰j度け1）’し↑一る“だ’。ただ、

時間的1二はどっちがが大1つ’た．場・合1二・．航LTて再4昏マる場

合を含むわし丁だ㌧

内洋一夫多幻場合〔ま、人口1峨逸すけ）けで、．マ／l・・
希盛  国ムイ本とレて1丁、人口が’そうδ・えない十、けよ。個

人Σだけだ場合と，社会全般の、平均的な敬けし力峻
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うという二しΣし、うとるわ1丁仁㌧ブ小ら・ ノ人乃穴ヵく’た

くぐんつ子株z持っ例互シフ’’マしていさすんてギじは、最

、穴つ効果亙上・ブ’ろしいういでr♂ないい↑だ’。舌っと社

会とい1もつ1男は一いご員赴い一r亨れこは肥・
→しいう…一㍉

穴海一穴一掃刊茨／バ’、八口増仰こなろわ1丁一でπい

肴盛七八だ’け1“バら一処われ、け’、一穴．多妻グ本

多未よ／1衣1イー婦制度けバ土しいわ1丁よ。ネ上．会全

般の生産カヤ何方・どの兼ね合いバ乃ろから、ビうなるかθ

府奔先生バr柱会統計学研免ユの叶で．グランいご
局者いてぢい1るって・マ州、キ，二て・1けIプい‡一夫

一婦制度色往奨ハわけて・すけ1しハ、動物ザ世平で1本

一木ラ毒・tんで“↑よ、牛とカ1羊し巾㌧

肴盛ハいう卸抑衛るボだll・ら、、石ポ1う二いご
↑ると、1ξういう自然規泉と虹会規栗の類．似性壱ハし
一致性もあろししし1うβ1うにして、結局，個別の集団が’

共体舳こ’一一㍉

 グ弓ソトのしころだれ。々〆しセンしの文献1二よフて調べ

てみ仁んだ’1T／しビ七、動川場合至いうリ場合ヒ、人

間の場冶・互いうしろ場合と一で’、イ争tどキりスト教ド古仏

教にけろんだけナしビも、人間差一段と、高等衛ハこ考

えるい。、あろいし‡自然η赫序互みで’から破った／、維

持したり、乃るいH本分け、あるい〔↑一赫1二しと
いうβ・うな間、盟バあろれ。二1・しは、ノ1μ“れゆっく1）訳

した／何かすれば1いい問題バ書いてある。

科海グラントポジプ八ミレヒセ、みん1卜尺一掃
工支オ手レてお1）圭ては。

青登セう／／うこしだれ。だからグランいこぢいては、
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ロンドンというイ）フ’’ランドをバ禾可ろ即市バ間題／二㌃

ってぢる し、 ジュ！スミ1レし1こ片いて ぼ、 7。ロシヤ と。い

う国全イ谷が’間愚iこ㌃って片るづいら、 こ4し至爪政法則とと

る こ と一も て“さ ろ、

 それ一バて1レすス五〈くって、／＼〉七ン1こ乍4と・・ 青戸市

。㌧口の問題にいてぢグ丁κビガ秤帝人0だ’1丁左パカ
・ソヒ取／ハと、岡工η、農村工含めて、国全休つ、ベロつ

“｛二調和と／／うが＿全体の増碓れ．絃符し’て、μ農

村什ハ丹五丁るもハ〃〕で’1匁巧ていく衛衛
ろわげよ。だ’1γビ・寺多動↑ろこしFちし1て、生う亙りと
！・ ､か・稗れ増してくろよう有・いが’乃ポ塀㍍増
すない場合右、允＊して春巧ザ場合もHれ。
内海・・ン七ノのいて’’↑が、．農村～都会F公て衛
↑れ。々ごて’中産緒紋〔一つたわけなんで’ηバ’、また中

幻皆級が’労働階級ド紅た残念に、圭仁中室晴仙人バ
者F・会一でベフっていけt＜食って、 また固・倉に帰ってくる．／＼

白ある んで1’レよ う づハ。

肴牽・・ン七川餉堤で／・、都市．ノい1帆減可けいう

前提だ’がら、1矛け／・うこ川…’■．1

内海紬竹田倉・帰1・けいわザ・下れ。

青盛帰ろい・、疎開↑け／11／lうこい、いしいど
いう、考たて’’おろづハら、私弓、 戦時千1二軍と関イ条の．乃ろ人

ゲ！・う出、・疎開せにヤ！リいμいうこどで、束族至疎

開けたザしし’’右、、本当に戦争しょうけ・っ7二ら．戦争

／本1こナ1・かっブニらいいので’、疎開レたリ可るひまド、国

が’・ハ外てしまう出

内冷戦闘更1岬市1こ行って、何小ヤって毛・いいが’、非

戦闘員のくぼ疎開して、 田舎に帰ってくろわけで’しよう
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か。

青盛  々うして無理一ヤりに田、倉へ正震開づ七たのバ、 主ク三

者けへよガ帰いな段階｝いて、ル年1二国勢調査けっ

て、〃八口て“普藍享グ仁遮率・μ納定放差配介レ
た。頭乙ク＼したし月りI1二して、 ノ乏こ五重力くなビヤれげ’よ巾、

つク㍉

内洛圭ブニ束ボニ帰って㍑しクこれ。

肴盛束束な／、1けれし都会1二帰ってくパLそこま
封鎖七↑’’1二お’って、之へ五年足定住棒得ボニい1二いうて

おろ。何が’一色仕かい1うことだ。

～与議員の敢七、ハいう守て・〈口“・じてユ0～60年

～／こ啄訂↑ろしいいて’、Tれ。

†瑛榊ザい二改訂仰こベノ！llけいわけブ。だ’けビ、

／〈／遮挙区にしてち’ったら、啄訂バ八束よ。全国可く“

史いごヤ乍ら灯。

汽海 30年ぢさく“らいドビうで寸．へ
肴盛  巳手間万問題 し・ヤない よ。 只巳τ或ご’と 1二7θ一 レし て 考

え1こヤ困ろれ。だ’1すビ、ム国（比舳二いし、追李費用

バたUん州1ろ／いけし1う箭、味で’、／〈／盛挙区1二じ
工う し し、う 菜互 しろ と ． 盛挙区ご’じ に こ っ 巧 Lこ可 る ハ、

こつ石1こ市るバヒいうて，闘争可るようrなって＜ろθ

3．方／両項ドてくるグニハロτ・グ窄＜い♀／・か3人片
ら1こや困る。それが’／っ互孝う乃ぼ、アメりカη大統領

い・、、合理的1二盈。1㍍・たチ／／人のイぐ議士／バ’、／人の紬珪

木星至選二んだ’らよ乃しllわけだ’。

 仁だ’、色氏充の†で彬竪穴趾盈ぼ’ういけ、肩昇
別／こ也牛敬をどったかバ’、府条別のウエートを後件η

こしになるづj＼ら、 アメユ）プJの六条た々更の逸率の工うド、 6
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対4で’みる1ニカ・かわらず、」紅ノ荷昇のウェート1乃遭L牛。ク文王

万くったしころが’いレ’こと一1こt〆し1で、 400玄丁ポ0しレ、うド・う

本開ぐドなる。／八五書■／l’いパ1ナしで’いいけケけ’’舌。

 ある地域の行蓼μ／フに星バと、セ～こ一玖て衛の
乍ラいい1丁グじじ’’も、 八史なことになろれ。 ちょうし’日1，本

バ戦時体帝1いニヤつアごいド、挙国一玖体色1」い1うこい。

本当に挙国一致でさろ場合床いいけれビも、 で’青ない二

はてい李国一致と！リバしアニら困るし1頁けた結果、だヘ

バ番いというの五、一億紬プん1ブしい～・う1こ符っでい

くい丁よ。一

 だか弓、 すつうε問題になつプ．二ようド、 京科人学の先

行で、戦争責イ主．ていガけめにけらパ～3のへ
が’、 ヤめ爪でいい人右巻専添え食わして． ついて・’に†ハ

主しようヒllう～／う1こl／うわけよ。だ巾・ら、仏1人ポv

め胤ザ’’㌣しいうて、バん1丁＾ろいハニ川1終プ三’ろプ

 だ’かゲ 副手で’乃って君・私も潔＜辞承至公したわ1γ

よ、ほかの八け、ハ儀には反灯nで’残ったし、私もイ

の偽に及川”で賎マつポ／だフた叶し㍑、身分のβ・ら

っいてぢる副手し’’ヤいげれヵ、ら、即手に↑ろたハにけと

いうのて’’ηJってく／しブニお’ヵ、tフI’一て’’、 夫L年生て“の恩・タ含互舌ら

うの1二国っグこしいう車1晴カぐ二足⊆こってさたわけよ。

 昭二細／ユ年／／同30日で’、 京秤帝国大学房杢メト学却の．堺手で、

6級停1こ乍っ㍍／／年ほと’’でやめて、者はこういう杯分

て’’右制御紋バ入っていプ1。工1年になるとすハしバな＜

なって，々（かわり3級t二一↑つブこ。舛年の矛月1こ私爪の

瑚敢枚1二年っ仁いユ級ド乍った。／ケ年かかって、よう
よう／級ド牟っアニ。々〆しで8耳間て’’定年でヤめ仁．

内海こ～け島1こ未ら／しだいで㍗よ。高瀬つんが・文
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・音戸プ、 艮で’↑ 力、。

肴盛 高瀬荘穴坪。

 それカ・ら国勢調査のこと互いう仁／ハら、40年の／0司／ぐ

目圭て’’「国勢調査員互、命一ギろユというので’、泉の純計奄

更れ一ヤっていたバ、町内会て’’私を調査算1こしアニ。乃

κでbω0～6oo0円で’調査員乏引事更吋二。その調査員
（責弔で、、家の巾1街灯バ㌘＜て街灯至つけ一7二こヒ“

ポー～0年で1ガ相η：御．紋Σっ／丁てお’った㌃いま・
ビ’ ､し1η1う1二してち’る小知ら／いハけ’’ポー青（‡こ／げ

熟年バ乃るヒ・新柄御礼†いろんな仰山拝見て“けと
いう二と七万フた。

内海国勢調一査員と！、うポカ．ど’んれ’杜辛乏なグ江

わけで’↑か。

予’盛 そ〆しは調査員として調査条氏互符フてし、って、「二4し

に書いてぢいてくだ’つし、」 といって， 老いてもらっトつ

互集約で、セの当時1↑梱票ボニいな～二単して書亨込ん

だ’んで’てよ。そのしさに千エッ7してみてわハったこと
1↑、 さ（う七し1うアー丁ビ、 配偶関イ条が’乃るがない力㌧ ハ

ろ場合ぼゐるで’よろしい・ない場合は、離別は生別／11凡

別巾、。正孔仁んか間ヵ・八で’老いいわげだ’。だ’ヴど’’．乃リ

とかなしどいうのが’、 ざっく響1いフー二たハに。

．仏バ調査更け咋いに1畑酉乙絵店F卯ていろ
廿の人が’、・！・客席ポ年生ヵ・6卑生の丹の手ど片るわげだ二

その男の手のどころへ、「乃配偶関イ禾・し書いて乃ろい丁。

七八で’これ↓↑ら’ヵ、しし1から、 1木ノ麦へ電幸首乏づハ1つ’て聞い7二

弓、r舳帆給バ乃ろという二とで可・ってむ⊂夫ノ

内専 間遺ノっブニんでてれ。

肴盛米の配給乏受・ザお’ろし！lう二じ三、「乃配偶」と
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書いて、rれ｝！い丁ませんな・といって直し1こわけだ。

そういう｛うに二つ弓が’尋れてもいつモ唖守左しておる

カ＼ら、米屋へ亀請亙づハ1丁て、イうしアニ場合！ガいして’い）1。

 二ししの、．調亙／にド’乏見！と，衛っ下・電話番衛

書れいていろわ1アだ’。ぼ’くパっ川普か↑1｝フ
ブこら、r電話春雪が’パは力ん乍」といって、町内会パ・

がいうしろわ1丁だ1々八が’打づ1・しくて、イんな二と電話．

番号で闇tT呑＜’’らい㌃ら、 電話．ノ昏青書＜ψ年ないわけよ。

ハろヒハエ、せ帯主ハ署名の下1二印鑑を秤し仁時べ衛
ろわ1丁だ㌧ 印鑑二な・んか卑らハニっちヤという。 だ’けビ・

台r銃亙押？↑しいうよう㌘二けハろ。
 舌う／つは、先ほと”レ1っブニ／3号倉風Σ、初いガけ圭の

石拘でし1ってち’ったし、東平泳て㍉‡男性1つ長前て’’いって

おっブ∴ し水1し、 平和条約互元服しアニ水1い二1↑、十世の

一白前で呼3ぐ’ことけヤバようしし1う巧て“、 ／3号青臥と一した

わけよ。／3は緑足が’飛、いという二とで1よ＜免だて〃わ

けだ㌧々κバことい二いてみけ、／けでて1ト含臥、

こ㍑洞斧九合臥と呼ぼ’うけ一でぢ乱そう㍗と、
／衛とてリーしが’チエックハしけ、こ1しぼ間盈いプ三’と

いう二とが’わカ1ろわエト

 こ一の二 と1↑1 い ま7”リーンカート“しハ、税金力〕下るよ

う征風雨総・背番号札バ丘んで・おる。．昏看1‡よろしいけへ

ど’’も、μ奄号の人一亙～トTるどさド、いんし歩くて’1

州カ・ビうかし！lう二と互雄カ州ニヤ国｝、1ξ一ﾈが香
看だ1丁バ独立して操作〃しろピ非常1二間圭い互釆ド
いこなるわ1丁だ’。

 だから、最並広島グ区制乏敷いて、叩履言正明幻春
号化して，各自に拝アニしてお’るわけだ。之～李本人．け
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役所つ．職域い／知られ（だ’が与、今後ぼ1．本一））トつ八
バ’才子 っ て ‡ て わ、  こ ナしマ た 戊・じ ば’叩奏覧言正日月 は耳又〃しま て。

本、人が’ノ狂べて“ハ ろ し し1う 育正日月㌻ し ド、 こ 4し皇 イ．定わ ノした ら

困るい丁で’し工う。こ〃して’㌧率脊簡素化バで、ボニ、黍イ土状

七皐1）グじんしいって、区役“尋がの簡集κ～ノ1八フ

てお’ろ一こ～本非常1二足陳なことだと時・うので”可。

 そういうこ㍑し1うと，これで．’ご’主ハ汀しろ工うな士

此ヤ好，産乏持ってお’る、へげ、 率堀だどいってうらヤんで1

みたり，哨賞税が’仁くざんかがフて＜ろ二いごゴ理解立

願1し押しつけいtても1れ〕けまビ1っカ・帖仰乃婦
合1こは、税金至公す二とプバ’う1ししいと耐えいハいうこと

に衛。だ1丁ビ、キり八トの前i．て“、も’支えの符フて！lる

コ．でンを示せしレ1った。ノどうした与、セつコインはブブエ

サ1レつ俊が’書カ／れてお’ろだ’ろう。カェ寸ブ1レηも乃はカェ

サ1レF化し．神1二僑可ろい／京神1二五れいう柵な言
東バみる～・

 クりスチャンの問、懸で’なし1・、納言†（問題だ’から、ヤ

バΦ／校訂1こノ属可る舌ハ↑、純計で判断して1手しい。々

うで’本11わハ‡一一一とし1う二い吋るけへども、爪率な

こい航討のれ量よ。先1け1いつアニようF，r棚め1こ一統

計ハ・で’付くて■“尋失バボて、こ／し乏一統計て’’

ビういえろカ1∴れいした～、糸た訂←真美とが’、

ゼう合うかという子工・ソ7が’仲勇Lをわけた㌧チュッ7な・

＜して困．果関係なりイ叩か乏↑るヒ、 爪栗なことドなるわ
げだ’。

 たくぐんの関イ条が’乃ったいド。／フ互器βぐこいよで’

衛1丁㍑い七・ユつ一つ1こなるし非わ二因るわ」アL
順序乏立てに申しい丁れ。 そう可季と、r一番八色な／づつバ’
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わカリ〕す・1幸いで1て、とレ・う幣爽をヒろへ’寺て’1あって、国

勢調査のいド、・／㌧し闇！／でたくザいこと川）ハるよ

・う［る。たく一 ﾂんのこ㍑闘いて肝iハニとが’水1川
ねようになろという調査は、ヤパニわぐよ巾・るつムいう

川1二謙諭可るわ．1↑で手

内奄 この昭和川年1す何で可へ

青盛一片の3月に、戦争貢仕乏取って総評職亙申請し
トわけよθ そうしアニら、6月末＜’’ら・いF㌃フて、副手差

ヤめにと互認・ハろい1うつ衛らった。だけど’、本来
なうば’、管、辞令乏双り下1↑1て、二牝乏公可とし’うこと

ド㌣っておったわ．げだ。だ1丁ど’’、わすソバ3力団六けてモ1

“い、何亙。食うて生ずておっブニい・知ら拠げ〆しビ’も、

爪しブこことかいど陪1うノー二が’、 ノξつ佼、 芹、木の助手か÷ノ広

大の助教授1二なフーてち、本官としての仕官ハニ0年に浦ブこ

狐㍑n↑、芝の間の／3年五畑算して恩、．給里見でやろ、

だけビ、光れ以後ユ0年1こなったら、認・めるわ1Tlこいハれ。

芝れμκで石レ1しリけしパー一一一一ρ

 一2－1年は京六列助手。末却赦官だ’がら3一級だ’げビ。．朗手

の一番よく’らい。二の当時ぼ、講師は衛・った。
’穴ふ 瑚・手1二もラ／クバ’あるわけで，↑が・

希盛だから、未刀めてなっ㍍ハ6級倖と！lうのと、
3級ヒで’。だ’～、こ／り人後は、学長ち敢午毛、歓窄。月

との肴“欣根、散・夜ノξう↑け、岬散稚、．教授とし1

1毛のけ生だ叫㍑バ評釈窄は専脊窄と学卒と研
究散官いご分ハにてあ・った。私が’広大に来たいHT，
12年し工1耳っ辞分で、 爪して毒は公ハっアニけ4！しゼ舌、 夫

の後す何早ブニつ間1二、同期支っ唄臼ぐらいは月絵が’上山／’
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ってぐブ’二け十しと’’t、 ワンらの’方はあまり」二が’ら㌃ヂ・ったθ

 二んなっ王ら処こし互いうてち’るけ八ど’も、ワシいパ’

方、秤入学つノ絵ヰ学サの爪学院て’’所允してち’・／た時バ“・

私欲ル・商商！こ行フて巧’ろ八バ忍・1二訪パ寺て、だ／〕t目

釧バ’何秋川くつμ一 uけハこいソい‘）いうて、研免のこ

と乏／っもいわは・寸土の雫は．更わっ仁毛ηヒャなしいう

て・枇言干レてち’った時ヘバ乃争。

穴牟そつ爪学院れガイ、英学資企1けうだ’ったル

で可へ
青盛 奨学資会はもザわ↑’F、木学徒の3年間とし・うち

川τ、／年間／・0円↑’’つ放棄料皇虫してち’った。ブげと’1

結峰してまで’根菜料を公可乃1よ・穴芝だ’かゲ  このしさ、

千年目F爪学院互㌣ハ圭可とレ1うて、副手ブ1Tt二した。

々のレさr4年目ド㌃って、榔めて木学晩の筏菜料亙免
除可けいう意・味の毛“七らったtTビ、積被的な共学

資金ヒいういはいってない。
 だけビ、研、免肴つ竹間て“は、高商ド行っH！た星中
バ’、口互開くと胃．徐／バ’何号峰で’何ぼ’」二が’っブニと！・う勘定

1‡“か1）可る／ハ㌻、乃のくも史わった“だ’なといって・

税評レアニニとバ’ある一ηん気牟舌つだ’～
内3毎  ア1レハ’／ トか／口下伽、……㍉

肴盛根本門H煉ハ丘ってちらって！lた一カ手川
ぞ’рﾁていけ灯わ1丁で市㌃い1Tど’、京師十専ヤら   々

牝斥戊禾高林いて1’、講座粁という七ハが’な1け1ザ

内寿非竿勤講師で’す仙
青盛 非常勤講師だポよ。イう）1うう今1二・同．給バタいわ

けレ’ヤない1丁札ビ・も．「．穴谷、爪客の放棟王命†’」みブニいF

なグ奈良印牝講師㌧
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肴盈 ブ三’から、↑カ1よしい・集団諭は分なかった1↑札ど白、

沈夕或集団とナ＼、 人口集団ど小いうつで’、 個、㌧という着の

をシヅてしアニものビヤ㌃いということ。

 古いす紬紬訂い1、・いいういが’あっブニ1いしど・毛、

最近は皆、核矢旅しこ↑ってしまって、個、（バは・いゴいご

㌃っ て い る。 柔も手 しか々う い う 関イ桑そ ぼ’ら1丁’’ら しこτって、

依養をどうてい・い・1い／二、．いま列ヰキり／丁無理ド

依秦せれでも、セパ㍑しのいを狩ってハか㌧いいけ
吋ポκ歳灯’1手㍑・／・な・くなハで’、午奇／互奏

一仁らいいとし1う謙諭は戒／エフ｝わけよ、年全グ，／l

ろんな計算べ・．人．口触㌧篠ハ…一一I・

 そ八／1・≒追偲・統計し！lう問題が’ハこい了知一でい

んだ’けれビて、ハしズ力らいしろ冊けして／↑．．ペロ動態・

しか。4昏梱ど小． 自孝更つ問題と小いう社会関係において

判断↑ろわけよ・

 だ’グら、ハいうこと互1・うたらなん｛いけ’亡、小

ぐな視〃という七のσ、個別の親例つ間ノ喪ヒ、情1）とし

てぼ、個人のモラ1レの確一工が’枇阜だ’。ブニだ’、社会4もラ

1レとか、 全部乃祉／奏（平和互寺りまし工う とし・うことは、
ビ’ ､わ真侭牲互欠＜れ、ただ’、・平和か戦争かという問一題

で’、 ある タむ域をサ／フ。1レ1こ しって、 ナい毎追ペソご’．エトが’

釆るつハもレ外出来クニらビう可るかという上うで仮託乃
開題て’’もまれたら、入洛並の、ぺ・1い・ザフハよ。

 あんま1並くの二と1↑いいしいTビ、・いil↑・り丘＜つ

問題として凧．府中市ぺ工・日市市ガ、広島市に合併ガ1しる

こ㍑望むけ独立して採草てろこ㍑望τ・乙か．時間
n間．葱で七万いいけ’七。で’可バ間態は1区ご’とつ行
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疎なり、純計集団つ株択ハ単征乏，あ圭／穴さくして七

困ろオつけれ。ゐまり紳介してモ困る。遼李区1こっいては．

！／まの中盈奔区ムいう議論rなったわザ三。

 「木地〃ろ＜“μ年老いて仏どりμび’乏
㍗ところかい靖・水にノ庵）・

 こ水U本比庵先生の一竜で’↑。ノ格～こ現在．老。〈問題も

話題で“／ま立付しビも．初～・茎だっけ’先幼年齢層
一4本看乳の／＼ン七ン言たとグ）対応・、照応・関．係ども蒙け万疋らナしろ

虎犯で’す。

 ビこへ右往してポ八間至るところ青∠／べるユ）という二
どになナしバ、 平生・4主王の辻、、会、レ、七いつ・往生レて七、 こわし

主で鏡でいてよかっμいう原爆生5戒／乃戚痕｛こも

つなグりま寸。

 こわしが’秘め戦前／ハいく口純吉†珂・先バ、ごしし八七ン

→ナ千年まで’生かすへて1 なぢ残度か川国勢調査㌣、与耳

の人口動態・紋訂の、発展互見、“解説互通ビて、つ＜つ1、

＜生ずていてよかフブニヒの望蜀の映すが’、皆さん（純計

」ニハ知恵・しなって、生δて・働くよう1二ない至希望して

い圭可。 ’そして、釈訂情報っはんらん守るただ’中大、ら、

／っヅγ一香木一率なことが‘ら解δ姉めてくろこし乏願
いブ．二い 七 の て｝↑。

古くから航訂調釦皐領として・ヅ間多卸て“あっ’て・

多間．〃、矢口床主だ何しか仁るにして竜、算らプろ貫間互し

て、 国民の口互閉σ’’してしまうこと王お次れ一石七ηで可。

戦後のク礼行詰の／つ1二「仏ぼ呉1こ㌻りたし1」 しいわ八ブニ

川ポ犯黙の時バで’はあってモ純計熱・狂碕べで1けゾ得
有’いと時いま↑。

へ寿 ビうもパ）がとうご’ぐ’’いましクニ。

            126

統計数理研究所学術研究リポジトリRISM
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